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混沌なりしは京の都まち











　えぐい渋いも味のうち、とはよくぞ言ったものだ。

「いや、この場合、腐っても鯛か……」

　大丈夫。僕はまだ大丈夫だ。これに手を出したって、きっと人間でいられる。見てくれ、この豪華なフルコースを。

　一部腐って液状化しただけの京野菜、身が残っていないだけの焼き魚、カピカピに乾いて生返っただけのおむすびに、干からびて黒ずんだ納豆の食べ残し。出汁を取ったあとの鰹節なんて、まるで高級なお吸い物のように魅惑的じゃないか。

　音を立てて唾液を飲み下す。

　心の葛藤は、欲望がやや優勢だ。ひっきりなしに鳴き続ける腹の虫が、萎縮した理性をさらに端へと追い詰めてゆく。

　硝子窓すら失い廃墟と化した雑居ビルと、そのビルと比べてなおオンボロと言わざるを得ない雑居ビルの間。つまりは路地裏のゴミ置き場。

　意を決し、路地裏に堆うずたかく積まれたポリ袋に手をかけて、ゆっくりと左右に引き破る。熟成された芳醇な生ゴミ臭が広がり、一瞬仰け反った。

「お、おおう……」

　しかし背に腹は代えられない。いざ、合掌。

「一週間ぶりのご馳走、いただきまぁす！」

　ポリ袋に手を入れた瞬間。

「ちょ、ちょちょちょちょ、ちょい待ちぃや！　さっきから見てたら、何やあんたっ!?」

「ひっ!?　だ、誰だっ!?」

　驚いて振り返ると、まるで生ゴミかそれ以下のものでも見るかのような視線で、路地裏の入口から少女がこちらを見ていた。

　十代後半といったところだろうか。雪のように白いコートの背に流れる、溶岩のように輝く赤髪。それにあつらえたかのような赤の瞳。間違っても八重歯などとは呼べない鋭さを持つ牙は、まるで獣のようだ。一歩も動いていないのに、洗練された野生の躍動感がある。

　ヒトではないとすら思えるほどの美しさ。完成された、完全なる生物。

　背筋に冷たい緊張が走った。

　彼女はヒトか、それとも──。

　その美しい少女は、声を上擦らせながら僕を指さした。

「いや、それはこっちの台詞やし！　うちの事務所のゴミ勝手に漁んなやっ!!　そもそも生ゴミをご馳走て、腹減りすぎて必死のパッチか！　それに、うち女の子やで!?　色々見られたら嫌なもんとかも入っとんねん！　使用済みの──って言わせんな、こんなこと！　……あっ、喰うんか？　おまえ、それも喰うんか、このド偏食のド変態が！　なんぼ京都が魔都になったからって、宇宙船地球号の知的生命体としてやってエエこととアカンことがあんねんぞ!?」

　ひ、必死のパッチってなに……？

　およそ麗人から発せられた言葉とは思えぬほどの、どぎつい関西弁が響く。むしろ彼女のほうが、かなり必死でパッチな表情だ。

　だけどどうやら、彼女はヒトのようだ。

　僕は全身の力を抜いて、安堵の息を吐いた。

「こらあ！　何をため息ついとんねん！　こっちがつきたいわ！」

「あ……あの……ご……ごめ……」

　ロングブーツの靴音も高らかに、ゴミ置き場で腰を抜かしたままの僕へと、赤毛の少女は無遠慮に近づいてきた。

　そうして僕の前に座り込み、顔を近づける。生ゴミ臭に混じって、わずかに甘い体臭がした。恐ろしいほどに整った顔だ。眉間に縦皺さえ寄っていなければ。

「何黙っとんねん。ちょっと来い」

「ま、待っ──警察だけは、警察に突き出すのだけはぁぁぁ！」

　こんなところで捕まるわけにはいかない。僕はまだ、この街にきた目的を果たしていない。

「アホか。この魔都京都はなぁ、殺しも悪行も、善行でさえも線引きのなくなった、泣く子も黙る第一級閉鎖指定地区やぞ。警察みたいな無能の代名詞が何の役に立つねん。引き渡すくらいやったら解体して犬の餌にしたほうがマシや。犬飼こうてへんけども」

　じょ、冗談じゃない！　いくらここが京都だからって、たかがゴミ漁りくらいで！

　逃げだそうと踵を返した僕の首根っこを背後から鷲づかみにして、少女は静かに笑った。

「逃げんな。冗談やから」

「う、うわっ、あ……ぐ……っ」

　持ち上げられる。僕の腕よりもずっと華奢なはずの片腕で、軽々と。

　信じられないほどの力だ。まるで万力で締められているかのように、呼吸ができない。それどころか血流が止まり、首の骨が軋んでいる。

　殺される。

「か……っ、く…………っ」

　迂闊だった。この魔都京都では、他者の外見など何の判断材料にもなりはしないと、わかっていたはずなのに。

　視界が、外側から徐々に黒く狭まってゆく。

　意識……が……。……落ち……る……。

　彼女は僕を持ち上げたまま、廃ビルではないほうのボロビルへと歩き出した。

「外から来たんやったら覚えときやー。この街でそういうことしてたら、三分後にはおまえが生ゴミにされるか、フルコースの一品に組み込まれるか、二つに一つや。まあ、うちの使用済みをオカズにしようとした罰やな」

　色んな意味で否定したいところだけれど、このときの僕は、とても反論などできる状況じゃなかった。

　雪交じりの風が、ボロビルに掛けられた看板を、音を立てて大きく揺らした。片側の留め金が外れ、看板が斜めにズレ落ちる。

　錆びついた看板には、こう記されていた。

　──京都多種族安全機構。




◇　　　　　　　　　　◇




　かつて古都と呼ばれた頃の京の街は、もう存在しない。

　二十年前、原初の〝怪アヤシ〟と呼ばれるものが、京都駅ビルと新幹線の線路を貫いて、一夜にして顕現した。それは、見るからに巨大な樹木だった。

　特筆すべきことは、幹の太さが直径で約一〇〇メートルもあったことだ。これは、およそ人類がこれまで遭遇したことのない規模の大きさの生物だった。

　各都市とのパイプラインである線路を貫いた大樹を、当初は排除しようとするものもいたが、その試みは悉ことごとく失敗に終わった。刃は通さず、炎は宿さず、雷に打たれてすら、大樹には傷一つつかなかったのだ。

　人々はその事実に恐れ戦おののき、やがてそれを神樹として祀まつることにした。

　だが、出現年の翌年。青々と繁る神樹は、その葉の隙間に数百もの実をつけたのだ。

　その実より生まれ落ちた生物たちこそが、のちにオリジナルと呼ばれることとなる怪アヤシだった。

　人々は目撃する。太古の伝承が、神話が、お伽噺が、現実となる瞬間を。

　数百もの怪アヤシ。すなわち天使が、悪魔が、妖怪が、魔物が、妖精が、そして極めて稀ながら、神までもが誕生する瞬間を。

　京都の街は、パニックに陥った。

　怪アヤシには、人類の暮らしに積極的に溶け込もうとするものと、人類に仇なす活動をするものの二種類が存在したのだ。

　当然、問題となったのは後者だ。

　京都の治安は怪アヤシらの生命活動により崩壊し、一夜にして魑魅魍魎の跋ばつ扈こする混沌の都と化した。のちに語られる〝大崩壊の夜〟である。

　以降、人々は息を潜めて夜を過ごすも、この年の京都市での死者・不明者は、五桁にも達したと言われている。

　そして、年を追うごとに増殖する怪アヤシは、人類に対する脅威として日本各地に散らばってゆき、列島の夜を恐怖と不安に陥れた。政府は住民らに京都からの退去を奨励する。これが奨励であり、強制ではなかった理由は、政府に受け皿予算の用意がなかったからだ。

　当時の内閣府の調査報告書によれば、彼らの出現に関しては、被害各地より生まれ出たものではなく、あくまでも京都の神樹に産み落とされてから、各地へ移動している、と記されている。

　そうして十三年前、政府はついに京都の中心部を第一級閉鎖指定地区と定め、住民らの脱出を強制する一方で、自衛隊の力をふんだんに使って各地に散らばっていた怪アヤシらを善悪の境なく捕らえ、京都へと封じ込めるという強硬手段に出た。

　世に言うところの、流刑〝京流し〟である。

　人類に溶け込むことを選んだ怪アヤシらの中には、すでに人間社会に適合し始めていた個体も存在していたため、これによって引き裂かれた家族も多く存在した。

　中でも同情を集めたのが、怪アヤシとヒトとの間にできた子、デミ・ヒューマンだ。混血であろうとも、京流しに例外はなかった。

　こうしてかつての古都京都は、神樹より生まれ出たオリジナルと、一部残った人間たちと、デミ・ヒューマンの共存する、混沌の魔都京都と呼ばれることとなったのである。




◇　　　　　　　　　　◇




　わたしは、今日何度目かのため息をついた。

　ゴミ漁りをしていた彼は、自分を二十歳だと言った。

　それが噓でなければ顔つきは幼く、世間一般の同世代より身長も低い。見み窄すぼらしく汚れたぼろぼろのコートにスニーカー。にもかかわらず、楽しげに細められた瞳と短めの髪は好印象。きっと、ちゃんとした服装をすれば、それなりに見られる人だとは思う。

　でも、ハッキリ言って、頭の中は少々おかしい。どこかずれている。

「いやあ、てっきり恐ろしい怪アヤシか、でなければ痴女かと思ったよ。事務所に連れ込むなりいきなり服を剝ぎ取られて、シャワールームに蹴り込まれたんだから。完っ全に、身体を洗わせて綺麗にしてから、頭からバリボリ食べられるもんだとばかり」

　叩き込んだ本人を目の前にして、失礼なことを何の躊ため躇らいもなく言い放ち、硝子テーブルに置かれたカップ麺を啜すすりながら、こいつはわたしにぺこりと頭を下げた。

「ありがとう」

　……おまえ、それがお礼の言葉になってると思っとんかい……、と思いつつも、わたしは喉元まで出かかった言葉をグッと吞んで、硝子テーブルに左肘を置いて頰杖をついた。

「あのなあ、うちのことを何やと思てんねんな。そんな間接的に生ゴミ食べるような真似せえへんよ」

「いや～、あはは。おかげさまで僕もまだ、かろうじて口にしたことはないから」

　ゴミ捨て場で声をかけるのをあと三秒遅らせていたら、今の言葉はどう変化していただろうか。実に興味深い。

　ずれてる。うん。やっぱりずれてる。皮肉は通じそうにない。

　けれど、彼の心配もわからなくもない。なぜなら魔都京都では、人間が怪アヤシに喰われるような事件は、毎日のようにどこかしらで発生している、まさに日常茶飯事なのだから。

　わたしは呆れた視線を彼に向け、尋ねてみた。

「で、あんたの名前は？　その分やと京の生まれじゃないんやろ？　カーテンの外側から来たん？」

　カーテン。すなわち十三年前に日本政府が区切った区画。伏見区の一部北端、東山区、下京区、中京区、上京区を第一級閉鎖指定地区として囲った、指向性マイクロ波の実体無き壁のことだ。

　実体は無いとはいえ、人間はもちろん、生なま半なかな怪アヤシであってもそれを通過することは容易ではない。下手に触れるだけで血液は沸騰し、肉体は水分を蒸発させて無惨に灼やけ爛ただれる。向こう側に出る頃には、立派なミイラのできあがりというわけだ。

　わたしはもちろん、そんな愚かなチャレンジはしない。まだ生きていたいもの。

「うん。名前は一条絢十いちじようあやとっていうんだ。少し前に東京から──どうかした？」

　名前を聞いた瞬間、頰杖が崩れてしまった。

「な、なにが？　ちょっと顔面が滑っただけなんですけど!?」

　無表情を装うわたしに、絢十は怪訝な表情を見せた。

「顔面って滑るもんだっけ？」

「………………う、うち、トゥルントゥルンの美肌やから！」

　うわあ、あきらかに引いている。

　ガッデム。せめてファンデをつけすぎたって言っとくべきだった。つけてないけど。

　一条絢十。確かにそう言った。聞き間違い？　ううん、確かに聞いた。ただの浮浪者なら適当に食べ物を与えて追い出そうと思っていたけれど、そうもいかなくなったようだ。

「ホンマになんでもないって。ただ単に、一から始まって十で終わる、変な名前やなって思っただけやし」

「あはは、僕もそう思う」

　その瞬間、事務所の黒電話がけたたましく鳴った。

　まったくもって面倒くさい。対話を邪魔されたわたしは、彼が見ていることを忘れて、あからさまに舌打ちをしてしまった。

　受話器を上げる。

「はい、こちら京都多種族安全機構です。ただいま留守にしております。御用のある方は、発信音みたいな声のあとに、ご用件を一秒以内にお伝えください。…………ぴーっ！」

　およそ一秒後にもう一度「ぴーっ！」と叫ぶと、さっさと受話器を置く。

　どうせ大した用事じゃないに決まってるから。今より大事なことなんて、どこにもありはしないものだ。

「ずいぶんエキセントリックな電話対応だね。いいの？」

「ええねん。大事な用やったら、どうせもう一回かけてくるやろ」

　憮ぶ然ぜんとした表情で睨むと、絢十が苦笑いを浮かべた。

　可愛い。成人してるようにはとても見えないけれど、彼が自分で名乗ったとおり、本当に一条絢十であるならば、間違いなく二十歳だ。そうそうある名前じゃないもの。

　そっか……。この人が、一条絢十なんだ……。

　わたしは心に浮かんだことを誤魔化すように、椅子の背もたれに背中を預け、両手を上に突き出して疲れた身体を伸ばした。

　眠い。ひたすら眠い。もう帰って眠ろうとしていたときに、彼を見つけたから。

　ふと気づくと、なぜか絢十が赤面をして、わたしから視線を逸らした。きっと、ろくでもないことを考えたに違いない。

　ちょっとだけからかってやろうと、両手で胸を隠して睨みつけてやると、一度戻した視線を、またしても逸らした。

　ほほ。少し、おもしろい。

「……それよりあんた、ゴミ食べようとしてたくらいやし、行くとこあるん？」

「あ、うん。一応あるにはあるんだけど、場所がわからないんだよね」

　わたしは赤毛を揺らして、首を傾げた。

「どういうこと？　地図見たらええやん。なんやったら、そこまでうちが案内したるよ。京都多種族安全機構は、一応、観光案内の事務所やしな」

　表向きは観光案内所ということで届け出をしているが、入れば二度と出ることの叶わない魔都京都に観光に来る馬鹿はいない。つまり、本業は別のところにある。

　けれど絢十は首を左右に振った。

「違うんだ。場所じゃなくて人を捜してるんだよ。古い友達が京にいるはずなんだ。とりあえずそのコと合流してから、今後のことを考えようって思ってたのに、突然連絡が取れなくなっちゃってさ。まいったよ」

　そう言って、彼はションボリした顔でソーラー充電式のスマートフォンの液晶画面に視線を落とした。どうやら新しいメールがきていないかチェックをしているようだ。

　わたしは唇を歪めて、呻くように呟く。

「友達なァ……。……それって女の子？」

「うん」

　わたしは興味なさげに視線を逸らし、横を向いた。

　まともに彼の顔を見られない。罪悪感でいっぱいだ。なぜなら、そのメールの相手はわたしだったのだから。

「……あっそ。で、他に手がかりは？」

「名前だけしかないんだ。覚えている顔も十年前の彼女だし。夏奈深雪なつなみゆきっていう子なんだけど、キミは知らない？」

　やっぱり……。

　もちろん知っている。誰よりも。

　──なぜなら彼女を殺したのは、わたしなのだから。

　数秒視線を揺らして考えるふりをしたあと、わたしは肩をすくめた。

「知らん。この街じゃ戸籍もクソもないからな。みんな好き勝手名乗ってるし、名前から人を捜すんは無理や。他に手がかりがないんやったら、あきらめたほうがええよ」

　絢十はスマホをポケットに仕舞い込み、ため息をついた。

「これまで十年間、ずっとメールだけは届いていたのに、一週間前に僕がこの街に入ってから突然返事がこなくなったんだ。だからそのコを捜して京を彷さま徨よってた」

　わたしは目を見開き、絢十に視線を戻した。

「ちょ、ちょっと待って。彷徨ってたって……一週間も!?」

「まだ一週間だ」

　絢十は目を細めて真っ白な歯を見せ、当然のように言った。

「信じとるん？　そのコのこと。普通それだけ待って返事なかったら、フラレたと思うけど」

「そうかもね。でも、やっぱり直接逢あいたいなって思うんだ」

　わたしは無意識に指先で横髪をくるくると巻き取って、一つ咳払いをした。自分が言われているわけではないとわかってはいても、かなり刺激的な言葉だ。鼻血出そう。

「なんでキミが赤くなってるのさ？」

「あ、あんたが恥ずかしいこと言うからや！　関西人はバラエティばっかり観とるから、こういうトレンディなん苦手やねん！　今日も新喜劇がおもろいわあ！」

「ト、トレンディ……」

　話題、話題を変えよう。

「まあ、それはともかくとして、よく一週間も生きてたなあ。魔都で野宿とか考えられへん。深夜は怪アヤシのパラダイス、夜は墓場で体育祭いうような土地やで。それでなくても京の冬は冷えるやろうに」

「そこはほら、廃屋や廃墟だけは多いから。最低限雨風さえ凌しのげれば、コートにくるまって眠れなくもなかったよ。さすがに食べ物だけはどうしようもなかったけどね」

　そうやって話している間にも、少し伸びてしまった即席麺を、この上なくおいしそうに食べている。

　幸せそうな顔。見ていてこっちが気持ちいいくらいだ。食べるの好きそうだもん。もう少しいいものを出してあげればよかったな。重い重い、最重量級の女の手料理とか。

「ところでさ、ここって何かの会社？」

「へ？　ああ。うん、まあ。一応……か、観光事務所やけど……」

　一割本当で、九割噓。観光客なんて京都には来ない。今はもっぱら秋葉原だもの。

　突然、ソファから絢十が立ち上がり、面食らうわたしの前で膝を折って、両手を地面につけた。キビキビとした、この上なく見事な土下座だ。

　わたしは、若干引いた。

「僕をここで働かせてくださいっ!!」

「は……あ……？」

　何を言い出すのか。

「こ、このまま夏奈深雪が見つからなかったら、僕はまたキミの恥ずかしいゴミを漁らなきゃならない生活に逆戻りなんです！」

　おい。

「……えっと……、それって、うちのこと脅してるん？　脅迫？」

「めっそーもございません！」

　ずれずれ、ずりずり、どんどん人間としてずれ込んでいくな、この人。このまま観察していたい気もするけれど。

　けれどわたしはそんな内心などひた隠しにして、大嫌いな自分の赤毛に手を入れ、ばりばりと頭を搔いた。

　なんだか絢十と話していると、こっちまでおかしくなってしまいそうだ。これまでのメールでは、そんなことなかったのになあ。

　けれど、このままこの人を放り出したら、三日後にはどこぞの道端かゴミ捨て場あたりで冷たくなって、蠅か烏あたりに集たかられていそうだ。ここはそういう街だから。

「はあ～……。しゃあないなぁ。夏奈深雪の捜索を手伝うことはでけへんけど、飯も食えんやつを放り出すんも気が引ける。当面のバイトくらいは、うちがここの課長に頼んだるわ。それでええか？」

　絢十が目を見開いて、口をぽかんと開けた。

「キミって、見かけによらずいい人だったんだね」

「おまえ、さっきから一言多いねん！　言うとくけど、ここのバイトは──」

　瞬間、黒電話が再び鳴り出した。

　再び舌打ちをして、わたしは受話器を上げる。二度目の電話では、さすがに居留守を使うわけにもいかないだろう。

「はい、京都多種族安全機構、日向ひなたです。……なんや警察ポリさんですか。課長やったら出かけてますよ。……ん？　ああ、ええ……うち？　いや～、昨日は夜遅かったし、今日は非番やし、もう帰って休もう思ってまして～。…………わかった、わかりましたっ。大の大人がメソメソ泣きなや。必死のパッチか。…………すぐ行きますよ、もう！」

　厄介事だ。クッソ眠いというのに腹の立つ。

　乱暴に受話器を叩きつけ、わたしは両肩を落とす。

「は～ぁ、また残業か。──で、絢十いうたっけ。バイトの件はどうする？」

　ほんの一瞬の躊躇いもなく、絢十はやはり邪気のない笑みを浮かべながら言った。

「もちろん、やらせてもらえるなら喜んで！　ナツユキ──じゃない、夏奈深雪が見つからなかったら、またキミの恥ずかしいゴミを漁らなきゃいけないところだったよ」

「念押さんでもわかっとるから二回も言うな！　うちの生理用品よりあんたのその行動のほうがハズかしわ！　……あ」

「あ……」

　今のナシ。三秒時間を巻き戻して、神様。もしくは記憶を失うくらい殴って。

「えっと、気にしないで。お、女の子には誰にでもあることだから」

　やめて。そこは理解しないで綺麗に流して。何をいい笑顔で親指など立てているのか、この男は。

　だけど、眩まぶしい。きらきらしてる。うん、嫌いじゃない。やっぱりこいつのこの笑顔は、嫌いじゃない。決してイケメンというわけではないけれど。

「よっしゃ。うちは冬乃ふゆの。日向冬乃や。みんなからは鬼っこって呼ばれとるけどな」

「あはは、それはキミにぴったりだ」

　おい貴様。全部の関節を曲がらん方向に曲げたろか。

「……あんた、ほんま一言多いな。考えたことをなんでも口に出しなや」

「い、いや、名前！　ほら、あだ名じゃなくて名前のほうだから！　暖かくて冷たくて、なんか綺麗だなって！」

　言われて気づく。

　そういえば夏奈深雪もそうだった。暖かくて、冷たくて。この名前を名乗ることにしたとき、わたしは無意識に夏奈深雪に近づけたのかもしれない。

　わたしの中の彼女の記憶は、もう十年前のものだ。大多数の日本人がそうであるように、黒髪の黒目だった。こんな無様ぶざまな赤毛や赤目ではなかった。関西弁でもなかったし、強がりなんて言わなかった。

　彼女は、普通の弱い女の子だった。

「名前もそうだし、その髪と瞳の色も、暖かそうで綺麗だと思うよ」

　ほんの一度だけ、鼓動が胸を強く叩いた。数秒遅れで、顔が発熱する。

　わたしはマヌケな顔をして、絢十に視線を向けた。少し言葉に詰まって、無理矢理絞り出した声が上擦る。

「…………そ、それやったら別に……てゆーか、平然とそういうこと言うの、やめてくれへん？　……ハ、ハズいから……」

　わたしは表情を隠して小さな咳払いを一つし、立ち上がってコートを翻す。

　こんな顔は誰にも見せられない。

「よし、ほな早速やけど研修行こか。今回はうちがやるから、それ見て仕事おぼえて」

「あ、待って、まだラーメン──」

　冷えたスープをあわてて飲み干し、絢十はわたしの背後で立ち上がった。




◇　　　　　　　　　　◇




　東京を出るとき、京都の地図は、ある程度頭に叩き込んできた。

　事務所のある七条通を西へ。

　すっかりと自然の色を取り戻した鴨川を、僕らは七条大橋で渡る。

　当然のように、走行する車なんて上等なものは滅多に見られない。

　かつては世界有数の観光都市だった京都市も、今ではその大半がゴーストタウンと化している。

　アスファルトを割って生える植物、硝子窓のなくなったビルには蔦が這い、明かりの消えたアミューズメント施設には得体の知れない影が巣くう。

　一週間前にこの街に入ってから、僕はそれらを避けるように寝床を探し、どうにかこうにか生き延びてきた。それも、路銀が尽きるまでの話だったが。

　京都第一級閉鎖指定地区に生きる人間の総人口は、今ではもう二万人にも満たないらしい。ぽつぽつと出ている露天商や買い物客らも、彼らが純粋な人間である限り、日暮れとともに姿を消す。それがこの街で生きる〝人間〟のルールだ。

　曰く、深夜に外を出歩くな。

　曰く、怪アヤシとは関わるな。

　曰く、それがヒトであったとしても、他者に手を差し伸べるな。

　すべて夏奈深雪ナツユキが、メールで僕に教えてくれたことだった。悲しいことです、との言葉を最後に添えて。

　もっとも、それらのルールも人間であればの話だ。実際、この街に棲む半数以上がすでに見るからに人間ではなくなっている。象の鼻と耳を持つ女性、犬の耳と尻尾を持つ幼い男の子、中には鱗うろこに覆われた手足をしているものもいるし、羽根の生えた女性もいる。

　怪アヤシとヒトとの間に生まれた、デミ・ヒューマンだ。オリジナルであれば、もっと人間離れした容姿をしているから。

　人類に溶け込むことを選びながらも、京に流された怪アヤシ。そういった輩は、オリジナルやデミ・ヒューマンであっても危険はないとナツユキは教えてくれた。

　けれどそれも、こちらが余計な手出しをしなければの話だ。

　彼らがその気になれば、この第一級閉鎖指定地区の人間を根絶するのに一夜とかからないだろう。そうしないのは、彼らは少なからず人間に対し興味や好意を持っているということだ。

「ほらほら、よそ見してると置いてくで」

「あ、うん」

　景色に視線を取られ、遅れ気味になっていた僕は、あわてて日向冬乃を追いかけた。

　溶岩のように輝く長い赤髪を揺らして、冬乃は退廃した街を先行する。堂々と、広い道路の中央を走りながら。一筋の炎のように。

　現在の京に古都京都と呼ばれていた頃の趣は、ほとんど存在しない。変わらないのは、進行方向に聳え立つ、蠟燭のような形状の京都タワーくらいのものだ。それだって、旧京都駅に生えた巨大な神樹の陰に吞まれてしまっているけれど。

　神樹が何なのか、人類は未だに解明できていない。判明している事実といえば、怪アヤシを生み出し続けている排除不可能な樹木ということだけだ。

　七条通の中央を走り、烏丸からすま通に差しかかったとき、ようやく喧噪が聞こえてきた。

　何やら十数名の野次馬に囲まれた中央で、男女の言い争う声がしている。

「ケンカ……？」

　野次馬は口々に無責任な言葉を投げかけて、彼らを煽っていた。それどころか、ここぞとばかりに商売を始める露店主までもがいる。

　京であることを差し引いても、こういった手合いには関わらないに限る。ところが、迂回しようとした僕を尻目に、日向冬乃は迷うことなく野次馬へと両手を入れた。

「はーい、ちょっとごめんなさいよ。どいてどいて～」

　僕は啞然として立ち尽くした。野次馬には人間もいるけれど、その半数以上がオリジナルやデミ・ヒューマン、つまりは怪アヤシだ。彼女はたった今、彼らに対して余計な手出しをしたのだ。

　だけど──。

「お、おい、なんだよ、押すなよ！　……って、安機の鬼っこかよ！」

　目の前の男がそう呟いた瞬間、野次馬の間で一瞬にしてどよめきが広がった。

「鬼っこ!?」「かあっ、安全機構かよ」「ちっ、せっかくの娯楽を」「バカ、聞こえるぞ」

　まるでモーセの十戒のように野次馬が割れた。

　その先では、ゆうに体長二メートル半はあろうかという全身に銀色の体毛を持つ二足歩行の人狼型オリジナルと、その半分ほどの身体しかない猫の耳と尾を持つ、可愛らしい栗毛のデミ・ヒューマンの猫娘が睨み合っていた。

　西洋の魔物と東洋の妖怪が、目の前で対峙している。ものすごい光景だ。

　憐れなのは、彼らの間に立って必死で両手を突っ張っている人間の警察官だ。

「お、落ち着いてください！　ケンカはだめですよぉ！」

　事務所横の堆く積まれていたポリ袋といい、この警察官といい、役に立つ立たないはさておき、魔都京都でも一応行政やインフラらしきものは存在している。

　もっとも、存在はしていても、この警察官は機能していないように見えるけれど。

「ふーん、人狼に猫娘か。──よう見ときや、絢十」

「へ？」

　冬乃は堂々と野次馬の間を歩き、円の外で立ち止まったままの僕を振り返る。

「へ？　じゃないやろ。行くで。あれを止めんのが、うちらの仕事や」

「はっ？　え？　観光事業ってさっき……」

　冬乃が小首を傾げて、コクっとうなずいた。

「一応観光事務所ってのはホンマやねんけど、入ったら二度と出られへんのに、魔都に観光に来るような人間がいると思う？」

　思わない……。なんでこんなことに気づかなかったんだ……。

　ここは魔都京都だ。ただの人間同士のケンカであるならば、いや、それであっても近づきたくなどないが、ましてや怪アヤシ同士のケンカに人間が首を突っ込むなど自殺行為だ。彼らの爪や牙は、ヒトにとっては立派な剣や刀も同然だから。

　娯楽を邪魔された野次馬の剣吞な視線が、冬乃のみならず僕にも絡みつく。

「なんじゃ、ワレ。おどりゃ、安全機構の新入りけ？」

　恐ろしく低い声。覗き込んでくる悪魔のような生物。悪魔型オリジナルだ。

　筋骨隆々のその全身は黒光りしていて、体毛はなく、背中に巨大な黒の翼を持っている。服は着ているが、今にもシャツが弾け飛びそうだ。

「あ、ぼ、僕は……その……」

　背筋に冷たい汗が伝った。猛獣の檻に入った気分だ。正直泣きたい。

　マジかよ、これ……。

　周囲の視線と舌打ちが怖い。稀にあることだが、怪アヤシがその気になって人体を破壊しようとした場合、大抵の人間は逃げることすら敵わない。それほどまでに、両者の肉体には力、速度、強靱さにおいて差がある。

「なんじゃい？　何をオドオドしとんなら、小僧？」

　言葉遣い怖っ！　ただでさえ姿もアレなのに！

「あーやーと！　野次馬とか放っといたらええて。早うおいで。特等席で見せたるわ」

　冬乃が振り返り、焦れたように僕を手招きしている。

「おう、呼んどんぞ小僧。鬼っこちゃんをあんま困らすなや」

「は、はははい」

　ヤバい、彼女から離れたら肉片にされそうだ。

「ま、待ってよ、冬乃さん！」

　僕はあわてて冬乃を追いかけ、そのうしろについた。

　目の前では、ただの人間と思われる警察官が、あからさまにそうではない二体の怪アヤシの間で押し合いされている。拳銃でも抜かない限り、人間はあまりに無力だ。

　体毛を逆立てて、猫娘が「フーッ」と牙を剝いた。

「さっさと払いなよ！　食い逃げなんてみっともない真似してないでさ！」

「あぁ？　てめえんとこの生臭え魚を、俺が食ったって証拠はあんのか？」

　対する人狼は、余裕の表情でニヤケている。

「だ、だめですって！　ケ、ケンカはやめましょうよ！　万事平和的に解決を──」

　足を縺れさせながらも、警察官はどうにか二体を接触させまいとして、半泣きで両腕を突っ張っている。見るからに弱々しい。

　そりゃそうだ。巨体の人狼はもちろん、あの小さな猫娘の爪だって、刃渡り十センチのナイフも同然。ちょいと首筋を引っかかれれば、それでお陀仏だ。

　うん。止めるなんて無理。

　無意識に唾液を飲み下す。先週、京に入って以来、今が最大のピンチだ。

　そんな僕らの様子には気づかず、小柄な猫娘は物怖じすることなく突っかかる。

「とぼっけんなっ！　あんたの口から、うちの魚の臭いがプンプンしてんだよ！　金もない貧乏人なら、惨めったらしく無様に生ゴミでも漁って食ってろバァ～カ！　この惨めな野良犬ぅ！　ゴミ漁りィ！」

　…………うぅ、なんだか身につまされる話をしている……。

　冬乃が口元を手で押さえて、「ぶふっ」と噴き出したのが一層虚しい。

「犬？　俺を犬だと？　猫ごときチビの下等生物が、その細え首筋を、この狼の牙で喰い破ってやろうかッ！　──ガアァァァッ!!」

　人狼の咆吼とともに、周囲の熱量が上がった。人狼の体毛がすべて逆立つ。

　吞み込まれそうなほどの威圧感。意識などしていないうちに、僕の足は震え出す。

　怖い、怖い、怖いです。

　この一週間、怪アヤシとの接触は可能な限り避けてきたけれど、これほどまでに恐ろしい生物だとは思ってもみなかった。生物としての本能が人狼を恐れている。

「ひ……っ……だ、だめですって！　そんなことをしたら、た、たた逮捕しますよ！」

　警察官が人狼に向き直り、両手を突き出して抑えようとしてはいるものの──。

「おらどけ、警察ぅ！　てめえの頭から嚙み砕くぞ！」

　人狼は警察官の腕を無造作につかみ上げ、あっさりと投げ捨てた。

「ひ、ぎゃあああぁぁ！」

　その悲鳴に、僕は息を吞む。

　ヒト一人が、五～六メートルはあろうかという高さまで投げ上げられたのだ。警察官は、錆びて放置されていた放置車両の屋根へと背中から勢いよく落ちた。

「～～っ!?」

　金属の拉ひしやげる凄まじい音が響き、放置車両が大きく沈み込み、車の硝子が割れて散乱する。野次馬から歓声がどっと湧いた。誰も彼に駆け寄るものはいない。

　モラル的にも、ここは僕の知る日本ではない。

「う、うう……、だから魔都の勤務だけは……嫌だったんだぁぁ……」

　警察官のうめき声が聞こえた。

　辛うじて生きているようだ。だけど、もし放置車両がなかったらと考えたら、果たしてどうだっただろうか。そもそも彼は、自身の左腕が珍妙な方向に曲がってしまっていることに気がついているのだろうか。

　これを止めるのが仕事だって……？　できるわけがない、僕はただの人間だぞ……。

「さて、邪魔者はいなくなったぜ、猫ォ？　次はおめえだ」

　人狼が凄んだ瞬間、猫娘の爪が一瞬で倍の長さにまで伸びた。もはや短刀だ。本物の猫のように背中を丸め、短い牙を剝き出しにして呻る。

「フ───ッ!!　やってみなッ、吠えるしかできない犬っころがッ！　クズ肉にして二束三文で売り飛ばしてやるよッ！」

「はーい、そこまで。この界隈でのケンカは御法度やでー」

　瞬間、何の緊張感も感じられない冬乃の声が周囲に響いた。今にも飛びかからんとしていた二体の怪アヤシが、ようやく僕らに殺気の籠もった視線を向けた。

「ああッ!?」

「なにさっ!?」

　周囲に無作為に振りまかれていた威圧感が急激に自分にのしかかり、季節は完全に冬だというのに、冷や汗が止まらない。

　うう……逃げたい……。……もう顔覚えられちゃっただろうけど……。

「なんだてめえら？　すっっっこんでろッ、ニンゲンッ！」

「なんや～？　おまえ、うちのこと知らんのか。京都多種族安全機構や。邪魔するでー」

　凄む人狼とは対照的に、なぜか猫娘は目を丸くして引き攣つった笑みを浮かべた。

　だけど何より奇妙なのは、この二体の怪アヤシに囲まれて落ち着き払っている人間、日向冬乃だ。

「うえ……っ、お、鬼っこちゃん……。……こ、これはそのぉ～、別にケンカとかじゃ……」

「久しぶりやなあ、魚屋。ええてええて。こいつが悪いんやろ？　大体の事情は聞いててわかったわ。あんたが今さら、うちに対して噓つくわけもないしなあ？」

　冬乃が人狼を指さすと、猫娘がガクガクと首を縦に動かした。

「に、にゃあ……もも、もちろんですにゃあ……」

　なぜか半分猫語になっている。

　なぜ？

　日向冬乃は、どう見ても人間にしか見えない。多少力が強かったとしても、たとえプロの格闘家であったとしても、人間が怪アヤシに太刀打ちできるわけがない。

「ほんで、そっちの人狼は新顔か？　ここらじゃ見たことあれへんな。この界隈で安全機構に逆らおうとするあたり、神樹から出てきたばっかりのひよっ子か？」

　冬乃の問いかけを無視して人狼が牙を剝き、脅すように顔を近づけてきた。

「いきなり出てきて何を仕切ってやがる、ニンゲン」

　僕がその生臭い息に顔を背けた瞬間、冬乃はけたたましい笑い声をあげた。

「あっははははははははっ！　うちがニンゲンやって！　今の聞いた、絢十？　そう見えるらしいわ！　アホの子っちゅーんは、おもろいなあ！」

「ちょ、ちょっと、冬乃さ──」

　人狼が不快そうに、生臭い口で吐き捨てる。

「てめえも、あの警官と同じ目に遭わせてやろうか」

　冬乃は人狼とは視線を合わせず、笑い声を潜めて挑発的に呟く。

「あは、ふふ。へ～え？　試してみたら？」
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　一瞬、きょとんとした人狼から、一切の表情が消えた。対する冬乃はようやく視線を合わせて、例の生ゴミ以下の何かを見るかのような視線で笑みを浮かべる。

「ぶん投げるんやろ？　おもろいやん。ほら、抵抗せえへんで？　やってみい。その代わり、でけへんかったら、おとなしくうちの言うこと聞きや」

　事ここに至って、ようやく正気を取り戻した僕は、あわてて冬乃の口を掌で塞いだ。

「ちょ、ちょっと冬乃さん、何言ってんだよ。──い、今のは彼女なりの冗談ですから」

　いくら彼女が並外れた怪力の持ち主だといっても、そもそも人狼と人間では生物としての基盤が違いすぎる。

　僕は人狼と冬乃の間に身を入れて冬乃の肩を押し、どうにか下がらせようとするが、冬乃は頑として動かない。

　あの警察官はたまたま放置車両の上に落ちたからよかったものの、こんなやつにぶん投げられたら、ほとんどの生物は即死だ。

　冬乃は僕の手を払い除けると、わざわざ人狼を指さして笑顔で言った。

「どうってことないって。ヒョロッヒョロのガキンチョやん。痩せ狼ゆーやっちゃ。うち、この倍のサイズの人狼も見たことあるで」

　冗談キツい。この人狼の腕回りは、冬乃の腰などよりよほど太い。

　冬乃はさらに罵倒する。

「早うせえや、ワン公！　非力な人間相手に粋がって、安機にナメた口利くようなボケには、この街の怪アヤシのルールってもんを叩き込んだるわ！」

　あわわわわ──な、な、なんで挑発するの!?

　人狼の表情が憤怒に変わった直後、どうにか冬乃を退かせようとして人狼と彼女の間に立っていたはずの僕は、銀色の豪腕によって薙ぎ払われていた。

「絢十！」

　頰に痛みがきたのは、吹っ飛んでいる最中だ。そのあと、背中から落ちてアスファルトを勢いよく転がり、全身がばらばらになったかのような衝撃を受けながら、野次馬の足にあたってようやく止まった。

　あ……れ……？　い……今……何が……？

「絢十、大丈夫か!?」

　歪んだ視界の中で、人狼に背を向けてこっちを振り返ろうとした冬乃の頭部を、毛むくじゃらの豪腕が無造作につかむ。

「きゃっ」

　バカ、僕の心配なんてしてる場合じゃないだろ！

　冬乃の肉体は狼男の肉体の半分程度の大きさしかない。誰もが考えるだろう。少女の身体はあっさりと持ち上げられ、アスファルトに叩きつけられる、と。

「く……」

　僕は両手をアスファルトに突っ張って、痛む全身でどうにか膝を立てる。けれど、景色が歪んでいてうまく立ち上がれない。

　しかし──。

　その奇妙な様子に、僕は眉根を寄せていた。

　動かない。頭部をつかまれたまま、冬乃の両足はアスファルトに吸いついているかのように微動だにしていなかったのだ。

　人狼の表情が歪む。

「ぬ……ぐぎ……？　く……っ、……ど、どうなってやがんだ、てめ……!?」

　全力で力を振り絞っているように見えるのに、冬乃の肉体を一ミリずらすことすらできていない。

　頭を振って立ち上がりながら、無意識に、僕は口から言葉を洩らしていた。

「た、体重が異常に重い!?」

　その瞬間、豪腕に頭部をつかまれたまま、冬乃が首をギギギとこちらに向けた。少女が般若はんにやの形相で唇を動かす。

「……おまえ、わりとマジで殺すぞ……。両足でアスファルトつかんどるだけや！　うちの体重は林檎一個分や！」

「スミマセン」

　謝った。謝るしかない。もはや目の前の光景は、理解の範囲外だ。

「ぐ……、ふざけるなッ!!」

　それは生物的上位種としての矜持だったのだろうか。

　人狼が牙を剝き、丸太のような腕を持ち上げて冬乃の側頭部へと薙ぎ払った。

「冬──！」

　およそ生物の肉体から発せられたものとは思えぬほどの、肉の弾ける轟音が鳴り響き、冬乃の赤髪がパッと舞う。

　人狼の瞳が見開かれ、僕は我が目を疑った。

「な──ッ!?」

　なぜなら豪腕に打ちつけられたはずの日向冬乃は、吹っ飛ばされるどころか最初の位置から一歩も動くことなく、その透き通るような赤い瞳で平然と人狼を睨み上げていたのだから。吞気に、乱れた赤髪に手櫛なんかを入れながら。

　あ、あり得ない……。

「さて、と」

　直後、冬乃が右足を軽く持ち上げて、アスファルトへと叩き下ろす。ただそれだけだ。

　しかしその瞬間、轟音を伴う震動と同時に冬乃の足元からは四方八方に亀裂が走った。人狼と冬乃の身体がわずかに沈む。

「うおっ!?　──な……なな……」

　人狼が思わず冬乃から視線を外し、後退った。その表情は、あきらかに先ほどまでとは違っていた。目を見開き大口を開け、混乱しているのが見て取れる。

　冬乃はコートのポケットに両手を入れたまま、平然と人狼との距離を詰めてゆく。

「ちゃんと払えや」

「あ、ああ？」

　察しの悪さに舌打ちをした冬乃が、再び右足を持ち上げて地面を踏んだ。

　大地が上下し、アスファルトの亀裂が一層広がる。

　人狼の全身がビクっと震えた。先ほどまでとは別の意味で、体毛が逆立っている。

「あんたが魚屋の魚、食うたんやろ。賭はうちの勝ちや。そやから払え言うてんねん」

「は、はい！　そそそそれはもうあの……でも、へへ……俺、金持ってなくて……」

　冬乃が右足を持ち上げて、さらに地面を踏む。

　大地が上下して、僕と人狼、そして野次馬たち全員の身体がわずかに浮いて落ちた。亀裂の入っていたアスファルトが、めくれ上がって砕け散る。

　……理解できない。どうやら僕の頭は、思考することを放棄してしまったようだ。

　もはやこの場で、言葉を発するものは誰もいない。冬乃を除いて。

「何をヘラヘラ笑ってんの。お金ないんやったら、あんたのその立派な生皮剝いで売ったってもええんやで？　そういう暴力的なん嫌やろ？　うちも野蛮なことしたないねん」

　かつて、これほど説得力のない説得があっただろうか。これじゃただの脅迫だ。

「は、はははい。で、でではどうしたら……？」

　ゴッと音が響き、またしても冬乃の一踏みで地盤が沈下する。

「働くしかないわなあ。あの魚屋の猫かて、自分で鴨川から魚獲って売っとんねんで？　猫って水嫌いやのに、あいつは頑張っとんねん。──な、魚屋？」

　いつの間に始めたのか、両手で抱えていた箱に、野次馬から大量にお札を集めていた猫娘が振り返った。

「にゃ？」

「おまえ、何やっとんねん……」

「……ワンコが鬼っこちゃんを動かせるかどうかの賭をですにゃ……。一口千円から……」

　逞たくましい。凄まじい生活力だ。

　あからさまに舌打ちをして、冬乃が人狼に視線を戻した。

「見てみい。あいつも、ああやって真面目に生きとんねん！」

　いや、その理論には無理がある。違法賭博の元締めは、仕事ではない。

「とにかく！　金が稼げんかったら、物々交換でもええと思うで。──な、魚屋？」

「もももちろん！　うちは人間、怪アヤシ問わず、市民に優しい優良企業ですからにゃ！」

　なぜか敬礼している猫娘。

「それになあ、ケンカって、やったらアカンことやんか？　警察ポリさんにまで迷惑かけてからに。見てみい、警察やのに大の大人がまだ泣いとるやないの。腕も変な方向に曲がってもうとるし。謝って？」

「あ、あ、はい！　わ、わわ悪いことをしたなと、今は深く反省しています！」

「うちに謝ってどないすんねん、ボケェッ!!　考える脳みそないんやったら、その飾りみたいなドタマ踏み潰したろかィッ!!」

　……あの地面破壊のあとでは、恐ろしい恫喝だ。

　人狼が「ひっ」と息を吞んで、あわてて放置車両の屋根で腰砕けになっていた警察官の前で土下座した。

「投げ飛ばして、すんません！　も、もう二度としません！　──というわけで、俺はもうこのへんで～……」

「待たんかい。うちの相方も、あんたにどつかれとんねん」

　あ、ぼ、僕？

　もはや二足歩行すら忘れ、人狼が大急ぎでこっちに駆け寄ってきた。そして両膝と両手をついて、頭を地面にこすりつける。

「つ、ついカッとなってやってしまいました！　すんません！」

「う、うん……」

「じゃ、じゃあ、もう帰りますね」

　立ち上がり、野次馬の流れに乗って自分も立ち去ろうとした人狼の態度に、冬乃が再び右足を上げた。直後、先ほどまでとは比べものにならないほどの震動が響き渡り、付近一帯のビルがわずかに揺れた。

　人狼は立ち止まり、猫娘は髭まで逆立て、警察官は袖で涙を拭う。

「終わったらこっち戻って来んかィ！」

「はぁ～い、ただいま戻りまぁ～す」

　立派な尾を丸めてヘコヘコと頭を下げながら戻ってきた人狼をジェスチャーだけでその場に座らせ、冬乃は視線の高さを合わせてから半眼になって睨む。

「もう一回同じことしたら、今度はタマというタマをかち割るで。アタマァ～、メダマァ～、ほんで最終的には～？」

　壊れた電池式の玩具のように、人狼が首をガクガクと縦に振った。前足で股間を押さえながら。

「……あ、あんた……何……者……？」

　冬乃が片手を腰にあて、もう片方の手の親指で、自らをビシっと指さす。

「京都多種族安全機構所属、赤鬼の日向冬乃や。この名前、よ～ぉ覚えときや？　この界隈で安機に逆らうっちゅーことが、どういうことか」

「お、お、鬼？　冬乃さん、鬼の怪アヤシだったの……？」

　偶然、僕と人狼の言葉がぴったりと重なった。冬乃が僕を振り返って、首を傾げた。

「さっき言うたやん。みんなからは鬼っこって呼ばれてるでって」

　鬼って性格のことじゃなかったのねっ!?

　ほんの一瞬、冬乃が半眼になって僕を睨みつけてきた。

「……おい、あんた今、失礼なこと考えんかったか？」

「め、めめめっそーもございません！」

　僕は必死で顔を左右に振った。一瞬にして汗が引いた瞬間だった。

「一応言うとくけど、ただの鬼ちゃうで。鬼神って言われる神格の種族や。半分ほど人間混ざっとるけど、神様でもあんねんからな？　あんまり罰当たりなこと考えたらアカンよ？」

　神格。最上位の怪アヤシの言葉に、僕と人狼は同時に白目を剝いた。

　冬乃が、その唇を狼の耳へと近づける。そうして、そよ風にさえ搔き消されそうなほどの小さな声で囁ささやいた。

「よし、ほなそろそろ罰の時間や」

「へひ!?　あ、謝ればゆるしてくれるんじゃないのかよ!?」

　逃げだそうとした人狼の頭髪をむんずとつかみ、冬乃が最高の笑みを浮かべた。

「こらこら、何言うてんの。多少なりとも償わせな、同じこと繰り返すドアホが多すぎるからな。罪には罰を、や」

　それって俗に言うところの、見せしめ、というものではないだろうか。

「よっしゃ、魚屋、おまえも来い。うちのこと肴にしてギャンブルした罰や」

「にゃ!?　あ、あたしも!?」

　猫娘の魚屋がびくっと震え、お札の入った箱を取り落とした。

　恐る恐る振り返ったその顔からは、玉のような汗が滴っている。

「喧嘩両成敗。うちが来んかったら、おまえ、本気でこのワンコをずたずたにしてたやろ。人狼がなんぼ怪力やいうても、おまえくらい年季の入った猫ねこ人びとには爪も牙もあたらんやろうしな。仕事は大事やけど、お金のために他の怪アヤシや人間を傷つけたらあかんよ」

　それが真実なら、冬乃は猫娘ではなく、本当は人狼のほうを救ったということだろうか。

「にゃあ～……」

　──数分後。

　縛られた二体の怪アヤシが七条大橋から仲よく逆さ吊りにされていた。遥か眼下の鴨川は、今日も太陽を反射させながら穏やかに流れている。

「よしっと。ほな、一時間ほどで引き上げに来たるから。これからどうするか、ちゃんと二体で話し合いや。喧嘩してたら次はロープ切るからな」

　それはやめてあげて！

　両手をぱちぱちと叩いて、冬乃が事務所へと向けて引き上げていった。

　すっかり争う意欲を失ったらしい二体が、ぶらぶら風に揺れるロープで絡まり合いながら悲しげに嘆く。

「……くぅ～ん……」

「……にゃ～ん……」

　僕はそんな彼らを眺めながら考えていた。

　京都多種族安全機構。まったくもって安全ではない。看板に偽りアリだ。

　このバイトは辞めよう……。
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　ああ、ああ、赤鬼だなんて正直に名乗るんじゃなかった。

　やっぱりわたし、怖がられてる。

　事務所に帰ってきてからというもの、絢十はソファに座って不動のままで、完全に固まってしまった。余計なひと言はもちろん、口さえ開かないもの。

　いつこの仕事を辞めるって言い出そうか、タイミングを計るのに必死になっている顔だ。

　嫌。だめ、それは困る。やっと逢えたのだから。

「絢十。えっと、お茶飲む？」

　絢十がねじ切れんばかりに首を左右に振った。

「い、いや、僕は……その……えっと、やっぱり──」

　言わせない！

「あ～っと！　珈コー琲ヒーのほうがよかった!?　紅茶もあるし、ジュースも牛乳もカルキ入り水道水もあるで！」

「いや、そんなことより──」

　言わせない！

「知ってる？　スポドリに牛乳混ぜたらカルピスになんねんで！　味だけ！　乳酸菌おるんか知らんけど！」

「知ら──」

　絶対、言わせない！

「あと、関係あれへんけどホットカルピスな！　あれってどう思う!?　熱湯で乳酸菌皆殺しにしてから飲んでるわけやし、意味あれへんと思わんっ!?　乳酸菌らの悲鳴が聞こえてくるようやわ！　ムゴいわぁ！」

「…………何言ってんの、冬乃さん？」

　自分でもわかりません。

「だからうちはいつもぬるま湯で作るねん！　飲む？　ほら、できた！　もうできたで！　はい、どうぞ！」

　うわあ、あからさまにドン引きしてる顔だ。

　それでも絢十は手を伸ばして、わたしの作ったヌルいホットカルピスのマグカップを受け取ってくれた。

　両手で受け取り、温度を確かめるように顔を近づけてから、そのまま一口。

　こ、こいつ、飲み方が可愛い。発情してしまいそう。

「乳酸菌は死骸であっても、残った乳酸と乳糖が腸内善玉菌を増やす手助けをしてくれるんだよ。だから、完全に効果がなくなるわけじゃないよ」

「あ、そーなんや。絢十は物知りやなあ」

「キミよりは年上だからね」

「うちの年齢知ってんの？」

「十代後半くらいじゃないの？　高校生ってところかな」

　しばし考えたあと、わたしは誤魔化すことにした。

「まあ、そんなとこかな。京都やし、高校は存在してへんけど」

　しばらく、二人してホットカルピスを飲む。会話が途切れてしまった。

　このままじゃだめ。言われてしまう。

　やがて飲み干したマグカップを、絢十が硝子テーブルに静かに置いた。ゆっくり顔が上がってゆく。

「あのさ、僕考えたんだけど、やっぱりこのバイトは──って何してんの？」

　だめ、だめ、だめー！　聞かない、絶対聞かない！

　目を閉じて耳を塞いで無意味に叫び声をあげようとしたまさにその瞬間、事務所のドアがガチャリと音を立てて開いた。

「──んあれ？　鍵が……。なんだ鬼っこ、おめえ、まだ帰ってなかったのかよ」

　まるで一昔前の探偵。長い黒のコートに紳士的に見えるハット。長身を少し屈めて事務所に入ってきた痩身の中年男性は、右手でハットを取りながら絢十に視線を向けて、伸びた無精髭を指先で擦った。

「ふむ……」

「か、課長！　ナイッスタイミング！」

　いけない、心の声が口から出てしまった。

　絢十は呆気に取られた表情で、突然入室してきた京都多種族安全機構最高責任者、暁時人あかつきときひとを見上げている。本来は社長のはずなのだけれど、なぜかわたしは彼に課長と呼ばされている。その理由は、今以いまもつて謎だ。

「あ？　なにがだよ。またなんかあったのか？　ったく、勘弁してくれよ。おまえさんと違って、こちとらただの人間だ。これ以上忙しいと、ほんとに過労死しちまうぜ」

　あいかわらず無精髭を擦りながら、眠そうな瞳をこっちに向ける課長。見るからに疲れ切った顔をしている。目の下の隈の濃さは絶好調、明日にはパンダになりそう。

「バイト！　ほら、念願のバイト雇っといたで、課長！」

　課長の表情が一瞬凍った。直後、渋い表情のままわずかに口元に笑みを浮かべた。それも、とびきり悪い笑みだ。

「ほう。よくやった、鬼っこ。今年一番の仕事じゃねえか」

　これが今年一番だなんて、なんて虚しい仕事なの。でも、これで味方が一人増えた。

「あ、あの、そのことなんですけど！」

　突然の大声に、わたしと課長の視線が同時に絢十へと向けられた。

「申し訳ありません。僕はただの人間だから、やっぱりこの仕事はできそうになくて。できれば何か危険のない仕事を紹介してもらえたらなって……その……すみません……！」

　数秒間の沈黙。

「弱ったねェ。うちも忙しくて、化け猫の手でも借りてぇくらいだったんだが」

「すみません……」

　両膝から力が抜けてしまったわたしは、力なくソファにお尻を落とした。

　仕方がない。両手の指先を組み、深呼吸をして冷静に考える。

　うん。大丈夫。毎日一緒にいられなくたって、一番近くで守ってあげられなかったとしても、お互いに連絡を取り合ったりはできるもの。大丈夫。だから絢十には、なるべくこの近くの職場を探してあげよう。

　わたしには、この人を守らなければならない理由がある。夏奈深雪の分まで。

　胸が締めつけられるように苦しい。

　また新しい携帯電話を買って、関係をやり直せばいい。今度は夏奈深雪ではなく、ちゃんと日向冬乃として。

　彼が追い求めてきた夏奈深雪は、もうこの世界のどこにもいないのだから……。

　そんなことを考えたわたしが口を開こうとした瞬間、大きな掌がわたしの肩に乗せられた。課長だ。

「ところでよぉ、うちのゴミ置き場が何やらグチャグチャになってたんだが、おまえさんの服は、ずいぶんとまた汚れてるねェ」

　え？

「あ、す、すみませ、お腹が空いてどうしようもなくて！」

　絢十が大慌てで頭を下げる。顔が真っ赤だ。

　対する暁時人は、どこから取り出したのか折れたシケモクを口に咥え、オイルライターで小気味よい音を響かせて火を灯した。

　紫煙が、ゆらゆらと立ち昇る。

「弱ったねェ。知ってるか、坊主。ゴミ漁りは立派な犯罪だ」

　課長の目つきが鋭さを増し、声が低く冷たく、ゆっくりと沈み込んでゆく。ただの人間のくせに、こういうときの課長は、赤鬼であるわたしですら恐ろしく感じられてしまう。

「行政がすでに半分死んじまってるとはいえ、最近は安機が全部手柄取っちまってるから、警察のメンツも立たねえ。ちょうどいい。おまえさんがうちの人間じゃねえってえなら、やつらに通報して引き渡してやるか」

　ヒドい。ヒドいというか、卑怯だ。

　赤くなっていた絢十の顔色が、一瞬にして血の気を失い、青ざめてゆく。

「そ、そんな。僕はそんなつもりじゃ──」

　口元だけに笑みを貼りつけた課長の声が、低く、低く、不気味に響く。

「確か、刑法何条だったか。鬼っこ」

「刑法第二五四条、遺失物等横領罪。一年以下の懲役または十万円以下の罰金──」

　わたしが呟き終わるよりも早く、絢十がやぶれかぶれといった具合に叫び声をあげた。

「チ、チクショォ───────！　やりまぁす！　やらせていただきまぁす！　一条絢十と申しますぅぅ！　明日からよろしくお願いしますぅぅぅ！」

　課長が自らの椅子に腰を下ろし、長い足を組んで紫煙をくゆらせた。

「ハッハッハ、アホ抜かせ。今日からだ」

「今日からよろしくお願いしますぅぅ！」

「はいよ。とりあえず今日起こった事件のファイル整理から頼むわ」

「はい！　喜んでえええぇぇぇ……」

　なんか……ごめんね……。

　そうは思いつつも、わたしは頰が弛ゆるみそうになるのを必死で堪えた。




◇　　　　　　　　　　◇




　人狼の牙が僕の肩口に喰い込み、骨ごと肉を喰い千切る──！

「わあっ!!」

　たったの一日。いや、一晩か。すっかり座り慣れたソファで毛布を跳ね上げ、僕は身を起こした。冬だというのに、凄まじい量の寝汗をかいている。

「ゆ、夢か……」

　心臓が痛いくらいに鼓動を刻んでいた。

　窓の外からは、歪んだ鳥類の鳴き声がしている。窓を開けて景色を眺めれば、目の前を鴨川が流れ、旧京都駅の方面には神樹が悠然と聳え立っていた。

　住み慣れた東京ではない。紛うことなき魔都京都だ。昨夜の出来事が夢ではなかったことを思い出し、僕は頭を抱え込む。

「どうしてこんなことに……」

　この街で暗黙のうちに定められた〝人間〟のルールは三つ。

　その一。曰く、深夜に外を出歩くな。

　夜勤や残業がありそうだから不可能だ。むしろその時間帯がメインかもしれない。

　その二。曰く、怪アヤシとは関わるな。

　この街で厄介事を起こすのは大体が怪アヤシであり、この事務所は厄介事を収めるのを仕事としているらしいから不可能だ。

　その三。曰く、それがヒトであったとしても、他者に手を差し伸べるな。

　怪アヤシが引き起こした事件の被害者は大体が人間だから、これも不可能だ。

　ものの見事に全滅。役満ってやつだ。

「ま、くよくよしててもしょうがないか」

　両手で頰を挟むように叩き、立ち上がる。

　僕は生来、吞気なほうだと自覚している。いつも心のどこかで、どんなことがあってもどうにかなるものだと思っているから。

　スマホを取り出してメールチェックをする。

「──!?　あっ」





　FROM:夏奈深雪

　おはよう、絢十さん。もう、京に着いている頃でしょうか。もしもそうなら、昨夜は空を見上げましたか？　満点の星空が、とても綺麗な夜でした。同じ空を見上げてくれていたら、少し嬉しいです。それと、一週間も返事が出せず、心配をかけてしまってごめんなさい。携帯電話が壊れてしまい、カーテンの外に発注していました。だから届くのが遅くなってしまったの。これが新しい携帯電話での最初のメールです。けれどこの一週間で、わたしはとある病気に罹かかってしまったようです。お医者様の診断では、怪アヤシの撒き散らした瘴気が原因らしいのですが。しばらくは逢えそうにありません。どうか絢十さんもお体に気をつけてくださいね。それでは、また。

──ナツユキ拝






「瘴気って何だろう？　医者って書いてあるから病気か？　もしかして、それもあってメールが遅れてたのかな」

　ナツユキ、大丈夫なのかな。あとで冬乃に聞いてみよう。

　僕は早速メールの返事を送り、彼女が無事だったという安堵で、ぐったりとソファにもたれかかった。だけど、不思議と活力が湧いてきた。

「よしっ、今日も頑張るぞっ」

　無人の事務所を出てひび割れた階段を上がり、自分に宛がわれた部屋の扉を開けた。事務所で眠っていたのは、ここにはまだベッドも布団もなかったからだ。明日には課長が手配してくれる算段になっている。

　洗面所で顔を洗い、東京から持ってきた服に袖を通す。ちなみに昨日着ていたものは、昨夜のうちに洗濯して屋上に干しておいた。

　冷蔵庫を開ける。電気コードはまだ挿していないし、当然ながら何も入っていない。

「う～ん、お腹空いたなぁ」

　ちょっと怖いけれど、露店で買い食いをしようにも財布の中はカラッポだ。給料日っていつだろう。

「邪魔するでー」

「わあっ!?」

　耳元に吐息がかかるような距離で聞こえた声に驚いて肩を跳ね上げると、うしろには日向冬乃が立っていた。

　赤鬼の怪アヤシ。重機並みの怪力の持ち主だが、とてもそうは見えない。肌は白く華奢で、声は透き通るように綺麗で、優しげな切れ長の瞳は少しだけ細められていて。

　その距離があまりに近いものだから、僕は急に照れ臭くなって冷蔵庫に背中を預けた。

　溶岩のように輝く赤い髪を少し揺らして、冬乃が小首を傾げた。

「ん？　どしたん？」

「え、あ、いきなりだったから」

　冬乃がにっこり呟く。

「いややわぁ、水くさい。うちら、今さらそんな関係とちゃうやん」

　その言葉に僕が眉をひそめると、冬乃はハッと気づいたかのように、わたわたと手を前にして振った。

「ちゃう、ちゃうちゃう。そういう意味とちゃうから勘違いせんとってや。なんや、ほら、あの～……戦友？」

「昨日の僕は、ぶん殴られて無様に吹っ飛んだだけだし……」

　まだ殴られた肩口がジンジンと痛い。だから嫌な夢を見たんだ。派手にぶっ飛んだわりには、骨に異常はなさそうだけれど。殴られたというよりも、押しのけられたのかもしれない。

「わああっ、ごめんごめんて！　そんな泣きそうな顔せんとって！　ほら、ほら、おむすび握ってきたから！」

　見れば、彼女の手には小さなバスケットが提げられていた。

「うわっ、冬乃さんマジ天使……」

　冬乃の顔がパッと輝いた。

「せやろ～!?　ほら、座って座って！」

　冬乃はそれを床ゆかに置いて、ぺたりとその場に腰を下ろし、僕に手招きをした。

　床に置いたのは、この部屋にはテーブルも椅子もないからだろう。ハイキングみたいで、ちょっと楽しいかもしれない。

　僕は彼女の向かいに腰を下ろし、胡座をかいた。

「食べよ、な？　ほら、絢十の好きなおかかやで」

　冬乃が二つのおむすびのうち、一つを僕に差し出してくれた。僕はそれを受け取りながら、違和感に気づく。

「……あれ？　どうして僕がおかか好きって知ってるの？」

　ほんの一瞬だけ冬乃の動きが止まり、次の瞬間には苦笑いで口を開く。

「あんた、昨日ゴミ袋の中漁ってたとき、真っ先に鰹節に手伸ばしてたやん。これはまるで高級なお吸い物のアドリア海や～、とか、危ない目ぇしてブツクサ妄言吐きながら」

　そこまで言ってない。断じて。

「うぅ、もう忘れてください、冬乃さん」

「はーい。忘れま～すっ」

　邪気のない笑顔で元気に返事をして、冬乃はおいしそうにおむすびを口に入れた。なんだか彼女、凄く楽しそうだ。彼氏とか友達、いないのかな。

「あ、そうや。絢十って二十歳やんな？」

「うん。東京では大学に行ってた。今は休学中だけど」

「そっか。もうちょい若く見えるけどな」

「あはは、ガキっぽいって、よく言われる」

「うち、絢十より年下やから、敬称略でええよ」

　やっぱりそうか。若く見えていたから、成人はしていないと思っていたけれど、社会人として働いていたから万が一とも思っていた。考えてみれば京にはもう学校なんて存在しないのだから、十代から働くのはあたりまえなのかもしれない。

「うん。わかった」

　そう言っておむすびに歯を立てた瞬間、その凄まじい嚙み応えに驚く。米が立っているとか、弾力があるとか、コシがあるとか、アルデンテでしたとか、そういった食物レベルの感想ではない。

　硬い。まるでゴムボールだ。嫌がらせか。

　よく見れば、米の一粒一粒が全部潰れてしまっていて、餅状になっていた。

　啞然として、おむすびを眺める僕に、冬乃がハッと気づいたかのように口を開け、一瞬にして茹で上がったロブスターのような顔色になった。

「ご、ごめん！　硬かった？　うち、いつものクセで鬼の力で握ってしもた……」

　なるほど。納得した。拳大の大きさではあるが、怪力で圧縮されすぎて鈍器化したというわけらしい。

「ち、ちなみに、これ一つで何合あるの？」

「二合半か三合くらい……」

　おおう……。

　恥ずかしそうに声を消し、うつむく冬乃。なんだか少し可愛らしく見えてしまって、僕は意を決して手の中のおむすびに歯を立てた。

　もがぁあ。

　まるでマンガ肉でも食い千切るかのように、弾力あるおむすびを嚙み切り、吞み込む。

「あ、絢十、無理せんでええから残して」

　一口で、もうそこそこ腹は膨れた。けれど、二口、三口と食べ進め、ついには食べきる。

　おむすび一つとは思えないくらい満腹だ。胃袋が真冬の花火大会を開催したがっている。

「……ぐふ、ごちそうさま。おいしかったよ」

　格好をつけたわけじゃない。これは噓偽りない気持ちだ。

　一週間の空腹に比べれば、好物のおかかのおむすびだ。ちょっとくらい量が多いからって、どうってことない。ましてや冬乃のような美少女が握ってくれたと考えると、まさに据え膳食わぬは男の恥だろう。

「あ、ありがとう」

　失敗した羞恥のためか、冬乃が顔を真っ赤に染めて小さく呟く。

「こっちこそ、ありがとう！　お腹減ってたんだよ！」

「う、うん……」

　少し惚けた表情で、冬乃は素直にうなずいた。こうして見ていると、とても昨日と同一人物の赤鬼には見えない。

　こんなことを考えるとナツユキには悪いけれど、冬乃はとても綺麗な容姿なのに、中身や仕草は可愛らしい。部分的には怖いけれど。いや、全体的に怖くて部分的に可愛い、が正しいか。割合は八対二だ。どうでもいいか。

「あ、そうだ、ちょっと訊いてもいいかな？」

「あ、うん、なんでも訊いて。教えられることやったら、教えるから」

「今日、ナツユキ……じゃない、夏奈深雪からメールが来てたんだけど、その中に知らない言葉があってさ」

　一瞬、冬乃が視線を逸らした。僕は構わず続ける。

「瘴気ってなにか知ってる？」

「一部の上位の怪アヤシが放つ、悪い空気のことや。人間でいうところの、特効薬のないウィルスに近いもんかな。そういうふうに空間ごと持っていくようなバケモノが、ごく稀に京に顕現するんよ。夏奈深雪、瘴気にやられたん？」

「うん、そうみたいだ。だからしばらく逢えないって。大丈夫かな？」

　冬乃が何かを考える素振りを見せて、視線を上げた。

「怪アヤシの種族にもよるけど、放っといたら二十四時間で死に至るようなんもあるで」

「え……」

　息を吞む僕に、あわてて冬乃が続けた。

「あ、メール来たんやったら、それは心配ないよ。その瘴気の場合は、感染と同時に仮死状態になるから。その他の瘴気なら、若くて体力さえあれば対症療法で乗り切れると思う。だから、そんなに危険なもんとちゃうよ。せいぜい吐き気が止まらんとか、全身が痺れるとか、そんな程度。ただ、感染者に接触したら伝染してしまう種類もあるから、気ぃつけなあかんけど」

　僕は胸を撫で下ろす。今のところ、ナツユキに危険はなさそうだ。

　十年ぶりだから一刻も早く逢いたかったけれど、これじゃ仕方がないか。

「まあ、長引くことは多いけど大丈夫や」

「そっか。ありがとう」

　まっすぐな視線で礼を言うと、冬乃はまた照れたように頰を搔きながら視線を逸らした。

「……どういたしまして。ほんで、こっちも一つだけ訊かせてもろてもええかな？」

　僕はうなずく。

「僕にこたえられることなら。ここに来て一週間だから、そう多くはないと思うけど」

[image: ]

　冬乃が口を開き、言葉を出さないまま閉ざした。頰を赤く染め、視線を逸らす。数秒後、意を決したようにもう一度口を開けた。

「……絢十はさ、夏奈深雪のこと好きなん……？」

　うつむき、上目遣いになって尋ねられた言葉に、僕は一瞬脳内が真っ白になった。

「はえ？」

「いや、その……言葉通りの質問やねんけど……異性として……」

　彼女は、なんだか両手をわたわたと振ってから長い赤髪をつかんで、それを顔の前に持ってきて必死で表情を隠そうとしている。なんか可愛い。

「い、嫌やったら別にこたえんでもええんよ。二人のことは、うちには関係ないし。ただの純然たる興味。そう、ただの興味やから」

　別に知られて困るようなことじゃない。

「ナツユキはさ、親が決めた許嫁いいなずけだったんだ。ていっても、もともと僕らの関係にそんなことはまったくどうでもいいことだったけど。男とか女とかを意識し始めるより前、物心ついた頃には、もう手を繫いで遊んでいたから」

　言葉にすると、今でも思い出せてしまう。

「あいつ、鈍くさいやつでさ、何をするにもみんなから一歩遅れるような子だった。だから僕が手を放すと不安になるのか、凄く寂しそうな顔をするんだよ。友達とやる隠れんぼや鬼ごっこでさえ僕についてくるから、ずいぶん不利な思いをしたな」

「ええ？　それで手ぇ放したん？」

「そんなことじゃ放さないよ」

　そんなことじゃあ、なかった。

　冬乃が少し瞳を細めて僕を指さし、悪戯な笑みを浮かべた。

「まるで絢十が頼りになるみたいに聞こえるわー」

「う……。ま、まあ確かに、京の街じゃ何にもできそうにないけどさ」

「あはは、噓噓。いちいちヘコみな、鬱陶しいから」

　関西人ってのは、語尾に文句をつける習性でもあるんだろうか。

「そやけど、許嫁って今どき珍しいな」

「ナツユキの家はさ、なぜか母親しかいなかったんだよ。理由は知らないけど。だからうちの両親が、僕をナツユキに近づけることで、彼女とそのお母さんの支えになるつもりだって言ってた。いつか、ナツユキや彼女の母親が困らないようにって」

「……ごめん。失礼なこと言うてしまうけど、それ、あんたと夏奈深雪が異母兄妹ってことはないの？」

　正直、疑ったことはある。けれど僕は、首を左右に振った。

「僕とナツユキが異母兄妹じゃないのは、うちの母親が証明してる。詳しくは話してくれなかったけど、ナツユキの母親は生まれたばかりのナツユキを連れて、何かから逃げてきたらしいんだ」

　冬乃が首を傾げた。

「それが何かわかったのは、彼女が十歳になったくらいだったかな。ナツユキが政府によって〝京流し〟されたんだ」

　京流し。手に負えない怪アヤシを隔離するための、現代に蘇った流刑。ナツユキは、半分人間じゃなかったということだ。

「僕は流刑が決まった夜に、ナツユキを連れて逃げた。でもしょせんは子供のする家出だ。あっという間に大人に捕まって、どうしようもなくなって、繫いでいた手を引き剝がされてしまったんだ」

　手を、放してしまった。今でも夢に見る。その瞬間の、彼女の寂しげな表情を。強い力で引き剝がされてゆく手。最後まで触れていたのは、小指だ。

「もう十年も前のことなのに、鮮明に思い出せるんだ。頭に焼きついて離れない」

　そうして僕の手は、繫ぐものを失った。

「以来、彼女には逢っていない。京に流されてしまったから。メールのやりとりが始まったのは、それからしばらくしてのことだよ」

　冬乃がゆっくりと目を見開く。

「ちょっと待って。……あんたまさか、ほんまにただの人間なんか？　絢十自身は流されたんやなくて、夏奈深雪を追って自分から京に入ったんか!?」

　僕はこたえない。そのこたえは墓場まで持って行くつもりだ。なぜならそれは、深い罪悪感をナツユキに刻みつけることになるだろうから。

　つまり僕は、ナツユキにはメールで「流された」ことにして、自ら京へとやってきた。

「アホタレ！」

　冬乃が、まるで我が事のように怒りに満ちた表情で𠮟責した。そのあまりの剣幕に面食らい、僕は阿呆のように口をポカンと開ける。

「あんた、そんなことして夏奈深雪が喜ぶとでも思っとんのかっ！　ここは魔都や！　そんな理由で……その……い、いちばん好きな人を引きずり込んだって知ったら、夏奈深雪かて苦しむことになんねんぞ！」

「大丈夫だよ。心配しなくてもナツユキにはメールで、流されたって言ってあるから。それに、一番好きな人って、どうしてキミがそんなこと言えるのさ。彼女はもう二十歳だ。僕に言えなかっただけで、この街に誰かいい相手がいたって不思議じゃないよ」

　それでも、僕は彼女に逢ってみるつもりだ。それだけでいい。

　冬乃の表情が、苦虫を嚙みつぶしたかのように歪む。

「ま、まあ、それもそうか。うちには関係ないもんな。……そやけどあんた、正気の沙汰やないで。なんで女の子一人のために、そんなことができんの……」

　僕は少しだけ考えて、静かに呟く。

「わからない。でも、十年だ。ナツユキの手を放したその日から、僕は十年、後悔し続けてる。あのとき手を放さなければ、或いは僕がもっと大人だったら、彼女をこんな目に遭わせることはなかったのにって」

「アホンダラ！　そんなもん、どうしようもないやろ！」

　もうそれが恋愛感情なのか、救えなかった罪悪感からなのか、わからなくなっていた。そのこたえを求めて、僕は彼女の棲む魔都京都にやってきたんだ。

　冬乃が突然、僕の胸ぐらを両手でつかんで引き寄せた。

「わかっとんのか、絢十!?　たとえあんたが京で夏奈深雪に逢えたとしても、カーテンの外側に彼女を連れて帰ることはでけへんねんで！　人間も怪アヤシも、一度入ったらもう二度と出られへんのが京の街や！　ここは巨大な監獄も同然や！」

　また少し面食らって、僕は苦笑いでこたえた。

「最初から帰るつもりなんてないよ。ナツユキとの関係の結果がどうあれ、僕はこの街に残るつもりだ。それが手を放した罰だよ」

　胸ぐらをつかんだ冬乃の手を両手で包み、そっと押し下げる。

「冬乃は優しいなあ。ナツユキ本人でもないのに、そんなに真っ赤になって僕を怒ってくれるんだから。……ありがとう」

　冬乃が、ギョッとしたかのように目を見開いて咳払いをした。

「お、怒ってるんちゃうわ！　あんたのアホな熱血行動恋バナがあんまりにもハズいから、ちょっと赤なっただけや！　……大体、うちが夏奈深雪なわけないやろ。残念ながら、うちの知り合いには絢十みたいな恥ずかしいやつは一人もおらんわボケェ」

「そうだよね。いやあ、もう十年も逢ってないから昔の顔しかわからなくてさ。もしかしたらって思ったけど、よ～く考えたら、ナツユキは冬乃と違って全然乱暴者じゃなかったし、もっと無邪気だったもんなあ。容姿も全然別だし、メールの文面も乙女チックで可愛いし、まったくもってキミとは似ても似つかな──」

　気づくと、冬乃は般若の形相でこちらを睨みつけていた。

「…………おまえ、いっぺん本気でシバいたろかィ……」

　言い過ぎた。彼女の怪力なら、僕をおむすびサイズに圧縮することも容易いだろう。

　僕は流麗な動作で素早く土下座をする。

「スミマセン」




◇　　　　　　　　　　◇




　わたしは不機嫌なフリをして、どすどすとコンクリート剝き出しの廊下を歩く。

　まったく。なんなの、この人は。嬉しいやら恥ずかしいやら腹立たしいやら、おかげさまで心をペースト状になるまで混ぜられたかのような、複雑な気分だ。

　けれど一つだけ確かなことがある。彼が追ってきたのは夏奈深雪の幻影であって、日向冬乃ではない。日向冬乃のためでは、京には入ってこなかっただろう。

　しょうがない。夏奈深雪と日向冬乃では、彼との歴史が違いすぎるもの。

「はあ……」

「どしたの？」

　思わずため息が出てしまった。

　吞気な顔をして、そんな問いをわたしにしないでほしい。

「別に」

　絢十を引き連れて、わたしは事務所のドアを開けた。

　瞬間に漂うタバコの臭い。あまり好きじゃない臭い。

　わたしや絢十が使うソファと硝子テーブルの向こう側、課長のデスクには、だらしなく両足を投げ出した痩身の中年男がタバコを吹かしていた。

　暁時人だ。毎日剃っているわけではないらしく、無精髭が昨日より少し伸びている。

「もう、課長！　タバコ吸うんやったら換気扇つけてっていつも言うてるやろ」

「冗談じゃねえよ。寒ィだろ」

　わたしは課長の言い訳を無視して、換気扇の紐を引っ張った。ぶぅーんと低い音を立てて、換気扇が回り出す。すぐに部屋の温度が少し下がった。

　絢十がデスクに歩み寄り、課長にぺこっと頭を下げた。

「おはようございます」

「よう、逃げずにやってきたな。えーっと……」

　寝ボケ眼にも見える視線が、宙をさまよう。

「あ、一条です。一条絢十」

　右手の中指と薬指の間に挟んだタバコを持ち上げて、課長がおざなりに挨拶あいさつをした。

「そう、絢十。よろしく頼む。ま、気楽にいこうや」

　なぜか社員を下の名前やあだ名で呼ぶのだ、この人は。といっても絢十が来るまでは、わたしと課長の二人しかいなかったのだけれど。

「絢十、おまえさんはしばらく冬乃について仕事を覚えろ」

　絢十が何かを考えるように視線を彷徨わせ、苦笑いで呟いた。

「あまり参考になりそうにないです。彼女は鬼で、僕は人間だから」

「気にすんな。俺も生粋の人間だ。だが、見ての通りぴんぴんしてる。朝も夜も、あっちもこっちもな」

　わたしはため息をついて、両手を腰にあてた。

「課長、それセクハラやで」

「い～んだよ。警察も裁判所も、どうせろくに機能しやがらねえし、安機うちが兼ねてるみてえなもんだからよ。俺らが捕まえ、俺らが裁く。すなわち、この事務所で一番偉い俺こそが京の法律、京の掟だ。なんてな。──どうだい絢十、今の宣言？」

「い、いや、まあ、その……あはは……」

　絢十が苦笑いを浮かべているのが痛々しい。

「冗談だよ。そんなヤバい人を見るような目で見るなよ。幸いまだ脳みそは健勝だし、独裁者も柄じゃねえ」

　課長はそう言うと、足を投げ出したデスクの引き出しから一挺の拳銃を取り出して、無造作に絢十へと投げた。

「ほらよ。肌身離さず持ってろ」

　銃把グリツプには、白と黒の翼が重なり合った紋様エンブレムが彫り込まれている。京都多種族安全機構の紋様エンブレムだ。白の翼はヒトを、黒の翼は怪アヤシを表している。

　ちなみに課長とわたしは、コートの背にも紋様エンブレムを背負っている。

「そいつが京でのおまえさんの身分証明になる。死んでもなくすんじゃねえぞ」

　絢十はそれを受け取ってからまじまじと見つめ、名画ムンクの叫びのような表情でデスクの上へと拳銃を投げ出した。

「う、うわっ!?　ほ、本物の銃っ!?」

　課長が意地の悪い笑みを浮かべて抗議する。

「おいおい、投げるなよ。本物だったら暴発しちまうだろうが」

「へ？　偽物？」

　長い足をデスクから下ろし、課長が拳銃を手にした。

「弾は入ってねえし、こいつはそもそもが銃弾を撃ち出すもんじゃねえ。ま、実弾も込めれば撃てんこともねえが。あいにく、安機は鉛弾を扱ってねえんだ」

　回転式弾倉マガジンを開き、絢十の目の前に突きつける。

　わたしはもう知っているけれど、ここに入るものは鉛の弾丸なんかじゃない。もっともっと、性質たちの悪いものだ。

「こいつはな、人間の生命力、すなわち精神を撃ち出す拳銃だ。命中させても人間相手にゃ、せいぜいがショックを与えて気絶させるとか、小便チビらすくらいびびらせる程度のことしかできねえが、怪アヤシを相手にしたときにゃ絶大な効果が期待できる」

　手首を振って回転式弾倉マガジンを閉じ、課長が手の中で拳銃を一回転させて銃口を自らに向け、絢十に差し出した。

「持ってろ。正式名称は〝レンの弓〟だ。原材料と技術は異界のもんだが、製造は信頼のメイド・イン・ジャパンだ」

「異界……ですか……」

　絢十が少し躊躇いながら、それを受け取った。

　わたしは課長の言葉を補足する。

「絢十、気ぃつけて使いや。それはあんたの生命を切り取って撃ち出す銃や。考えなしに使ったら、あっという間に生命力が尽きて死ぬで」

「え……」

　課長が無精髭を指で撫でながら、事も無げに呟く。

「回転式弾倉マガジンの装弾数は六発だが、そいつはまあ飾りだ。引き金を絞りゃ、好きなだけ何発でも撃てる。ただし、おまえさんが一日で撃てそうなのは一発だけだな。二発目を撃てば気絶、もののはずみで三発目が発射されりゃ、お陀仏ってところか」

　課長は深くタバコを吸って、唇の端から紫煙を横へと吐き出した。

「それと、あまり軽々しく使うなよ。おまえさんの生命もそうだが、怪アヤシにとっちゃ、人間の精神力ってのは猛毒だ。先日、人狼と揉めたそうだが、その程度の怪アヤシであれば掠かすめるだけで全身が吹っ飛ぶ。〝殺すしかない〟と判断したときにだけ、躊躇わずに撃て」

「は、はあ……」

　なんだかピンときていない顔だ。

　撃てそうにないな、この人。そういうところが魅力的なのだけれど。でも京では、その優しさが危うい。うん。危ういよ。

　わたしは絢十の肩に軽く手を置いて、言葉をかける。

「大丈夫や。絢十はうちが守ったる。もしうちがやられたら、そんときは逃げたらええ」

「そうそう。赤鬼っつーのは怪アヤシン中でも、かなり上位に位置する存在だ。だから鬼っこが簡単に負けるこたぁねえよ。拳銃レンの弓は御守り程度に考えとけ」

「あ、はい」

　絢十はうなずくと、ジーンズの背に拳銃レンの弓を挟んだ。

　なんだかボーッとした顔をしている。大丈夫かな、この人。

「あの、使った生命力ってのは戻らないんですか？　撃つたびに寿命が縮むと考えたら、持つのも怖いんだけど」

　あら、以外と冷静に考えていたみたい。

　課長がタバコを指先でつまんで、あくび混じりに返す。

「心配しなさんな。た～くさんうめえもん食って、いっぱい寝りゃ戻る。寿命じゃなくて、あくまでも生命力だからな。じゃなきゃ、俺ァもうとっくの昔にシワシワんなってくたばってるぜ」

　わたしはわざとらしく額に指先をあて、あきれ顔で呟いた。

「課長、あくび混じりに言うても説得力ないで。また寝てへんやろ。ええ加減倒れるで」

「そう言うなよ。しょうがねえだろ。手が足りねえんだから。睡眠時間なんてあって無きようなもんだ。ま、食うのは食ってるよ」

「……どうせまた、アパートにどこぞの女連れ込んで楽しんでたんちゃうん」

「アホ抜かせ。さすがにこの状況で、ンなことまでしてりゃ、真っ最中にくたばっちまっても不思議じゃねえ。ま、死に方としちゃあ上々だがな」

　冗談を言って笑っているけど、眼窩の隈は定着している。たまには休ませてあげたいけれど、怪アヤシであるわたしにだって、それほどの余裕はない。安機は激務だ。

　暁時人。わたしが京に入るよりずっと以前から戦い続けてきた、人間の男。

　ヒトの身でありながら、彼がそこまで京の治安のために戦い続けるのには、何かしらの事情があるのだろうけれど、わたしは知らない。

　それを話す気は、さらさらなさそうだ。

「さーてと」

　課長が立ち上がり、コート掛けから黒のコートと帽子を外した。わたしも同じくコート掛けから白のコートを外し、身に纏う。

「あ、あれ？　パトロール？」

　絢十が当然の疑問を口にした。

「うちらにそんな業務はあれへんよ。警察ポリさんやないねんから」

「そうそう。そういうのこそ警察の仕事。そこまでやってたら、さすがに過労死しちまうぜ。我々はあくまでも解決専門だ」

「だって、依頼はまだ──」

　絢十がそう呟いた瞬間、時代錯誤な鳩時計が吞気な音を鳴らした。プラスチックの白鳩が観音開きの扉から何度も顔を出し、そのたびにポッポーと鳴いている。その行動は九回。

　九時だ。

　一秒と経たず、黒電話が鳴った。

　課長がすかさず受話器を取る。

「はいよ。こちら有限会社京都多種族安全機構、暁だ。用件と場所を簡潔に述べてくれ。…………了解。では今からすぐに向かう。現場に通達、なるべく刺激しないように時間を稼いどいてくれ」

　受話器を置くと同時にデスクの引き出しから、やけに古びた拳銃レンの弓を取り出して、課長は長いコートの裏のホルスターに差し込んだ。

「警察からだ。怪アヤシによる強盗人質事件だとよ。ちょっくら説得してくるわ。──おい、初日でくたばんじゃねえぞ、絢十」

　真新しいタバコに火を点けて、眠そうな表情で笑えない冗談を飛ばし、課長が事務所のドアの前で背中越しに手を振った。

「いってらっさ～い」

「が、頑張ります」

　ドアをくぐって振り返り、課長が苦笑いで絢十を指さす。

「いやいや、あんま頑張んなよって言ってんの。張り切り過ぎると死ぬぞ～？　うはは！」

　笑えないって、課長。ほら、絢十ったらもう不安そうな顔してるじゃない。

　わたしはいつも通りそれを見送って、ソファに掛けられていた絢十のコートを手に取った。洗濯したての洗剤の香りと絢十の匂いが混ざって、なんだかたまらない。

「絢十」

「わっ」

　わたしが放り投げると、絢十はそれを受け取って怪訝けげんな表情をした。

「着といて。業務として開けている九時～五時の依頼はすぐくるから。特に九時台前半はそれこそ、五分おきに──」

　言い終わるより先に、黒電話が鳴った。

「──ね？」

「う、うん。新宿の交番より忙しそうだ」

　わたしは受話器を取る。

「はい、こちら京都多種族安全機構、日向です。用件と場所を簡潔にお願いします。…………は!?」

　心臓が跳ね上がった。よりによって、そんな事件が起ころうとは。

「え、ちょっと待っ……いえ、はい、すぐに向かいます。……その前に、すぐに付近住民を誘導しといてください！　露店主を含め、現場には怪アヤシもヒトも近づけんように！　………………はあ？　やかましい、ごちゃごちゃ抜かすな警察！　無理でもやらんかいっ！」

　わたしは受話器を叩きつけるように電話を切って、頭を抱え込む。

「このタイミングでくるか……」

　最悪だ。せめて課長がまだ出て行く前であるなら、どうにか作戦も立てられたかもしれないけれど。

　わたしは声を絞り出す。

「絢十、四条河原町で仮死者が複数名出たらしい」

「仮死者って……さっき話してたような、瘴気を出す上位の怪アヤシが出たってこと？」

「それはまだ何とも言えん。そやけどヒトを仮死状態にする怪アヤシなんて、そうそうおらん。最悪の場合も考えといたほうがええかもしれん」

　絢十の喉が大きく動く。緊張がこっちにまで伝わってくる。

「安心し。絢十はここで待機や」

　どうする？　どうすればいい？　こんなことは安機に入って以来、初めてのことだ。安全を重視して、ある程度、住民に被害が出るのを覚悟しながら避難誘導を優先するか、それとも危険を承知で原因となっている怪アヤシを叩くべきか。

　いずれにせよ、課長の戻りを待っている暇はない。

「待って。そんなに危険なの？」

「わからん言うてるやろっ!!　考えがまとまらんからちょっと黙っといて！　最悪の予感があたってたら、うちより上位の怪アヤシが出てるかもしれんねん！」

　わたしは苛立ち紛れに、思わず怒鳴ってしまった。

　一瞬で空間が張り詰める。絢十が神妙な表情でうなずいた。

「ごめん」

　わたしは額に手をあてて、長く息を吐いた。

　落ち着け、自分。絢十に八つ当たりしたってどうにもならない。

　わたしは両手で頰を挟み込み、頰を強く揉みほぐした。表情の硬さを半ば強引に消し、かろうじて苦い笑みを浮かべる。

「……いや、うちのほうこそ大声出してごめん。恥ずかしい。ちょっと焦ってしもた」

「課長さんに連絡はつかないの？」

「あかん。うちもやけど、課長は任務中、携帯電話の電源はほとんどオフにしとる。そやないと、仕事にならんくらい依頼の電話が転送されてくんねん」

　言ってる間に、黒電話が鳴り出した。受話器に伸ばした絢十の手をつかみ、わたしは首を左右に振る。

「出ても何もしてやられへん。ええか、絢十。今は安機も手が足らん。京都市の住民全員を救うんは無理や。その件については問答する気はない」

　彼はうなずかない。理解はできても共感はできないといったところか。けれど、反論を言い出す気配はなさそうだ。それはおそらく、自らの無力さを知っているからだ。

「現状では仮死者の出てる事件こそが、京で最も防ぐべき最優先事項にあたる。これは、殺人事件よりも上や。殺人はそこで終了してるけど、仮死者の事件ってのは最悪の場合、これから明日にかけて何千もの人が死ぬ事件に発展する可能性が高い」

　絢十が少し目を見開き、今度はうなずいた。

「うちはこれから四条通まで行ってくるけど、絢十はここで待機。電話には出んな。その代わり、課長が帰ってきたらすぐに事情を伝えてこっちに来るように言うてほしい」

　黒電話が鳴り止んだ。絢十が躊躇いがちに口を開く。

「…………いや、そんなことは置き手紙で十分だ。人を残す必要はないよ」

　絢十は少し考える素振りを見せたあと、電話横のメモにボールペンで「仮死者複数名・四条通」と書いて、課長のデスクに置いた。

　そうして青ざめた顔を上げ、弱々しく声を震わせながら、わたしにこう言った。

「危険な現場なら僕も一緒に行くよ。僕みたいな普通の人間じゃ、何ができるってわけでもないけど、避難誘導くらいなら手伝えるかもしれないから」

　ああ、もう。ああ。こんなときなのに、ほら、ニヤけてしまうじゃない。

　けれど、この人のこの優しさは、わたしにだけ向けられるものじゃなくって、世界中の人に向けられるものなんだろうなって、わかってる。

　そして、特別な優しさは、きっと夏奈深雪だけに。

　そんな考えなどお構いなしに、絢十は無理矢理な笑みを浮かべた。

「たぶん平気だよ。ほら、今回は拳銃レンの弓もあるし」

　けれど、けれども。どうしてあなたはそんなに危機感がないの？　やっぱり危うい。置いて行っても、あとからこっそりついてきてしまいそう。

「あのなあ、そんなん超至近距離からドタマぶち抜くくらいせんと、最上位の怪アヤシにはほとんどあたらんし効かんって！　そもそも、ただのヒトやったら、近づくだけで瘴気にやられるから！」

「安全圏から狙ってあたるってこともあるかもしれないだろ。瘴気って決まったわけでもないし。それに、女の子一人をそんな危険なところに行かせられないよ」

　数秒間の沈黙。

　女の子！　誰のことを言っているの？　何を言っているの？　正気ですか？　狂気ですか？

　彼の言葉の意味がゆっくりと自分の中に染み込んでゆくと、わたしは急激に発熱し始めた顔を背け、長い赤毛で表情を隠して吐き捨てた。

「ア、アホか！　な、なな何が女の子や！　う、うう、うちは泣く子も泣き叫ぶ赤鬼様やで？　ニンゲンの女の子と同じ扱いされても……そ、そんなん困るし……」

　ああ、もう、なんでそういうことを平気で言えるの？　いいことも悪いことも、いつも一言多いのよ。

　心臓が高鳴る。耳の血管が脈打つ度に熱い。

　だめ、もう言葉を止められない。

　固く目を閉じ、わたしは喉の奥から、か細い声で言葉を絞り出す。

「……でも、その……ほんまは……あ、絢十にそういうこと言われたら、凄く……嬉しい……けども……」

　とか言いつつ誘惑したくて、必殺の上目遣いでチラっと視線を向けると、絢十はもう背中を向けて入口のドアを開けていた。

「何してんの。早く行くよ。急ぎなんだろ？」

　わたしの拙つたない必殺技は、見事なくらいに空振りしていた。先ほどまでとは別の意味で、わたしの顔は真っ赤に染まってゆく。

「な、何もしてへんわ！　ってゆーか聞けや、人の話を！　余所様の話はちゃんと最後まで聞きなさいって、お母ちゃんに教わらんかったんかっ!?　──ちょ、待ちぃや！」

「なんだよ、もう。移動しながらじゃだめなの？」

　絢十が廊下に出てから振り返り、わたしは思わず叫んでいた。

「こ、このドアホ！　そ、そそそんなこと何回も言えるかッ、アホォッ!!」

「いくらなんでも、アホって言い過ぎだ。これだから関西人ってのは──」

「関西をバカにすんな！　アホは親愛の情や！　愛しとるんや！」

　わりと本気で、なんだけど。

「はいはい。わかったから」

「適当にあしらうな！　傷つく！」

　わたしは足早に絢十の横をすり抜けて、薄暗い廊下を走り出した。背後でオートロックのかかる音が響いたあと、絢十の足音が響きだした。

「なんでそんなに怒ってるのさ」

「うっさい！　黙って走れや、もおぉぉ！」

　我ながらヒドい言い様だったと思う。

　──ホンマいっぺん跳び蹴りかましたろか。
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　とても、やさしいヒトでした。

　きずだらけの、あたま、くび、おなか、せなか、なでてくれました。

　いっぱい、やけどしたところ、なおしてくれました。

　あたたかく、やわらかな、てでした。

　おいしいごはん、くれました。

　よごれたからだ、あらってくれました。

　なまえ、くれました。

　たのしい、くらしでした。

　もう、やまには、かえりたくありません。

　もう、いたずらしないから、ここにいていい？

　ずっと、ここにいていい、いってくれました。

　たくさんの、たいせつ、おしえてくれました。

　たくさんの、たのしい、くれました。

　たくさんの、ありがとう、あげました。

　どうして、いなくなりましたか？

　きらいに、なりましたか？

　ぽろぽろ、ぽろぽろ。

　なみだ、とまりません。

　……あいたいです。




◇　　　　　　　　　　◇




　不安がないと言えば、噓になる。

　けれど昨日ヒドい目に遭ったからなのか、なんだかあっさりと腹は決まった。どうせ僕にはもう、この街で生きてゆく以外に選択肢などない。

　ナツユキと再会を果たすまでに、僕はこの魔都で生き抜けるだけの力を手に入れたい。手っ取り早くこの街のことを知るには、京都多種族安全機構は打ってつけだ。もっとも、危険な仕事を長く続けるつもりもないけれど。

　ほとぼりが冷めるまでの期間だ。ゴミ漁りの……。

「ちょっとそこで待ってて」

　京都多種族安全機構のビルを飛び出したあと、冬乃はすぐには四条通の方角には向かわず、隣の廃ビルに飛び込んだ。

「お待たせ」

　数秒と経たず、原付バイクが廃ビル内から飛び出してきた。ボディには「京都多種族安全機構専用あぽろ11号」という謎ステッカーと、「盗んだやつは縛り首」という不穏なステッカーが一枚ずつ貼られている。

　物騒だなぁ。

「なんで11号なの？」

　ヘルメットを僕に投げて、冬乃が肩をすくめた。

「１号から10号までは殉職した。さあ、遠慮せずに乗って」

「おおぅ……、……心の底から遠慮したい……」

「四の五の言うてんと乗りや！　ゴミ漁りで通報するで！」

「乗りますぅぅ、乗ればいいんでしょおぉぉ！」

　怖えよ～……、……月までぶっ飛びそうな名前してるし……。

　一瞬の躊ため躇らいのあと、僕はあぽろ11号の後部に跨がった。

　本来なら原付で二人乗りは御法度だが、どうせ警察はろくすっぽ機能していない。それに今は緊急事態だ。仮に機能していても、ゆるされると思いたい。

「一応言うとくけど、どさくさで変なとこ触ったら、あんたの頭、海岸のスイカみたいにしたるから。こう、こうやで？　パァン！」

　身振り手振りで恐ろしいジェスチャーを僕に見せる冬乃が憎らしい。

「気をつける」

　正直、触りたいとか考えられるような気分じゃない。これから死ぬかもしれないんだ。いや、死ぬかもしれないからこそ触るべきか。いやいや、待て。それじゃ死の確率を上げている。だけどどうせ死ぬなら、事故や瘴気を放つような恐ろしい怪アヤシに殺されるよりも、鬼だけど美少女の冬乃の手でスイカ頭にされたほうがまだ幸せかもしれ──。

「っしゃ、行くでー！」

　原付が勢いよくウィリーして、思考が一瞬にしてぶっ飛んだ。

「ぎゃあああぁぁぁ!?」

　背中にアスファルトが近づき、僕はとっさに冬乃の腹部にしがみつく。

「～～ッどっせい！」

　腕力と体重で無理矢理原付を押さえ込み、ロケットのようにスタートする。名称に偽りなしだ。

「あはっ、あっぶな！　もうちょっとで10号までのあぽろ号と同じ目に遭わすとこやったわ。９号なんて縦に後方回転しよったからなあ。ウケるわー」

「それって殉職じゃなくて自滅っていう──あわわわわわっ!?」

　そもそも原付の出せるレベルの加速ではないし、まともなエンジンを積んでいないのは丸わかりだ。加速のＧで顔面が歪み、遥か後方に涙がぶっ飛んでいく。

　ヘルメットからはみ出した赤髪が、一気に広がった。魔都の景色が溶けるように、後方へと流されてゆく。
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「あはーっ、雪降る前でよかったわぁ！」

「……降ってたら今ので一回死んでたね」

「そやなー！　あははははっ」

　皮肉が通じない。

　鴨川に沿って川端かわばた通を北へ。スマホの地図アプリによれば、わずか一キロ離れた場所では大惨事が起こっているというのに、道沿いの露店や、古びた建物を利用した様々な店には多くの人が並ぶ。

　異様な光景だが、これが魔都だ。

　だけどそういった暮らしにも慣れているのか、吞気に露店主と話している主婦や、楽しげに走り回る子供まで見て取れる。彼らの間にも怪アヤシが多く交ざっているけれど、別段気にする様子もない。それどころか、怪アヤシとヒトのカップルまでいる。

　僕は少し胸を撫で下ろした。

　魔都京都とはいえ、人間はちゃんと住んでいるし、それなりに楽しくやっているんだ。

　ナツユキからのメールで知ってはいたけれど、実際にこの目で見るまでは信じられなかった。

「……ナツユキに𠮟られるな……」

「ん？」

　冬乃が首を傾けて、無理矢理僕に視線を向けた。

「なんでもないから前向いて運転して、前！」

「わかってるっちゅーねんっ」

　すでに機能していない京阪電鉄の祇園四条駅跡を左に曲がって、河原町で原付を停める。到着まで五分とかかっていない。

　かつて古都と呼ばれていた頃の、京都最大の歓楽街だ。

「冬乃」

「うん」

　あきらかにパニクった状態の人々が、全力で北からどんどん逃げてきている。人間だけじゃない。怪アヤシもだ。みんな先を争うように、背後を気にしながら走ってきている。

「生命力の強い怪アヤシまで仮死状態にされてるってこと？」

「かもしれん。ますますきな臭いで」

　かつて観光都市だった時代ほど、人口密度がないのが幸いしている。将棋倒しにもなりそうにないし、これなら誘導は必要なさそうだ。

「覚悟はええか、絢十？」

「……なくても行くんでしょ」

「まあ、そうやけど」

　僕らは人の流れに逆らって走り出す。

　重なる銃声。誰かが、この先で発砲している。何度も、何度も。けれど鳴り止む気配はない。

　走る、走る、走る。左右の廃ビルに反響して、銃声に近づいているのがわかる。

　一度足を止めたら、震えて動けなくなりそうだ。祈るような気持ちで何事もないことを願いながら、僕はひたすら走った。

　けれど願い虚しく、数十メートルも行ったところで僕らはその光景を目にする。

　警察官が七名、黄色のテープで通行止めをしようとしている。その向こう側。折り重なるように倒れている、数十名もの人──。

　逃げていた集団には怪アヤシもいたけれど、仮死者は全員が人間だ。

　堂々と黄色のテープを片手で押し上げながら通り抜けようとした冬乃と僕に、複数名の警察官らが立ち塞がって両手を広げた。

「待ちなさい。ここから先は危険だ。我々の同僚が今、これを引き起こした怪アヤシを追っている。片がつくまでここは──あ、ちょっと！」

「邪魔するで、ヤマモっさん」

　喋っている途中の警察官を片手で無造作に押しのけて、冬乃がシワだらけのコートを着用した中年男性に声をかけた。押しのけられた警察官が派手に転がったけれど、二人とも目もくれない。

「ん？　おお、安機か」

「時間が惜しいから、通させてもらうで」

　トレンチコートの中年男性が、口元だけにニヒルな笑みを浮かべた。

「ようやくおいでなすったか。──おまえら、その嬢ちゃんは通したれ。そいつは泣く子も泡吹いて気絶させる、京都多種族安全機構の赤鬼や」

　冬乃が僕を指さして言った。

「ああ、あと、このツレも安機や。二人通させてもらうで」

　僕は念のために拳銃レンの弓を取り出して、銃把グリツプの紋様エンブレムを見せる。

「新入りか。好きにせえ」

　警察官の一人が、途切れ途切れに呟く。

「あ、安機ですって？　この子らが……お、おれ、実物を見たの初めてやけど、こんな若いんですか？　それに、この子ら普通の人間ちゃうんですか、山本やまもと警部？」

　両腕を組み、山本警部が若い警察官を𠮟責した。

「ど阿呆。おまえらはまだ京に来たばっかりで知らんかもしれんけど、この魔都ではな、わしらみたいな仕事は特に、他人を見かけで判断してるやつから死んでいくんや」

　山本警部が、親指で自らの首を搔き斬る仕草をした。仕事のクビではない。命の頸だ。

　そんな説教などには目もくれず、冬乃は倒れている人に駆け寄って、アスファルトに片膝をついた。

　手首と首筋に手をあてて、舌打ちをしてから呟く。

「……脈が弱い……けど、死んではないな」

　貼りつきそうな喉を無理に動かし、僕は尋ねる。

「どういう状態なの？」

　倒れている人たちは、全員が目を見開いたままだ。気絶しているわけではない。呼吸もある。けれど、揺すって呼んでも反応しないのはもちろんのこと、太陽光を手で遮っても、見開かれた瞳に瞳孔反応はない。

「仮死状態や。このまま放っといたら本格的に死ぬ」

「ちょっと待って。脈はあるんだよね？　脳に酸素はいってるし、呼吸もしてるよ？」

「現代医学って意味で言うてるわけじゃないんよ。あえて言うならオカルトか、もしくは未来医学や。わかりやすく言えば、魂が抜かれとるんよ。魂という生きる意志が肉体からなくなったら、脳はやがて自動的に生命活動を停止させる。時間は早いやつで二十四時間から、保って四十八時間ってとこや」

　魂？　そんなよくわからないもの、どうすればいいんだ？

　山本警部が冬乃の言葉に補足を入れた。

「同じように逃げてても怪アヤシに被害者がおらんのは、人間よりも魂への干渉に対する耐性が強いからや。生命力の差っちゅうやつや。まあそれでも逃げてるっちゅうことは、怪アヤシにとっても何かしらの危険があるんやろ。長時間やと魂をかっ剝ぱがれるか、もっと物理的な危険があるか」

　怪アヤシですら危険、という言葉に、僕は唾液を吞み下した。

「と、とりあえず医者に診せるのは？」

「無駄やと思う。魂の治療なんて、京でも聞いたことあれへんもん」

　冬乃が苦々しげに吐き捨てた。

　おい、おいおい……。

　僕は周囲を見回し、冷たい汗を流した。

　倒れている人、人、人。男も女も年寄りも、まだ小さな子供だっている。

　途端に心臓が奇妙な具合に跳ねた。

「これみんな、死ぬの？」

「一日以上放っといたらな。子供や年寄りからになると思う」

　噓だろ。ざっと見回しただけで、二十名近くいる。きっと、この先にはもっとだ。死を待つしかないというのか、その人たち全員が。

　これがナツユキの住む街。魔都京都が、魔都と呼ばれる所以なのか。

　薄ら寒い、全身が痺れるような感覚。僕はあらためて魔都の魔性に戦慄する。

「……こんなことが、よくあるの？」

「アホ言うな。こんなん、うちかて何年も安機やってて初めてのことや」

　険しい表情で左手の親指を嚙み、冬乃が呻くように呟いた。

「そやけど大丈夫。これをやったやつをとっ捕まえてボコって、奪われた魂を吐き出させたらええだけの話や。魂は肉体に引かれる。だから自分から本来在るべき肉体に帰り、肉体は元通りに生命活動を始めるようになる」

　冬乃が立ち上がり、倒れている人たちを踏まないようにしながら歩き出した。

「ただ、うちがそいつに勝てたらの話やけど」

　その先で、発砲音は断続的に鳴り響いている。きっと警察官が、これを行おこなった怪アヤシを討とうとしているんだ。

「鬼神より強い怪アヤシがいるかもしれないってこと？」

「その可能性もあるってこと。神格の怪アヤシじゃなくて、神さんそのものや。あいつら、個体によっては悪魔なんかよりよっぽど気難しくて厄介やからな」

　僕は唾液を吞み下し、震える足を手で叩いて歯を食い縛る。

　辞める。絶対辞める。この件が無事に終わったら、僕はこの仕事を辞めてやるぞ。

「そやけどな、絢十。それをどうにかできんのは、うちら京都多種族安全機構だけや」

　でも、この中にナツユキが含まれていたとしても、なんら不思議ではない。なら今回に限り、僕はこの街の深淵を覗いておくべきだ。それに、冬乃一人を、そんな危険な状況に放り込むようなことはできない。

　僕が冬乃の隣に並ぶと、冬乃が苦笑いでため息をついた。

「……あいかわらずアホやなあ、絢十は。ホンマはびびりのクセに。やっぱりここで待ってますぅぅ、とか言うても、うちは別にええねんで？」

　今の口調は僕の真似か。ちょっとムカつく。

「冬乃一人で行かせられないだろ」

「この街で、毎度毎度そんなお人好しなこと言うてたら早死にすんで。人間はニンゲンらしく、他人のことなんて放っといたらええねん。それが京の暗黙のルールや」

　冬乃も、ナツユキと同じことを言うんだな。

「他人じゃない」

　ナツユキのことはもちろん、冬乃だって僕にとってはもう、街中ですれ違うだけの他人じゃなくなっている。

　冬乃が少し照れたように指先で頰を搔いて、地面を蹴って囁いた。

「……まあ、なんや。ありがとうって言うとくわ……」

　走り出した冬乃に続き、僕は背中から拳銃レンの弓を抜いて、彼女を追いかける。

　人通りもなく、息づかいもなく……。

　かつては百貨店やアミューズメント施設、ブティックなどで賑わった京都最大の歓楽街も、露店主さえ逃げ出した今では、すでに廃ビルの並ぶ不気味な廃墟に過ぎない。

　ただ、銃声と僕らの足音だけが、だだっ広い道に不気味に響く。

　道々には、やはりというべきか、逃げ遅れた仮死者と思われる人たちが多く倒れていた。

　僕は、そんな犠牲者たちの中央で膝を折る老いた紳士を見かけた。奇妙なことに、アスファルトを右手で愛おしそうに撫でている。

　まるで、そこから来る何かを待っているかのようだ。

「冬乃、あの人」

「うん」

　おそらくは仮死者縁ゆかりの人物か。シルクハットからはみ出す白髪交じりの髪はきちんと整えられ、首もとにはマフラーが巻かれ、足が不自由なのかステッキを持っている。

　僕らに気づいた紳士が、視線を上げた。

　一瞬の交差。

　何もない空間に、まるで吸い込まれるような瞳。彼は生気のない虚ろな瞳をしていた。

　この惨状では無理もない。

　冬乃が叫ぶ。

「そこのジイちゃん、ここらへんはまだ危険やで！　急いで南側に避難して！」

　迷い、僕も叫ぶ。

「ここにいる全員、僕らが必ず救います！」

　老紳士は何もこたえない。

　誘導したいところだけれど、今は構っていられる状況じゃない。僕らは声かけだけをすると、走りながら彼の横を通り過ぎた。

　現場はすぐに見えてきた。

　山本警部らが立ち入り禁止を形成した場所から、わずか四〇〇メートルといったところだろうか。四条河原町というよりも、すでに河原町三条に近い位置だ。

　四人の警察官がアスファルトに倒れ伏していて、一人の警察官だけが拳銃ニユーナンブを撃っていた。それも、ケガをしているらしく、三角巾で左腕を吊っている。

　その狙いの先──！

　冬乃が眉をひそめた。

「狐か！」

「狐？」

　確かに、アスファルトで跳弾して火花を散らす銃弾を、器用にぴょこぴょこと跳ねて躱している金色の小さな獣が見える。

　とても愛らしい姿だ……が、通常の動物との違いを表すかのように、その周囲には青白い炎がいくつも浮いている。

　初めて見たけれど、あれが狐火というものだろうか。

「うん。本来なら理由もなく瘴気を出す怪アヤシやないし、人間の魂を抜くようなこともせえへんはずや。そんな能力もないしな。……よかった、最悪の事態じゃない」

　僕らは走りながらも、動き続ける狐を観察する。

　小さい。まだ子狐だ。それも、飼い主がいるのか小箱のついた紐の首輪をしていた。

「くそ、くそ、くそっ、来るな、来るなぁぁ！」

　警察官が叫びながら、拳銃ニユーナンブを撃ち続けている。子狐はチョコマカと走り回り、飛び跳ね、瓦礫を盾にしつつ逃げ回る。命中する気配はない。警察官が下手というよりも、銃弾の軌道を読んで先に動いているように見える。

　相当、知能が高い。間違いなく怪アヤシだ。

　装弾数の五発を撃ち終えると、警察官は片手で再装塡リロードしようとして、焦ってアスファルトに弾丸を撒き散らした。

「あ……」

　途端に子狐は素早く瓦礫を乗り越えて、警察官へと飛びかかった。瞬間、首輪で揺れる小箱の蓋が開く。

「わあぁぁぁ！」

　警察官が片手で頭を抱え込むのと同時に、大地を蹴った冬乃が子狐に向けて拳を放った。

「やあっ！」

　赤鬼の一撃は大風を巻き起こし、狐火を吹き消して空間を貫く。震動が空間を伝い、数メートル先までアスファルトに積もっていた砂塵を舞い上げる。

　あいかわらず、桁外れの威力だ。

　空中で素早く身を捻るも、拳の風圧に巻き込まれた子狐は、錐揉み状態でアスファルトに落ちて、僕の目の前に転がった。

「……ッ!!」

　僕は反射的に拳銃レンの弓の銃口を向ける。

　拳を突いた勢いそのままに、遠くに着地するや否や、冬乃が叫んだ。

「絢十ッ！」

　僕は引き金トリガーに指をかけ──躊躇った。

　子狐の胸部は、荒い呼吸のままに上下している。脅えた野生の瞳は、どこか理知的に見え、何かを訴えてきているかのようで。

　いや、子狐の口が、動いている。ゆっくり、ゆっくり、辿々たどたどしく。

「……？」

　なんて……言った……？

　直後、心臓が大きく跳ね上がった。

　子狐に吸い寄せられるような感覚に陥ったのだ。いや、吸い寄せられるというよりも、落ちてゆく。上流から下流へ、上から下へ。子狐へと落下してゆくような感覚に、視界がブラックアウトする。
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「絢十、そいつから距離取れ！」

　真っ暗な視界の中で冬乃の声が響き、大地が一度だけ激しく上下した。飛び散ったアスファルトの破片が頰を斬り裂き、飛んでゆく。

　瞬間、視界が戻った。

　心臓は断続的に鼓動を刻む。強く、大きく。全身から恐ろしい量の汗が噴出した。

　目の前には、アスファルトをクレーター状にして拳を突き立てた冬乃と、腰を抜かした警察官。そして遥か遠く、いつの間に登ったのか、建物の屋上で背中を向けて、北の方向へと走り去ってゆく子狐──。

「絢十！　絢十！　意識はあるかっ!?」

　泣き出しそうな表情の冬乃に肩を揺さぶられて、僕は勢いよく頭を振った。

「……い、今、何が起こったの？」

　僕がそう呟いた瞬間、冬乃の表情に安堵が満ちた。僕の肩から両手を滑り落とし、冬乃は長い長い息を吐く。

「よかった……間に合ってた……。……あんた今、魂抜かれかけたんよ……」

「え……」

　僕は、仮死者にされかけていたのか。そうか、あれが魂を抜かれるという感覚。

　全身に鳥肌が立った。恐怖が今になって押し寄せる。

「瘴気じゃなかった。たぶん、首輪から提げられてたあの小箱や。あんたの魂が、小箱に吸い込まれかけてんのを見た」

　冬乃が親指を嚙んで、悔しげに吐き捨てた。

「ああ、もう！　そうとわかってれば、遠慮なく小箱を狙って攻撃したのに！」

　親指を嚙むクセ。懐かしい。

　ナツユキも、泣きながら親指を嚙んでいたっけ。

「ごめん、冬乃。撃てなかった」

　あの子狐の瞳が、まるで何かを訴えてきているようで。途端に殺すことが怖くなった。

「アホ、そんなもんどうでもええわ。もともと、うちが全部一人でやるつもりで連れてきてんから。うちが絢十のこと、ちゃんと守らんとあかんかってん」

　その言葉は冬乃の優しさから出たものだったと思うのだけれど、僕は少なからずショックを受けていた。

　戦力外。そう通告されたようで。

「あ、あの──」

　僕と冬乃が同時に顔を上げた。腰を抜かしていた警察官だ。

「あ……」

　見覚えがあった。人狼にぶん投げられて車の屋根に叩きつけられ、事件解決後も泣いていたあの警察官だ。左腕の三角巾は、あのときの負傷だろう。

　顔つきはまだ若く、成り立てで魔都に飛ばされてしまった感が否めない。

「ああ、人狼のとき泣いとった警察の……えっと──」

　冬乃が警察官を指さして、口をもごもごと動かす。警察官があわてて警察手帳を取り出して、自らの名を口にした。

「里村連太郎さとむられんたろうです。……泣いていたのは忘れてください……」

「うちは安機の──」

　警察官が冬乃の言葉を遮って、興奮気味にまくし立てた。

「──安機の赤鬼、日向冬乃さんですよね！　この前はそうとは知らず、挨拶もせずに失礼いたしました！　お噂はかねがね山本警部から聞いています！　なんでも、太古より鬼神を祀る一族の巫女様で、実際にその力を持って生まれられたとか！」

　声がでかい……。

　その程度のことは、今さら驚くような情報じゃない。彼女が赤鬼の怪アヤシであることは、僕はもう知っているのだから。

　おそらく、父親か母親のどちらかが人間で、もう片割れが神樹に産み落とされたオリジナルの怪アヤシ、つまり彼女はデミ・ヒューマンだということだ。

　冬乃が渋い表情をして、不機嫌そうに頭を搔いた。

「里村連太郎っていうたっけ？　うち、勝手に色々調べられんの、あんまり好きやないねんけど」

　里村連太郎が、あわてて頭を下げる。

「す、すみません。こんな魔都と呼ばれるような街にも、警察には凄く頼りになる味方がいるんだなって思うと、つい嬉しくて。──キミも、来てくれてありがとう。大丈夫だったかい？」

　ふいに向けられた視線に、僕は戸惑った。

「え、ええ。でも僕は何もできなくて……」

　言葉が途切れた。

　あまりに情けなくて、何を言っていいのかすらわからない。微力ながらも冬乃のサポートをするつもりでついて来たのに、結果は足を引っ張っただけで終わってしまった。子狐を取り逃したのは、僕の責任だ。

　心情を読まれたのか、冬乃があわてて話題を逸らしてくれた。

「それより連太郎。早うお仲間を運んだったほうがええよ。仮死者じゃ治療もしてあげられへんけど、道端に転がしとったら、アホが集たかってきて身ぐるみ剝がされるかもしれん。病院なり警察署なりに収容したったほうがええ」

「はい！」

　言葉を聞くや否や、里村は腰に装着していた無線機を口元にあてた。

「救援を呼びました。すぐに来るそうです」

「うん。あんたも、よう頑張ったな。うちらが来るまで足止めしてくれてて助かったわ。連太郎がおらんかったら、犠牲者の数はもっと増えてたわ」

「いえ、自分なんて何もできず──」

　京を守るもの同士の会話に、僕の居場所はない。正直に言うと、冬乃と真剣に治安について語る彼に、僕は軽く嫉妬していた。

　この警察官、里村連太郎は、ただの人間だ。おまけに大人のクセに泣き虫で、何の役にも立っていない。いや、倒れた警官同様、壁となって一般人を逃がすくらいのことはしただろう。

　今の僕は、それ以下だ。

　人狼のときには足が竦み、彼のように猫娘と人狼の間に入ることなどできなかった。今回だって、彼は仲間がやられて一人になっても、あきらめずに戦った。

　これじゃナツユキにあわせる顔がない。冬乃だけじゃなくて、ナツユキの足まで引っ張るつもりか。

　この仕事は続けられないし、近いうちに辞めるつもりではいる。

　でも、このままじゃまだ終われない。




◇　　　　　　　　　　◇




　事務所に帰ってくるなり、絢十は階上の自室に籠もってしまった。

　わたしは、課長のデスクの上の置き手紙を丸めて捨て、ため息をつく。どうやら課長は戻ってきていないようだ。

　やはり絢十を危険な現場に連れてゆくべきではなかった。

　幸か不幸か黒電話は鳴らない。おそらく、仮死者の出る事件が起こったということを警察が発表して、マスコミを通じて住民に行き渡ったのだろう。今頃出歩いている人間はよほどのマヌケか、自殺願望でもあるに違いない。

「仮死者か……」

　課長のデスク横にある資料棚から、古びた一冊の事件ファイルを取り出し、わたしはソファに腰を下ろした。

　一度大きく伸びをしてから、ページをめくる。

　仮死者。長く京に住んでいると、嫌でも耳に入る昔の事件──。

　十一年前、わたしがまだ京都多種族安全機構の存在すら知らずに、カーテンの外側にいた頃。何らかの方法で異界神に位置する怪アヤシを召喚した男がいた。

　召喚された異界神は、死の瘴気を放つ怪アヤシだった。

　その件の死者は実に一八〇〇名以上。神の放つ瘴気に感染して助かったものは、一人もいない。

　当時の京都多種族安全機構が、構成員の一人を除いて全員を失うほどの熾烈な戦いの末に異界神を弱体化させ、異界へ押し戻すことには成功したものの、一連の事件を引き起こした男は依然として行方不明のままである。

　カーテンがある限り、この第一級閉鎖指定地区を出られるわけがないというのに。

　けれど、今回の仮死者はそうじゃない。狐は神の眷属であっても、どちらかといえば妖怪に近い存在だ。狐は現世の怪アヤシであることからも、「異界に押し戻す」という点で符合しない。そもそも、あの狐からは瘴気など発生していなかったのだから。

「形態から推測するに、炎狐か。これやったら、うちにも解決できるな」

　現世の神である狐は並々ならぬ相手ではあるが、異界の神に比べればどうということもない。現世の神が混じっているのは、魂と肉体のおよそ半分が鬼神となってしまった、わたし自身も同じなのだから。

　仮死者のリミットまで、およそ二十時間といったところか。今夜も忙しくなりそうだ。

　絢十は、少し休ませてあげたいな。初日から、とんでもないものを見せてしまった。

　あとでお昼ご飯を持っていってあげよう。うん、そうしよう。オムレツでいいかな。喜んでくれるかな。夏奈深雪だけじゃなくて、日向冬乃のことも少しは気にかけてくれたらいいのに。

　ありがとう、冬乃。こんな手料理までできるなんて、素敵な女性だったんだね。これからは僕のために毎朝味噌汁を──。

「か～、寒ィ寒ィ。よお、戻ったぜ」

　突然ドアが開き、思考を深い妄想の海に沈めていたわたしは驚いて両肩を跳ね上げた。

　残念ながら絢十ではない。課長だ。ハットを片手で取って、課長が眠そうに呟いた。

「………………な、何を一人でクネクネしてんだ、おまえ……」

「う、うっさいわ！　課長には関係ないやろ！」

　まったく、この大変なときに今さらノコノコ帰ってきたりして。

「けんけん突っかかりなさんなよ。恋する乙女は可愛いねェって思っただけだよ」

「こ、恋とか!?　誰が誰にやねん!?」

　バカにして。意地でも表情になんて出してやらないんだから。

「それに課長に可愛いとか言われても、なんっも嬉しないっ。どーせ課長はボインボインの柔らかセクシーなオネーチャンしか興味ないやんか。うちかて、心にもないこと言われて喜ぶほどガキやないわ」

　課長がコートをコート掛けに投げ、デスクの椅子を引いた。半笑いで椅子に座って両手で後頭部を支え、長い足をデスクへと投げ出す。

　これがこの人の、スタンダードな座り方なのだ。ほんと、オヤジ臭いしタバコ臭いしスケベ臭いし、下品極まる。

「なんだ、おまえ？　俺に好かれてえの？」

「死んでもいらん！　ドブに叩き込んだるわ！」

「ハハ、俺もだ。鬼だし硬そうだからな。色気もまだまだ足りん」

「ぐう……っ」

「おっ、ぐうの音が出たねェ」

　突っ込む気も起きない。

　だめだ。この人と会話をしていると、白目剝いて泡を吹いてしまいそうになる。口喧嘩で勝てたことなんて一度もないのだから。

「い、いつか殺すっ」

「そいつぁ手厳しいね。──さて、と」

　突然声のトーンを落とすと同時に、課長の視線が鋭いものへと変化する。いつもは眠そうな半眼なのに、仕事となれば仄暗い殺し屋のような目をするのだ、この男は。

「仮死者の件はどうなった？」

　こういうときの暁時人は、やはり怖い。力があるだとか強いだとか狡猾であるといった、単純な強弱の問題ではなく、生物的に危険なのだ。猛毒を持つ蛇に似ている。

「出先でケーブルの放送を見て知った。早々に切り上げて戻ってはきたが……絢十はどうした？」

「ショック受けて部屋で休んどる。ちょっとばかり刺激が強すぎたかもしれん」

　少しだけ何事かを考えるかのような素振りを見せたあと、課長はわたしの手の中のファイルに視線を向けた。

「死の瘴気か？」

「いや、瘴気じゃなかったわ。狐の一種や。獣の形態から察するに炎狐と思う。狐火も従えとったしな」

　ほんのわずかに、課長が視線を弛めた気がした。

　やはり十一年前の瘴気を放つ異界神の事件のことを考えていたのだろう。そういえば暁時人は、あの事件のときすでに安機に入っていたはずだ。旧安機のたった一人の生き残りとは、やはり課長のことなのだろうか。

「炎狐か。そいつは僥倖ぎようこう。もしその個体が妖狐だったら、鬼神でも手を焼くところだ。だが、どうして狐が人の魂を欲しがる？　贄にえを欲する時代でもあるまい」

　そこはわたしも疑問に感じていたところだ。

「課長、魂を吸う小箱って聞いたことある？　炎狐の首輪にぶら下がっててんけど」

「……ねえな」

　京都多種族安全機構の暁時人が知らないのであれば、それは伝説上のものではなく、現代に於おいて何者かが何らかの目的を持って新たに作り出した呪具か祭具と考えるべきだ。

「妖狐ならばともかく、炎狐ごときの知性でそんなものを作る可能性も皆無だ」

　わたしの思考を先回りして、課長が呟いた。

「裏に何者かがいるってことやな。そいつが炎狐の首輪に小箱をつけた。飼い主か？」

「どうかねェ。そればっかりはわからんよ。炎狐本人にでも聞いてみねえとな」

　長い息を吐いて、課長がタバコを咥えた。わたしはわざとらしく足音を立て、換気扇の紐を引っ張った。

　まったくもって面倒くさい。自分で回せ、バ課長め。

「タイムリミットは？」

「通報が入った時間から逆算して、明日の午前九時、いや、八時や。残り一日もあれへん」

　タバコの臭いは嫌いだけれど、オイルライターの蓋が開く音は嫌いじゃない。

　じじっと音がして、炎がタバコの先に灯る。課長が静かに紫煙を吐き出した。

「…………また、眠れねえな」

　ぼうっとした声で課長が呟いた直後、ドアがノックされた。正確には違うけれど、戒厳令状態の京の街では、依頼者ということもないだろう。

「客じゃねえんだ。ノックはいらねえよ」

　課長の声に続いて、ドアが開かれた。そこには今から出て行くことを示すように、コートを着込んだ絢十の姿があった。

　わたしは大慌てで立ち上がる。

「ちょ、ちょっと絢十！　どこ行くん!?　……まさか、さっきの一件でもう辞めるつもり？」

「へ？」

　絢十が目を丸くして、首を勢いよく左右に振った。

「いや、まだ辞めないよ。ちょっと調べたいことがあって出かけてくるだけだから」

「調べたいこと？」

　絢十がわたしにうなずいて、課長のデスクへと歩を進めた。

「暁課長、少しの間、拳銃レンの弓をお借りしても構いませんか？」

　課長が眉をひそめる。

「ああ？　おめえ、まさか一人で狐をやっつけるつもりか？　わかってると思うが、ただの狐じゃあねぇよ。ありゃあ、炎狐っつー炎を操る狐だ」

「だめ！　絶対だめ！　そんなことさせられない！」

　わたしは絢十の腕をつかむ。

　絢十はわかっていない。炎狐というものの危険性を。力自体はさほどのものではないけれど、下手をすれば付近一帯を火の海にすることだってできる怪アヤシだ。その場合、パワーバカの人狼などとは比較にならないほどの人的被害が出る。

　けれど絢十は指先で頰を搔いて、こちらが拍子抜けするくらいの苦笑いを浮かべた。

「あはは、まさか。僕にはそんなことできないよ。拳銃レンの弓は護身用。さっきも言ったろ。調べたいことがあるって。場所はもうつかんでるから昼すぎには戻るよ。……あ、逃げたりしないから。ろくなものが入ってないけど、荷物は部屋に置いていくよ。だからゴミ漁りで通報するのだけは勘弁して」

　課長が天井へと向けて紫煙を吐き出した。コンクリート剝き出しの天井は、すでにヤニで黒く染まってしまっている。

「……で、おめえの調べたいことってのはなんだ？」

「それはまだ言えません。僕の勘違いかもしれないし、不確かなことをここで語ることで、課長や冬乃の捜査に支障をきたすかもしれないから。その……すみません」

「ふむ」

　顎の無精髭を撫でて、課長は値踏みするような視線を絢十に向けた。

　わたしは反対だ。絢十はこの街にまだ馴染んでいない。魔都では、こういう人が一番危険なのだ。絶対に一人で行動なんてさせるべきじゃない。

「いいだろう。拳銃レンの弓は預けとく。余計な怪アヤシに絡まれそうになったら、チラつかせてやりゃあいい。あわててケツまくって逃げるだろうよ」

「課長……ッ！」

　わたしの抗議を黙殺して、課長は眠そうな半眼でため息をついた。

「京都多種族安全機構のモットーは、すべての種族に〝規定に基づく自由を与える自由〟だ」

「そういうの、世間では無責任って言うんや！　絢十が死んだらどうすんねん！」

「ハ！　長え間ここにいて、今さら何抜かしてやがる。そいつも自由だ」

　ああ言えばこう言う。わたしは両手で頭を搔き毟り、やぶれかぶれで吐き捨てる。

「じゃあ、わたしは絢十についていく」

　返事は意外なところから来た。

「それはだめだ。僕の考えはあくまでも推測であって、確定じゃない。二人が自分の捜査を続けていないと、推測が外れていた場合には、最悪、現在出てる仮死者が全員手遅れになる可能性が高い。手分けしよう、冬乃」

　バカ、このバカ！　正論バカ！　正しいバカ！

　よほどヒドい表情をしていたのだろう、絢十がわたしを安心させるように微笑んだ。

「大丈夫だよ。危険なことはしないって約束する。心配してくれて、ありがとう」

「うう……、し、心配なんかしてるかーっ！　勘違いすんなタコッ！　いちびっとったらケツの穴から手突っ込んで奥歯ガタガタいわしたるぞ！」

　だめだ、言い過ぎた。絢十がしょんぼり顔になっている。

　課長が足をデスクから下ろして、タバコを灰皿でねじ消した。

「さて、飯食う暇もねえが、俺はそろそろ出る。魂を吸う小箱とやらが気になってねェ。誰が作り、誰が与えたのか。いや、それよりも、魂を小箱に保管する目的は何か。……絢十、おまえの調べたいことと被ってるか？」

「いえ、違います」

　課長の表情に悪そうな笑みが浮かぶ。

「……ほう、そいつは重畳ちようじよう。俺にゃ見えてねえもんが、おまえさんにゃ見えてるってことだ。案外おまえ、この仕事向いてるかもしんねえぜ。──じゃ、冬乃は炎狐の捜索な。やり方は任せる。今日はもう依頼はねえだろうから、全員、携帯の電源は入れとけ。何かあったらすぐに集まれるようにしろ。いいな？」

「はい」

　絢十が即答すると、わたしは不承不承うなずいた。

「……はい」

　こうなってしまっては仕方がない。本当は使いたくなかった手段だけれど、絢十にムチャなことをさせないよう、釘を刺すくらいのことはできるだろう。

　他ならぬ夏奈深雪からのメッセージなら。
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　借り物のあぽろ12号のアクセルを開け、僕は北西方面へと加速する。ちなみに改造前らしく、11号とは違って普通の原付だ。月まではぶっ飛べない。

　あのとき、子狐は確かに言った。

　──いー、いきー、きかかえす。

　幼い息づかいのような声だった。

　日本語を話したのだ。もっとも、ナツユキの情報では、魔都京都に於てはノラ犬やノラ猫ですら話す輩もいるらしいのだから、炎狐という怪アヤシであるあの子狐が言葉を話したとしても不思議なことではない。

「生き、返す」

　声に出して呟く。

　誰を？　どうやって？

　仮死者を増やし続けている行動とは正反対の言葉だ。

　戒厳令のためか、通りすがりの人間はほとんど見かけない。怪アヤシらしき存在は何度も見かけたけれど、ヒトと違って簡単には魂を抜かれる恐れのない彼らの生活は、ほぼ平常運転だ。

　ゴーストタウンを抜けて原付を走らせ、碁盤の目のように造られた京の道路を、西へ、北へと交互に進む。

　静かすぎる街は少し不気味だ。異形の怪アヤシであっても、声が聞こえてくると安心する。

　京都の道路は、目的地の方角さえ見失わなければ迷うことはない。時々スマートフォンのナビに視線を落としつつも、僕はようやく目的地に到着した。

　山際やまぎわに建てられた静かな墓地だ。

　怪アヤシとは、伝説上の神や天使、悪魔、魔物、妖怪、妖精といった類の存在と言われている。だとするなら、京の狐の伝説はそう多くはない。

　古来より京を見守ってきた伏見稲荷の宇迦之御魂神うかのみたまのかみを除けば──茶人、千宗旦に化けて茶会を楽しんだ宗旦狐そうたんぎつね。琴を弾くことを好み、夢枕に立って子を授けるとされる御辰狐おたつぎつね。一条天皇の宝刀である小狐丸を刀匠三条宗近とともに鍛えたとされる合槌狐あいづちぎつね。伊佐津川の橋に化けて人々を困らせた狐。高陽川のほとりに出現して人間を騙し、馬の背に乗った少女狐しようじよぎつね。

　うち、祀られていない、正体や出所のわからないものは二つ。

　伊佐津川の狐は、カーテンの外の話だから除外。となると、高陽川のほとりに出現して少女の姿に化け、通行する人々の馬に乗る悪戯を繰り返していた少女狐である可能性が高い。

　馬に乗る少女狐の伝承は、この住吉山墓地からほど近い、高陽川、仁和寺にんなじの近くだ。

　恐る恐る墓地に入る。市営霊園らしいが、行政が半壊して以来、管理するものは存在しない。今や京の行政は、生者のためで手一杯だ。

　静寂を破る風の音。冬であれば虫の声すらしない。

「行くぞ」

　生唾を飲み、僕は草木に覆われた墓石近くの地面を一件一件調べてゆく。他に方法はない。だって僕は、少女狐と関わった人物の名前を知らないのだから。

　探しているのは狐の痕跡だ。

　狐であれば、犬のように主人の墓前に留まることはないだろう。だけど、怪アヤシとなれば話は別だ。現にあの小狐は、僕に語りかけてきた。「生き、返す」と。

　山岳方向には、天まで届くほどのカーテンが広がっている。ここは第一級閉鎖指定地区の北端だ。確かこの先の宇多天皇大内山陵あたりがカーテンの引かれた地だったか。

　一時間ほどかけてすべての墓前を調べたが、それらしき痕跡はない。足跡や糞に期待をしたけれど、そもそも地面には雑草が生えているし、知性の高い怪アヤシである炎狐が糞など住み処に残すかどうかも怪しい。あったとしても、それが件くだんの炎狐のものだという確証はない。

「だめだ、無謀だったか」

　馬の背に乗った少女狐の話は今昔物語集にある。となると、平安時代末期にはすでに存在していた伝承ということになる。

　そもそも、この住吉山墓地ができたのは明治に入ってからだ。平安時代に亡くなった人が埋葬されている可能性は低い。平安の墓ありきで明治に墓地にしたのか、墓地ありきで墓が並べられたのか。前者であれば、可能性があると思ったのだが。

　額の汗を拭い、僕はカーテンを見上げた。

　本来であれば電磁波は透明で色などついてはいないが、閉鎖指定地区の内外問わず危険な代物なので、特別にオーロラのように着色されている。原理はわからないけれど。

「こうして見ると案外綺麗だな。あまり長居はしたくないけど」

　これほどの電磁波だ。短期的なものならともかく、長期的にはどれくらいの範囲まで人体に影響を及ぼすか、わかったもんじゃない。

　引き返そうと視線を下げたとき、僕の視界に、山岳方向へと続く細い獣道が入った。雑草が踏み潰されて、草木の生い茂った薄暗い山へと続いている。太さから察するに、猪や熊といった類ではないだろう。熊などいないけれど。怪アヤシ以外は。

「カーテンに近づくことになってしまうか……でも、ここまで来て引き返すのもな……」

　そのとき、スマートフォンが鳴った。メールの着信音だ。





　FROM:夏奈深雪

　こんにちは、絢十さん。今日はとてもよいお天気ですね。まだまだ寒いけれど、窓から射し込む陽光は暖かいです。心なしか、窓際で育てているポインセチアも喜んでいるような気がします。それと、ご心配をおかけしてごめんなさい。まだ少し治るまでに時間がかかりそうですが、身体のほうは大丈夫です。お忘れかもしれませんが、わたしも京流しをされた身。半分は怪アヤシとなってしまいました。でも、おかげでこの街で暮らしてゆけるくらいには強くなれました。わたしは絢十さんのほうが心配です。危険なことはしていませんか？　あなたは昔から、誰かのために動き始めると無理をする方でしたから。どうか、御身を大切に願います。それでは、再会を楽しみにしています。

ナツユキ拝






「病弱なクセに、ベッドの中で強いって言われてもな」

　まるでどこかから見られているかのような文面に、僕は苦笑した。

「大丈夫だよ、ナツユキ。危なくなったらすぐに逃げるから。キミに逢うまでは死んだりしない」

　独り、呟く。

　返事を書くのはあとだ。

　スマートフォンを原付バイクのメット入れに収納する。

　電磁波のカーテンに近づくのだ。指向性があるとはいえ、機器類が壊れてしまってはナツユキと再会することすらできなくなってしまう。

　意を決して、僕は獣道を進んだ。人間がいなくなった地域は、驚くべき速さで植物が蔓延はびこる。まるで植物のトンネル状態だ。

　身を屈め、ひたすら獣道を辿った。木々につかまり斜面を下り、わずか三メートルほどの幅の小川を飛び石で渡って、枯れ葉の大地に手をつき、再び斜面を登る。

　やがてそれは、そう遠くない位置に見えてきた。

　石だ。現代の墓石のように綺麗に切り取られたものではなく、けれどもかろうじて直方体を目指したと思われる、ゴツゴツとした人工物。

　時代を感じさせるように、すっかりと苔生こけむしている。

　かろうじて読めなくもない、彫り込まれた文字は──。

「しのざ……篠﨑しのざき……貴守たかもり……」

　聞いたことのない名前。けれど、墓石には違いない。それに。

「枯れ葉のベッドだ」

　墓石の陰には、堆うずたかく積まれた枯れ葉があった。ちょうど小動物が眠ったような痕跡があり、中央が窪んでいる。枯れ葉のベッドには、金色の体毛がいくつも落ちていた。

　あたりだ。少女狐は他人の魂で、篠﨑貴守を生き返らせようとしていたんだ。

「カーテンの近くだから、誰も近寄らなかったんだな」

　僕はその場に膝をつき、両手を合わせる。

「必ずもう一度参ります。可能なら、あなたの大切な友人を連れて」

　ゆっくりと手を合わせている時間はない。少女狐と鉢合わせなどしたら拳銃レンの弓を抜かざるを得なくなるし、それでなくとも少女狐と冬乃がぶつかる前に、このことを冬乃に知らせなければならない。

　僕は踵を返し、大急ぎで斜面を下る。小川を渡って再び斜面を登り、墓地に停めておいた原付に跨がった。

　直後、原付のメット入れから着信音が鳴り響く。メールじゃない。それは、冬乃からの電話だった。
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　わたしは用件を一方的にまくし立て、携帯電話の電源を切った。絢十が何かを言おうとしていたけれど、それを聞いている時間はない。状況は最悪だ。

　あらためて周囲を見回した。

　大正時代まで水運に用いられていた高瀬川沿いの木屋町きやまち通の一角が、炎に包まれていた。歓楽街から一本外れた観光街であるここら一帯には、京都独特の趣のある木造建築物が非常に多く、それらを好む人間が多く住んでいる。

　つまり炎狐は、この一角の人間を建物から追い出すために炎を放ったということだ。

　その証拠に、この狭い木屋町通には、多くの仮死者が倒れている。今は彼らを炎から遠ざけるため、良識のある数体の怪アヤシが仮死者を運んでいるところだ。

　わたしはその中に、見覚えのある猫耳セミロングヘアの少女を見つけた。猫娘の魚屋だ。

「ストップ・ザ・魚屋！」

「にゃ!?」

　炎に照らされて炎色に輝く体毛を逆立て、魚屋が恐る恐るこちらを振り向いた。背負っていた人間のおばさんが、魚屋の背中から地面にずり落ちた。

「ぅ、うへぇ……鬼っこちゃん」

　人の顔を見て「うへぇ」と言うのは失礼だ。そこまで怖がられると、さすがにわたしだって傷つくのだけれど。

「あ、こ、こここれ、ああたしじゃないよっ!?　あたしゃただ、転がってるやつらが燃えないよーに、助けてやろうと思っただけさね！　ここらのやつらは、うちのお得意さんだから！」

　魚屋が大慌てで、わたしの目の前で肉球と鋭い爪を左右に振った。

「ああああ、もちろん火事場泥棒もやってないよっ!?　そりゃちょっとは綺麗な宝石だなあって思ったけど、まだ盗ってないにゃ！　いくら命を助けたからって、見返りを期待するほど猫は賢くないにゃ！　我々は刹那的な生き物ですからにゃ！」

　何をペラペラと不穏なことを言っているのか、この猫は。

　魚屋だけに、目が泳いでいる。けどまあ、おそらく脳裏にそういった欲望が浮かんだだけであって、実際に実行はしていないだろう。

　少なくとも、こいつはわたしに噓はつかない。

「わかっとるわ。あんた、ここらへんで炎狐見んかったか？」

「炎狐？　にゃんで？」

　まるで巨大魚でも担ぐかのように、右肩に大きなおばさんを担ぎ直し、魚屋が奇妙な表情をした。小柄であってもやはり怪アヤシ、並外れた力がある。

「火ィつけた可能性が高いから追ってる。街中で仮死者を量産しとるのもそいつや」

　魚屋の表情が変化した。

「ねえ、鬼っこちゃん。安機はさあ、完全にニンゲンの味方なの？」

「はあ？」

　わけのわからない質問に、わたしは眉を歪めた。

「怪アヤシの味方ってわけじゃないよね。でも、ニンゲンの味方でもないと思ってた」

「何が言いたいんか意味がわからへん。悪いんやけど、あんま時間ないねん。もっとわかりやすく言うてくれへん？」

　魚屋がずり落ちてきたおばさんを担ぎ直す。

「なんでもかんでも怪アヤシのせいにしないでほしいな。あたし、見てたよ。火をつけたのはニンゲン。少なくともニンゲンの容姿だった。見かけはね。炎狐ちゃんはそのあとに来て、魂を抜いたんだ」

　火を放った共犯者がいるってことかっ!?　ならば小箱の持ち主だ！

「ど、どういうことや！」

「さてにゃあ？　あたしが見た放火犯はニンゲンの格好したジジイだったよ。まーでも、炎狐ちゃんが魂抜いてったのは事実だから、そいつを庇かばうつもりもないけどね。……ただ、あの炎狐ちゃんは、にゃ～んだか今にも泣きそうな目ぇしてたなあって思っただけさ」

　わたしにはわからない感覚。犬や猫に属する怪アヤシには、人間の感覚ではわからない同族の表情を読む。つまり、それが怪アヤシであろうがなかろうが、犬や猫に属する動物であるなら大体の感情を読み取れるということだ。

「どっちに行った？」

「西」

　狐は哺乳綱ネコ目、イヌ科イヌ亜科。魚屋の言うことは噓やデタラメではないだろう。でも、今は緊急事態だ。それを考慮に入れる余地はない。

「鬼っこちゃん、あの炎狐ちゃん、たぶん苦しんでるよ」

「それでもあいつは禁忌を犯した。見逃すわけにはいかん。京都多種族安全機構は怪アヤシの味方でも人間の味方でもなく、正義の味方やからな」

　ほんの一瞬の間を開けて、魚屋が口元を歪めた。

「にゃは、だよね～。だからこそ、真実はちゃ～んと究明してよね」

　魚屋がへらっと笑った瞬間、突然炎を突き破って、燃え盛る家屋の中から人狼が飛び出してきた。

「どわっちゃあ！　あち、あちちち……！」

　背中を丸め、棍棒のような太さの両腕を胸の前で交差している。人狼は、わたしを見るなり、ものすごい大口を開けて表情を引き攣らせた。

「あ……あぁぁ……おぅふ……お、おお鬼……」

　ここまでのオーバーリアクションであれば、同族でなくとも、わたしにだって人狼が何を考えているか手に取るようにわかる。

「びびってるとこ悪いけど、あんた、頭燃えてんで」

「ぬっほあああぁぁぁ!?」

　人狼は腕の中に持っていた物体を魚屋に押しつけるや否や、小さなコンクリートの川、高瀬川へと頭から飛び込んだ。人狼の頭部で躍っていた小さな炎が消し飛ぶ。

　高瀬川から頭を出した人狼の頭頂部を見て、わたしは思わず噴き出した。

「あっはははは、人狼が河童になりよったわ！」

「にゃはははははは！　チョーウケる！」

　人狼は狭いコンクリートの川をよじ登るなり、魚屋を指さして喚く。

「あ、あんたが火の中の赤ん坊を救い出せっつーから行ったんだろーがッ」

「あたしのことは社長って呼びな、この河童ハゲ！」

　ふと気づけば、魚屋の右肩には仮死者のおばさんが、左腕の中には元気に泣き出した赤ん坊が抱えられていた。

　あの人狼、火の中に取り残された赤ん坊助けに行ってたんか。それも、ニンゲンの。

「ったくよぉ～。たかが一回の食い逃げで、こんだけただ働きさせられるたぁ、悪いことはできねーな」

「ぶつぶつ文句言うな、従業員一号。三食焼き魚あげてるっしょ」

「へいへい。たまにゃ肉も食いてえよ。力が出なくなっちまうぜ」

　しょんぼりと、大きな肩を落とす人狼。

　わたしはそんな二体の怪アヤシの様子を見て、また少し笑った。

「おい、魚屋二号」

「……あ？　お、俺のことか？　従業員でも魚屋でもいいから、せめて一号か二号かで統一してくれよ。それと、一応俺にはちゃんと名前があんだからなっ」

　魚屋が顔を歪める。

「あんの!?　なんで!?　ワンコずるい！　あたしにだってナイのにぃ！」

「ワンコ言うな！　名前は神樹にもらったんだ」

「神樹に？」

　魚屋が問いかけると、人狼がうなずいた。

「社長みたいなデミ・ヒューマンにゃわかんねえ感覚だろうが、神樹産まれの怪アヤシは最初っからある程度の知識と名前を持ってんだ。つか、社長は人間だった頃の名前を名乗りゃいいじゃねえか」

「にゃ？　あたしって人間だったの？　んな記憶ないんだけど」

　魚屋が不思議そうに首を傾げた。

　魚屋は、どう見ても半分以上人間だ。洋服だって着ているし、むしろ人間の女の子に猫耳と尻尾をつけただけの仮装にさえ見えるくらいにヒトの血が濃い。京にはオリジナルの猫又も存在するが、あれはもう本当に二足歩行する普通の猫といった風体だ。

　同じ系列の怪アヤシとはいえ、両者はまるで違う容姿をしている。まあ、京ではそれも珍しい現象ではないのだけれど。

「……これだから猫はよお。適当生物だから忘れてるだけじゃねえの？　よく思い出せよ」

「うっさいワンコ！」

「だからワンコ言うなって……」

　人狼の不満そうな呟きを黙殺して、わたしは命じる。

「あんた、そこらの仮死者運び終えたら他の怪アヤシに協力させて、消火の指揮せえ。うちは炎狐を追う。ほんで、あとからマヌケそうな人間が来たら、西の方角に行ったって伝えて」

　こういった輩は、大切な役割を与えることで変化することが多い。悪人から、善人へ。怪アヤシを更生させることも、京都多種族安全機構の大切な役割だ。

「そりゃ別に構わねえけどよ、どうやって消火すんだ？　川から水を汲み上げるなんてことはできねえぞ。隣の家の水道を借りたって、すぐに燃え移っちまって使えなくなるし、一帯が燃え尽きるまで待つしかねえんじゃねえの？」

　人狼が、外国人がそうするように両手を広げて肩をすくめた。さすがは西洋の魔物だ。仕草もそれらしく見える。

「趣があってもったいないけど、燃えてる建物の隣にある建物を潰すんや。燃えるもんを破壊して延焼を最小限にすれば、小さい火だけになる。そしたらあとは水道の水使って消したらええ。あんたは力有り余っとるし、そういうやり方得意やろ？」

　人狼は少しだけ考えるように視線を斜め上空に上げたあと、わたしを指さして呟いた。

「まあ、平気なツラでビルを揺らしちまうような、どこぞの赤鬼ほどじゃねえけどな」

「むぐぅ……」

　それもまた傷つく言葉だ。人狼はどこ吹く風で、片腕をブン回している。

「ま、いいぜ！　んじゃま、いっちょやったるか！」

　わたしは思う。

　意外と。意外と悪い怪アヤシなのではなく、本当に腹が減って、やむにやまれず魚屋の魚に手を出してしまったのかもしれない。そんなことを考える。

　わたしはその場で屈伸をして、早口に呟いた。

「おい、二号。名前」

「あ？」

「あんたの名前、覚えといたるわ」

　人狼の表情が、またしてもわたしにわかるくらいに歪められた。

「あんたに覚えられるとなると、ゾっとしねえな」

「じゃあいい。──魚屋、この場は任せるで」

「あいさー！　今後ともご贔屓に！」

　猫娘が腰を少し曲げ、可愛らしい敬礼をする。

　威勢のよい魚屋の声を背に、わたしは両膝を曲げて、幅数メートルの高瀬川を一息に飛び越え、木造建築の瓦屋根へと飛び乗っていた。

　さらに膝を曲げて跳んだ瞬間、背後から声が届く。

「ラルだ！」

　わたしはうしろ手を振って、アスファルトに両足をつける。無人の河原町通を横断し、さらに西へ。
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　用件を伝える前に電話は切られてしまった。以降、繫がらない。

　アクセルを全開にして、僕は木屋町通を目指す。

　動力の大半を失った現在の京では珍しい原付のエンジン音に、道行く怪アヤシらが怪訝な表情でこちらに視線を向けてくる。

　だけど、構っている場合じゃない。遠慮をしている場合でもない。

　原付を限界まで倒し、時速五十キロで交差点を曲がる。

　遅い。あぽろ11号のやりすぎ改造もどうかと思うが、ただの原付では京の第一級閉鎖指定地区は広すぎる。

　気ばかりが焦る。

　今出川いまでがわ通から河原町通へ南に入り、二条通から木屋町へと飛び込む頃には、付近一帯には鼻につく焦げた臭気が充満していた。

　南の空が赤い。

　そんな僕とすれ違うように、何体かの怪アヤシが仮死者と思われる人間を運んで走って行った。行き先が気になるけれど、あれはおそらく冬乃の指示だ。放っておいても危険はないだろう。

　原付を走らせる。空を覆うほどに成長した街路樹の下、木屋町通をしばらく行くと、躍る炎が見えてきた。

「熱……ッ」

　熱風に顔を覆う。手をどけたとき、僕の視界に飛び込んできたのは巨大な肉体を持った銀色の人狼だった。体毛のあらゆる箇所が焦げている。

　あいつ……！

　全身に痺れるような恐怖が蘇る。

「クソッ、あの鬼女め、消火しろなんざ簡単に言いやがって！　火の回りが早え！」

　炎の躍る建物の三軒隣、木造建築に狙いを定め、豪腕を振り抜く。重く硬い音が響き、建物が揺れた。

　人狼の陰から、これまた見覚えのある猫娘が顔を出す。

「文句言わない！　さっさと壊さないと、炎に追いつかれるよ！　木屋町全部焼いたら、あんた今度こそ鬼っこちゃんに挽肉にされるかんね！」

「じゃあ手伝えよ、社長！」

「にゃは、むりむり。あたし非力だもん。猫だから。搔き切るのは得意だけどさ。頑張れ頑張れ、ラル。うまくいったら、ボーナスに鴨川の魚を十尾あげてもいいよ」

「頼む、給料やボーナスは金にしてくれ……」

　やりとりを見る限り、どうやらもうあの人狼にも危険はなさそうか。

　ラルと呼ばれた人狼は、豪腕を何度も何度も柱へと打ちつけている。

　僕は念のために腰に挿した拳銃レンの弓に右手をやって、二体の怪アヤシへと駆け寄った。

　えっと、確か彼女の呼び名は──。

「魚屋！」

　頭頂部の猫耳がピクっと動き、魚屋がこちらに振り向いた。

「まいど！　……って、あんたは安機の新人くんかい。一日ぶりだねえ、元気だった？」

　おふざけに乗っかっている場合じゃない。僕は魚屋の言葉を無視して、人狼に視線を向けた。

「んあ、ラルならもう大丈夫。鬼っこちゃんに言われて、延焼防止にああして社会にご奉仕中だかんね。南側は他の怪アヤシが建物破壊してるよ。で、この北側はあたしとラルね」

　ラルというのは人狼の名前か。

「社長はなんも手伝ってねえだろうがッ！　このクソ猫が！」

「社員の手柄は社長の手柄。社長のミスは社員のミス。おまえのものはおれのもの。おまえはおれのもの。これが社会の掟さ」

「がぁ、もう！」

　人狼ラルは一瞬だけ僕に視線を向けたが、それどころではないのか、必死で柱を殴り続けている。すでに炎は二軒隣の店舗跡にまで燃え移っている。

　間に合うか？　いや、それよりも僕にはやることがある。

「冬乃はどっちに行ったの？」

「ああ、鬼っこちゃんの言ってたマヌケってのは、あんたのことだったのかい。う～ん、昨日と違ってなかなかいいツラ構えだったから、気づかなかったよ。てっきり暁時人かとばかり思ってた。にゃはは」

　僕よりマヌケ顔だなんて、課長が聞いたら卒倒しそうだ。

「急いでるんだ！」

「はいはい、鬼っこちゃんなら西だよ。炎狐ちゃんを追いかけて西に移動した。マヌケがきたら、そー伝えろって言い残してさ」

「くそっ！　入れ違いか！　このままじゃ炎狐と冬乃が衝突してしまう……！」

　呆然と、魚屋の口がわずかに開けられた。

「あんた、止める気なのかい？　鬼っこちゃんを」

「そうだよ！　冬乃に伝えなきゃならないことがあるし、炎狐に教えてあげたいこともある。だから時間がないんだ。本当は、戦う必要なんてないんだよ」

　猫の口角がゆっくり持ち上げられ、瞳が細められる。人間に近い容姿だからだろうか、なぜかはわからないけれど、僕の言葉で機嫌がよくなったのがわかった。

　とてもいい顔で笑う。この魚屋は。正直、少しだけ見惚れた。

　猫と人間の特徴を兼ね備えているのだから、この笑顔は極めてたちが悪い。破壊的なほどの可愛らしさだ。冬乃の赤い髪と瞳も、とても綺麗だった。彼女らと同じくデミ・ヒューマンであるナツユキも、やはり何らかの変化をきたしているのだろうか。

　怪アヤシはとても恐ろしく、同時に可憐で美しい。躍動感が人間などとは比較にならない。人間ベースの彼女らと違って、狼ベースの人狼ラルは神樹に産み落とされたオリジナルなのだろうけれど、やはり暴力性の中にも野生の美しさや逞しさのようなものを感じてしまう。

　余計な考えを振り払い、僕は原付を切り返した。

「ありがとう、魚屋！」

「いーえー、どーいたしまして。あんたはさ、個人的に応援しているよ。マヌケくん」

　その物言いに、僕は苦笑いでこたえる。

「マヌケはやめてほしいな。名前は一条絢十だ」

「あいあい、絢十ちゃん。あたしは魚屋よろしくネ。これ、うちの店のケーバン」

　猫娘は腕を広げてくるりとその場で回転し、蠱惑的な笑みを浮かべながら、僕の上着のポケットに、携帯番号の書かれた紙をねじ込んだ。店の携帯というよりは、彼女へのホットラインだ。

　女の子からこんなことをされたことがなかったから、なんだか少し気恥ずかしい。

「あ、ありがとう……」

「不漁の日以外は、七条通か四条通でいつも露店出してる。値段はその日の気分次第だけど、あ～んたなら安くしとくよぅ。いつでもね。だから、今後ともご贔屓にィ～」

　僕はアクセルを開けて、西へと向けて原付を走らせる。

　得体の知れなかった怪アヤシという存在も、接してみれば存外に楽しいやつらだ。猛獣と違って言葉を理解している分、話せばわかるというのが大きいのかもしれない。

　そう、話せばわかるんだ。理解させることができる。鬼と狐だって、最初からぶつかる必要なんてないんだ。

　中京区を横断し、二条付近で原付を一度停めた。ここまで怪アヤシ同士の小競り合いにはいくつか遭遇したが、冬乃も少女狐も見てはいない。

「くそ……っ」

　行き過ぎたのか、まだ先なのか、それとも少女狐が方向転換をしたのか。

　気ばかりが焦って考えが空回る。こうしている間にも、冬乃は少女狐を仕留めてしまうかもしれない。それとも、すでにすべてが終わって事務所に帰ってしまったか。

　何度か携帯に電話をしてみたけれど、出そうにない。

「二条駅のほうまで行ってみるか」

　駅といっても、第一級閉鎖指定地区内の駅はすべて廃墟化している。電車など、とうの昔にやってこなくなった。

「……」

　こうして停まっているだけで、珍しいエンジン音に釣られて怪アヤシが寄ってくる。

　数体は原付のロゴを見て舌打ちをして引き返すけれど、そのうち何体かは恨みがましい目つきで歩み寄ってくる。

　牙を剝き、爪を出しながら。

「うわっ、ちょ……！」

　言いたいことややりたいことは想像できる。だからこそ、今は特に停まっている時間はない。時間があっても停まれないけど。

　僕は彼らの手が届く距離に入る前に、再びアクセルを吹かした。

　無改造の原付などでは、彼らがその気になれば追いつかれるのかもしれないけれど、積極的にそうしないところを見れば、冬乃や暁時人の京での治安維持活動は、多大なる効果を収めているのだと思った。

「あまり細い道を行くのは危険だな」

　二条駅を目指して細道から大通りへと出た瞬間、爆発音と同時に右手の空が真っ赤に染まった。

　……二条城！　そうか、冬乃は少なくとも人的被害の出ない場所を戦いの場に選ぶ！　ここらへんだと、二条城の庭園しかない！

　タイヤを滑らせ、西から北へと進路を変える。

　二条城の東大手門を原付に乗ったままくぐり、僕は目を見開いた。子狐が体毛を逆立て、いくつもの狐火を、ところ狭しと駆け回る冬乃へと放ち続けていた。

　いや、違う！

　子狐はどうにか冬乃と距離を取ろうとして、狐火を自らと彼女の間に落としているだけだ。距離を取って逃げだそうとしては、冬乃に回り込まれている。

　やっぱりあいつ──。

「待って、冬乃！」

　僕の声は熱風と轟音に遮られ、彼女の耳には届かない。

「くそっ！」

　京が第一級閉鎖指定地区となり、二条城の城内が管理されなくなって十数年。すでに砂利など姿を消し、全面が雑草に覆われている。だから、至るところで炎が上がってしまっているんだ。

　行くしかない！

　原付のアクセルを開けて、僕は身を低くして歯を食い縛った。庭園で躍る炎を突き破って火花を弾き飛ばし、無謀にも突き進む。

　冬乃が火柱を飛び越えて、空中で右の拳を引き絞る──！

　赤髪が熱風と慣性で激しく躍った。むろん、その先に存在するのは小さな子狐だ。

「やめろぉぉぉ───────────っ!!」

　原付を横倒しに滑らせ、子狐の前に躍り出て、僕は両手を顔の前で交差した。

　赤鬼の一撃は大地を揺るがし、鉄筋コンクリートのビルすら破壊する。自分の両手など気休めにもなりはしない。受ければ上半身は粉砕されて、肉片と化すだろう。

「絢──ッ!?」

　突然子狐の前に滑り込んできた僕に驚愕し、冬乃が息を吞む。指の隙間から見える、迫り来る赤鬼の拳。

　死──。

　冬乃が歯を食い縛り、放った拳の軌道をわずかに逸らした。赤鬼の一撃は僕の頰を裂き、衝撃波で二条城庭園の大地を貫いて雑草下の砂利を一気に跳ね上げ、さらに地面を抉って止まった。僕はといえば、まるで大波か大風に巻き込まれたかのように視界が空になり、大地になり、気づけば全身で地面を転がっていた。

「絢十！」

　頭の中で冬乃の声が反響している。視界は作りかけの粘土のように歪み、身体は指一本すら動かせない。喉奥から溢れ出た酸っぱいものが、唇を伝って地面に流れ落ちたのがわかった。

　まるで交通事故だ。

　かろうじて理解できたのは、風圧。赤鬼の拳が巻き起こした風圧に吹っ飛ばされ、脳震盪のうしんとうを起こしているということだけだ。

　脳内がシェイクされたせいか、意識が混濁する。

「絢十！」

　彼女が駆け寄ってきて跪ひざまずき、僕の頭を抱え起こして膝枕をした。

「よかった、生きてる……ごめん、ごめんね……。大丈夫、すぐに病院に連れて行ってあげるから」

「……………………ナツ……ユキ……」

　このときの僕には確かに意識があった。彼女が日向冬乃であることも理解していた。なのに最低なことに、口から出た言葉がこれだったんだ。

　なぜ？

　冬乃はその言葉に、大きく瞳を見開いた。ただ、怒るでもなく、嘆くでもなく。寂しげに小さな声で「……うん」と静かにうなずきながら。

　怒鳴られることを覚悟して、僕は大慌てで言い直す。

「ごめん、冬乃っ……ッ痛……」

　頭を打ったのか、こめかみが少し痛んだ。

「いい、気にしてない」

　最大のチャンスであるにもかかわらず、子狐は逃げることも襲いかかることもなく、ただ呆然と僕らを眺めている。僕が自分を庇ったことに気がついたのだろうか。だとするなら、やはり知能は相当高い。

　少し離れた位置で、子狐が「きゅう」と鳴いた。

　冬乃は僕を咎めなかった。それどころか多重に見える彼女の表情は、本当に安堵のそれで。数秒後になってようやく、赤い瞳から透明の雫がぽたぽたと落ち始めた。

「……よかった……生きてて……」

　変な鬼だな……。

　昨日今日会っただけの、それもゴミ漁りという最悪の出逢いをした人間を相手に、涙を流す赤鬼だなんて、昔話にだって出てきやしないだろう。今だって僕を心配しすぎるあまり、炎狐の存在を完全に忘れている。

　無意識に冬乃の頰に手をやって、僕は涙を拭う。

　僕は少し、ほんの少しだけ、日向冬乃に惹かれ始めていた。

　視界が徐々に戻ってゆく。

「ごめんな、冬乃。ちょっと炎狐と話したいことがあったんだ。決着をつける前に、僕に少しだけ時間をくれないか」

「うん……」

　誤魔化すように袖で涙を拭って、冬乃は視線を上げた。その先では逃げ出すこともせず、子狐がまだこちらを凝視していた。

　よかった、炎狐は無傷だ。やはり知能が高いのか、助けたことを理解しているようで、首にぶら下げたままの例の小箱の蓋を開けるつもりもなさそうだ。

　ぎりぎりだけれど、どうにか間に合った。

　僕は惜しむらくも冬乃の柔らかな膝に別れを告げて、上体を起こす。すぐに冬乃が両手で身体を支えてくれた。

　さて、ここからが勝負だ。僕は言葉を間違えてはいけない。

「……やあ、はじめまして。〝馬に乗る少女狐〟でいいのかな？　僕の言葉は理解できてるよね？」

　炎狐が二度瞬きをした。僕はそれを肯定と受け取って話を続けた。

「キミのご主人様に会ってきたよ。炎狐──いや、少女狐」

　祈るような気持ちで、僕はそう声をかけた。未だ子狐に大きな反応はない。冷や汗が背中を伝って下りてゆく。

　違ったか……？　この子狐は馬に乗る少女狐ではなかった……？

「キミが何をしようとしているのかも、わかった」

　だけどもう引き返せない。

　緊張で貼りつきそうなほどに渇いた喉に、唾液を飲み下す。

「──篠﨑、貴守」

　炎狐の狐耳が、ぴくっと震えてわずかに持ち上がった。

「篠﨑貴守？　誰や、それ？」

「少女狐に騙されていた武士の名前……かどうかはわからないけど、少女狐を助けた人間だってことは間違いないと思う」

　今昔物語集巻第二十七。

　馬で高陽川を通って京へと向かう人たちがいると、美しい少女がどこからともなく現れて、馬の尻に乗せてくれと頼んでくる話がある。その道々で少女は狐となって突然姿を消し、人々を驚かせて楽しむ。しかし、やがて少女狐の悪戯は皆の知るところとなり、一人の武士が騙されたふりをして彼女を捕らえ、仲間と一緒になって体毛がなくなるほど火を押しつけて懲らしめたという話だ。

　彼らは狐の生命までは取らなかったが、怪アヤシとはいえそのような状態になった生物が自然で生き延びられるものだろうか。だから僕は、少女狐を助けた人物がどこかに存在すると考え、噂や伝承を辿って捜していたというわけだ。

「篠﨑貴守が誰かは知らない。物語の中には出てこなかったから。でも彼は、少なくとも平安時代には亡くなっているはずなんだ。この話は今昔物語集の中の話だから」

　少女狐が悲しげに「きゅうきゅう」と二度鳴いた。それは、とても切ない響きだった。

　そうしてゆっくりと口を開け、僕が魂を吸い取られかけた瞬間と同じように、辿たど々たどしく、言葉を発した。

「……たー、たか……も……、……いー、いき……かー……えす……」

　まるで存在しない声帯から、どうにか人語を絞り出しているかのように。

「……たー、たまし……ある……、……い……きかえー……る……」

　わかるよ。寂しいよな。ずっと長い間、それこそ平安時代から気の遠くなるくらいの時間が過ぎて、平成の世になるまで、あの墓前で篠﨑貴守との想い出だけを抱えて、生きてきたのだから。

　平成の世に、神樹に生み出された怪アヤシではない。彼女はずっとこの世界で身を潜めて生きてきたんだ。主人の墓をたった一匹で守りながら。

「……たかも……、……あぶらあげ……、……おいし……」

　たどたどしい言葉で懸命に口を動かす子狐の瞳は、あまりに純粋だった。

　でも、ごめんな。

　僕にはキミを応援してあげることはできない。できないんだ。

　怖がらせないように、ゆっくりと少女狐へと歩を進めようとした僕の手を、冬乃が心配そうな表情でつかむ。

「大丈夫」

　僕は冬乃の手をそっと払い除けた。

「そやけど──」

「あの子を救えるのは今しかない。今話せなきゃ、殺すしかなくなる。僕はあの子を、助けたいんだ。だから、やらせてくれ」

　冬乃が赤い髪を揺らして、小さくうなずいた。僕は一歩ずつ、少女狐へと近づく。

「……たのし……たのしい……、……いっしょ……また……いっしょ……」

　つぶらな瞳で僕を見上げ、たどたどしく、想い出を語ろうとする子狐。この子狐を殺すのに、拳銃レンの弓は必要ない。

　僕は子狐の前に跪き、静かに告げた。

「篠﨑貴守は、生き返らない」

「……うれし……うれ……？」

　子狐の言葉が止まった。ぽかんと口を開けて、僕を見上げている。

「怪アヤシのことはわからないけれど、人間は一度死んだら生き返らない。どれだけ他人の魂を、何百、何千と集めたって、生き返らせることはできないんだ」

　少女狐が瞬きをした。

「魂は、一人に一つしかない。代わりはどこにもない。他人の魂じゃ、だめなんだよ」

「……いき……かー……え……？」

　少女狐の口が再び開かれ、言葉の途中で閉ざされた。

　冷たい冬の風が流れて、小さな炎を微かに揺らした。

「生き返らない」

　小さく一度「きゅう」と鳴いた子狐の首が、わずかに傾けられる。

「キミはもう二度と、篠﨑貴守に逢うことはできない」

　僕には獣の表情というものが、よくわからない。たぶん、冬乃にも。けれど、このときの少女狐の声は、胸が締めつけられて息苦しくなるほどの響きだった。

　一千と二百年の純粋な想いが、泡と消えた。僕が消したんだ。

「……たー……、……たか……も……？　……あー……あ──……あぁぁ──……！」

　少女狐の呼吸が荒くなってゆく。僕らを取り巻く冬の気温が、急激に上昇した。

「絢十！　それ以上は危険や！　離れろ！」

　少女狐の周囲にいくつもの狐火が顕現する。けれど、掠かすめた炎が頰を灼やいても、僕はその場に留まった。

　憐れな子狐にとどめを刺さなければならない。もう、終わらせるんだ。ここで。少女狐の千年もの──いや、これから先も無限に続くであろう妄執を、断ち切ってやらなければならない。

　熱風が吹き荒れる中、顔を上げる。堂々と。

　そうして僕は、残酷な言葉を吐いた。

「何もかもが無駄だったんだッ！　キミがしてきたことは、篠﨑貴守を失ったキミ自身のように、悲しみに暮れる残された人を無為に増やしていただけに過ぎない！」

　瞬間、こちらに駆け出そうとした冬乃の目前で狐火が爆ぜた。冬乃が両腕で自らをガードして、爆風に大きく後方へと吹っ飛ばされてゆく。

「……ッ……絢十、それ以上はアカン！　逃げろ……！」

「何人も何百人も犠牲にして、その何倍もの数の人々を悲しませて泣かせたって、おまえの願いは叶わないんだッ!!」

　両足で大地を搔いて着地した冬乃へと、いくつもの狐火が降り注いだ。

「きゃあっ！」

　狐火は縦横無尽に飛び回り、そこかしこで誘爆を起こす。熱波が何度も僕らへと打ちつけられ、着衣が炎を宿した。

　熱い、痛い、怖い！　でもこれが、おまえの本当の力なんだろ!?

　少女狐は、冬乃との戦いでは全力を出していなかった。迷っていた。他人から魂を奪うことを。こいつは悪い怪アヤシじゃない。

　とびきりいいやつだ！　ただ、悲しいくらいに純粋過ぎた！

　少女狐の全身から、青白い炎が立ち昇った。自ら熾おこした炎に身を包まれ、少女狐はヒドく甲高い悲鳴を上げていた。

　おまえは罪を犯した！　だけど、仮死は死じゃない！　まだ誰も死んでいないうちなら、やり直せるはずだ！

「……絢十ッ！　そいつ自滅する気や！　早う下がれ！　巻き込まれる！」

　冬乃が悲痛な声で叫んでいる。行く先々で狐火が爆ぜて、近づいてはこられない。僕は少女狐に視線を戻した。

　金色の毛皮に炎が躍る。

　耐えきれなかったんだ。平安から続く一千と二百年を超える想いは、身体を徐々に蝕んでゆく呪いにも等しい妄執だ。彼女はそれに耐えきれなかった。

　だけど僕は、キミを死なせたりはしない。

　うねる炎の中で、冬乃の叫びが聞こえる。もう言葉は聞き取れない。狐は火柱となり、自らの身を灼いてゆく。

　苦しげに呻き、鳴き、泣き、叫び、自らを灼き尽くそうと狐火を出し続ける。

　生きる意志を、意義を、意味を、すべて失ったんだ。

　それでも、僕はキミを見捨てない。これ以上罪を重ねさせもしない。

　救うと、そう決めたから！

「く、おおおおぉぉぉ─────────っ！」

　両腕で爆風熱波を防ぎ、炎の中へと前進する。灼かれながら、一歩、また一歩。

　──アアアアアァァァァァァ─────────────ッ!!

　涙を流し、攻撃性の咆吼を僕へと上げた少女狐に──。

「……ッ!?」

　僕は、両手を伸ばした。

　一瞬で灼けてゆくコートの袖。触れた掌が爛ただれてゆく。僕は炎の塊と化した少女狐に頰をすり寄せ、強く抱きしめる。

　頰が焦げる音がした。

　伝わる痛みが、全身を痺れさせる。だけど、肉体の痛みなら耐えればいい。

「もういいよ……。……もう、いいんだ……」

　でも、心の痛みは耐えきれない。耐えきれなかった。
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　キミは、僕に似ている。

　瞬間、空間を縦横無尽に飛び回っていた狐火も、それまで大地で躍っていた炎も、少女狐を包んでいた炎も、まるで夢幻だったかの如く搔き消えた。

「……もう、これ以上、自分を苦しめるのはやめてくれ……」

　少女狐は僕の腕の中から、涙でぐしゃぐしゃになった視線を上げていた。彼女は、まるでヒトのように泣いていた。僕はその耳元に口をあて、ゆっくり静かに囁く。

「行き場のない想いは、つらいなあ。僕も味わったことがあるから、わかるよ。キミと違って、ずっと短い期間だったけれど──それでも」

　僕がナツユキの手を放してから、たったの十年。だけど、耐え難い十年だった。後悔し、苦しくて、罪悪感に苛まれ、ただひたすらに苦しくて。結局耐えきれなくなって、僕は京へとやってきた。篠﨑貴守と違って、夏奈深雪はまだ生きてる。

　あの大切な時間は、まだ取り戻せる。

　だけど、この子狐は千年以上もの間、苦しんでいた。こんなにも小さな身体に、僕の百倍以上の苦しみを封じて生きてきた。決して戻ることのない時間を、ただひたすらに願いながら。

「あ、絢十……」

　呆然と、冬乃が荒い息でゆっくり近づいてきた。

　たぶん、沈静化した少女狐を刺激させないためだろう。純白のコートが、何カ所も焦げて黒く染まっている。

　少女狐が僕の頰の火傷を舐めながら、「きゅうきゅう」と鳴いていた。

「ごめんな。僕ら人間は、一度死んだらどうやっても生き返らない。篠﨑貴守はもう、キミの想い出の中にしかいない。それは変えようのない事実だ。でもね──」

　少女狐を地面に置いて、僕は最高の笑顔で言ってやった。

「また、ここから始めないか？　僕はキミの、友達になりたいんだ」

「……ともー……と……ち……」

　恐れていた怪アヤシに対して、僕は何を言っているのか。ほんの少し、いや、昨日までの自分だったら間違っても言えない言葉だったと思う。

　少女狐は僕らを見上げて「きゅう」と一度だけ鳴いた。ぽろぽろと泣きながら、鳴いた。それは人語ではなく狐の言葉だったのだと思うけれど、僕は深くうなずいた。

「ああ、いいよ」

　表情など変わらないというのに、ほんの少しだけ、少女狐が笑った気がした。恥ずかしそうに、照れ臭そうに、少しだけ嬉しそうに。

　冬乃が顔に手をあてて、ため息混じりに呟く。

「……絢十、お願いやから、次からムチャするときは、うちにあらかじめ言うといて」

「言いたかったけど、そんな時間なかったんだよ。……また泣いてくれてるの？」

「な、泣いてへんわ！」

　確かに。怒っていらっしゃる。今回はさすがに無理をした。少女狐の加減があったのか、火傷はわりと軽傷のようだったけど、全身もうガクガクだ。

「ごめんな、冬乃。説得の機会を与えてくれて、ありがとう」

「ア、アホか！　す、すす救える選択肢があるんやったら、うちかて助けるわ！　それが京都多種族安全機構やからなっ！　──でも、ムチャはなるべくやめて。やるときは、うちを巻き込んでからにして。蚊帳の外やなんて信じられへん……」

　なぜか真っ赤になって、胸の前で両腕を組み、ふてくされる赤鬼。

　勝手に少女狐の出所を調べて、単独で動いていたことを怒っているようだ。

　そのあと、冬乃は大きなため息をついてから、僕の頰に手を這わせた。わずかな痛みに、僕は顔をしかめる。

「火傷、小さいけど残ってしまうかもしれんね」

「いいよ。こんなの勲章だ」

　右頰の皮一枚で、少女狐の命を救えたんだ。悪くない取引だった。

「……たー、た……まし……」

　少女狐がヒョイと後ろ足で立ち上がり、二本の前足で首輪に提げられていた小箱をつかんだ。そのまま小箱を外すと、よちよちと後ろ足だけで歩み寄り、僕に向けて小箱を器用に差し出す。

「……も……もす……？　……もどー……す……して……」

「ああ、うん。ちゃんと返してやろうな」

　僕は冬乃に視線をやると、冬乃が一度うなずいた。それを確かめてから、小箱を両手で受け取る。一辺がわずか三センチほどしかない、小さな小さな箱だ。

　ひんやりとしていて──重い。

　重量ではなく、この中に数十名もの魂が込められているのだから。

「確かに、受け取ったよ」

　瞬間──。

　最初に違和感に気づいたのは、少女狐だった。狐耳をぴくりと動かし、顔を上げた。その様子を見ていた冬乃の表情が、一瞬にして険しく変化する。

　僕の全身が鳥肌に覆われたのは、その直後だ。

　足元の大地が薄気味悪く歪んだ気がした。視線を地面に向けた瞬間、戦慄する。地面がない。まるでどろどろとした固まる前のアスファルトのように、うねる真っ黒な空間が広がっていた。

「な、なんだこれッ!?」

　僕はその真上にいるというのに、落ちないし沈まない。

　落ちるんじゃない。沈むわけでもない。そう、行くのではない。

「なにか……来る……」

　無意識にそう呟いた瞬間、真っ黒な空間から不自然なほどに白い腕が伸び、中腰だった僕の首を恐ろしい力でつかんでいた。一瞬で呼吸が止まる。

「……カ……ヒッ!?」

　恐怖を感じる暇もない。僕の視界に入ったものは、真っ黒な空間から這い出しつつある、仄暗い瞳をした長い黒髪の女だった。

　もう一本の腕が女から伸び、僕の手の中の小箱を強くつかむ。

　どす黒い唇が不気味に歪む。深く、深く、耳に達するほどに口角が引き上げられ、気味の悪い瞳が三日月形に曲がった。

「……フ……、フ……フフ……」

　嗤わらう、嗤う、嗤う！

　静かに、不気味に、厭らしく。女が嗤った。血の気のない青白い顔を歪めて、不自然なほどに黒い唇を持ち上げて。

　僕は、恐怖した。一秒と経たず、全身に悪寒が走った。

　これは違う。この街で見てきた怪アヤシなどとは、全然違う別の生き物だ。カーテンの外にもカーテンの内にも、こんなものは存在しない。

　してはならない。

　一糸まとわぬ、裸の女。ただ黒い霧のようなものだけを従えて。

　全身を駆け巡る怖気。しかし喉を締め上げられて悲鳴すら上げられない。血管が凍りついてゆくような恐怖に、気が触れてしまいそうになる。

　怖い、怖い、怖い怖い怖い怖い。いっそ、意識を手放してしまいたいと願うほどに。

「絢十！　受け身取れ！」

　冬乃が、首をつかんでいた白い腕を蹴って無理矢理引き剝がし、僕のコートの襟首を片手で持って、一気に後方へと投げる──！

「──ッ!?」

　五メートル、いや、その倍以上の距離を、僕の身体は空を泳いだ。どうにかうまく両足で着地をして地面を滑り、しかし勢いを殺しきれずに背中から転がる。

　着地しやすいように投げてくれたのはすぐにわかった。僕は地面を叩いて跳ね起き、もう一度両足を大地につける。

「かは……っ！　ひゅぅ、はぁ、はぁ……」

　貪るように呼吸をする。

　視線を戻すと、ちょうど地面の闇の中から女の全身が這い出したところだった。

「──な……に……？」

　少女狐と冬乃の、わずか三メートルほどの隙間。どろどろとした闇の中から、長い黒髪の女は浮上する。片手に、僕から奪い取った魂の小箱を握りしめて。

　マヌケな僕は、ようやく気づいた。

　奪われた！　多くの人の魂が入った小箱を！

　取り返さなければならないとわかっているのに駆け出せない。恐怖が僕の身体を強く縛りつけている。今頃になって、全身から滝のように汗が流れ出した。上下の歯がガチガチと鳴り出す。

　女が愛おしそうに小箱に頰ずりをして、長い舌をずるりと這わせた。

「……ぁあ……、……た……ましい……」

　ぼんやりとした可愛らしい声ですら、気持ちが悪い。美しい容姿に、可愛らしい声だからこそ、余計に薄気味悪い。

　拳銃レンの弓を引き抜くことさえ忘れ、僕はその不気味な光景を凝視していた。いや、逃げる勇気さえ持てなかった。背中を向けることが怖くてできない。

　女から徐々に広がる黒の空間が、冬乃や少女狐をも包み込んでゆく。まるで黒い霧だ。

　冬乃が女に視線を向けたまま、早口に叫ぶ。

「絢十、もっと距離取れ！　瘴気や！　黒色の瘴気は死を運ぶ最悪の種類や！　吸い込んだら、人間なんて一瞬で仮死状態になるぞ！」

　よく見れば、冬乃は凄まじい目つきで歯を食い縛っている。

　余裕がないのだと気づく。人狼を手玉に取り、大地を揺らすような鬼神でさえも。ならばあれは、何者だというのか。

　助けなければならない。でも、近づけない。人の身で瘴気を吸えば終わりだ。

　目を虚ろに見開いたまま意識のみを失い、死の淵に立つ多くの仮死者たちの姿が、脳裏に思い出される。

　一糸まとわぬ女が、両手を静かに振った。黒の瘴気が女にまとわりついて、その不自然なほどに青白い裸身を包み込んでゆく。

　風が吹いた瞬間、黒の瘴気はゴシック調の漆黒のドレスへと変化していた。

「…………もっ……と……ちょう……だい……？　た……まし……い……」

「誰がやるか、このクソボケ！　さっさと異界に去いね！」

　冬乃が大地を蹴った。空中で身をひねり、拳を強く引き絞って、黒の女の顔面へと拳を叩き込む。

「あああぁぁっ!!」

　まるで大砲が着弾したかのような爆音が鳴り響き、大地が凄まじい勢いで上下した。

「うわっ！」

　風圧で瘴気が円状に押され、僕は大急ぎで庭園の庭石へと身を隠した。手で口と鼻を塞ぎ、黒の瘴気が流れ去ったのを確かめてから、庭石から顔を覗かせる。

　地面はめくれ上がって飛び散り、黒の女の立っていた位置は直径数メートルはあろうかというクレーターと化していた。地球上のありとあらゆる生物でも、きっと鬼神の一撃を受ければ砕け散ると思われる威力だ。

　そう、地球上のありとあらゆる生物なら。

　だが、女はそうではなかった。

　僕は信じられない光景を見ていた。

　クレーターの中央に立つ黒の女が、その額に突き立てられた鬼神の拳を受けた状態で、微動だにせずに嗤っているところを。

　女はゆっくりと冬乃の手首をつかむと、次の瞬間には彼女を地面へと叩きつけていた。先ほど同様に大地が上下し、背中から叩きつけられた冬乃を中心として四方八方に亀裂が走った。

「がは……っ」

　冬乃が大量の血を吐く。

「冬乃！」

　息を止めて瘴気の流れをやり過ごし、僕は背中の拳銃レンの弓を抜いた。しかし狙いを定めるよりも早く冬乃が立ち上がり、女の顔面をわしづかみにして大地へと叩きつける。

「こンのおぉぉぉ！」

　地面深くに後頭部から沈み込む女は、それでも笑みを絶やさない。

「……フ……フ……フフ……」

　それどころか逆に冬乃の腕をつかんで強引に起き上がり、直後にダンスでも踊るかのように身体を一回転させ、無造作に冬乃を真横へと投げ飛ばした。

　冬乃の肉体が、まるで放たれたハンマーのように投げ飛ばされ、その背中で繁った樹木と二条城の漆喰塀を破壊して堀を越え、堀川通のアスファルトへと投げ出された。

　距離にして六十メートル強。これ以上ない絶望感に、引き金トリガーにかけた指が震えた。

　あれは、何だ……？　生物か……？　違う……断じて違う……。

　首の骨でも折れたのか、女が首を直角に傾けたまま──こちらを振り返る。

　全身が凍った。

　まだ嗤っていた。無力なニンゲンである僕を見て、嘲り、嗤っていた。

「……ちょ……う……だい……、……たま……しい……」

　そうして自らの手で側頭部を押し、不気味な音を響かせながら首を元の位置に戻した。

　女がゆっくりと、僕のほうへと手を持ち上げる。その腕に巻きつくかのように、ざわ、ざわ、と黒の瘴気が集い始めていた。

　冷や汗が目に入るのが、やけに気になった。

　撃て、撃て、撃て──ッ！

　女の足が動き出す。一歩、また一歩。黒の瘴気が女を中心にぞわぞわと周囲を這い回り、僕の足元にも広がった。

　息を止め、僕は引き金トリガーを絞る──！

「あ……たれ！」

　身体中から拳銃レンの弓へと何かが引っ張り出されるような感覚を味わった直後、僕の身体は反動で後方へとよろめいていた。銃口マズルを飛び出した光るエネルギー体が、女を包む黒の瘴気を突き破って、僕へと伸ばされていた女の腕を貫く。

　女の腕があり得ない方向に曲がり、勢いそのままに後方へと持ち去って、肩口から先を大きく吹っ飛ばした。

「……ッ」

　遥か遠くで、女の腕が地面に落ちた。女の顔が驚愕に歪む。

　けれど、同時に僕はその場に膝をついていた。心臓が凄まじい勢いで跳ね回っている。全身の力が抜けて、目を開けていることさえ困難だ。うつむいた顔から、大量の汗が大地へと落ちてゆく。

　生体エネルギーを弾丸にして放つ拳銃レンの弓。なるほど、こういうことか。確かに僕では、一発撃つだけで精一杯だ。

「でも、やってやったぞ……！」

　しかし顔を上げた直後、僕は再び戦慄した。

　女にまとわりつく瘴気が彼女の腕のあった位置へと集中し、青白い肉片に姿を変え、ゆっくりと、だが確実に修復を行っている。

　瞬間的に歪んだ女の表情も、すでに痛みを堪えるそれではなくなっていた。無表情。虚無の感情。そこには嗤いすらない。

　バケモノだ……正真正銘の……。

　足元にまで広がりつつあった瘴気が、女の歩みとともに、徐々に高度を上げてゆく。足首から腿へ、腿から腹へ。

　恐怖のせいか、生命エネルギーを撃ったせいか、僕は地面に両膝をついたままで、力が入らない。

　近づいてくる。女が。

「──あ」

　女の足元から、金色の獣が飛び出した。少女狐は僕の周囲へといくつもの狐火を放って黒の瘴気を灼き払い、そのままの勢いで走り込んできて、僕の袖口を嚙んで引っ張った。

　そうしてつぶらな瞳で、じっと僕を見上げる。

　立て、と。

　僕は瞬間的に思い出す。篠﨑貴守は死んだ。だけど、夏奈深雪は生きている。僕は何のために、魔都京都へやって来たんだ。

　歯を食い縛り、両膝に手を置いて立ち上がった。

「……こんなところで殺されてたまるかッ！」

　よろけながら後退し、転がしておいた原付を身体中で押すように立てた。背後に迫る足音を聞きながらキーをひねる。

　エンジンがかかった。

　とっさに少女狐を片手でかっ攫い、アクセルを開ける。背中にほんの一瞬だけ冷たい指先が触れたけれど、すんでのところで僕らは一気に距離を広げた。

　速く、もっと速く！

　あいつがその気になれば、原付の速度なんてどうということもなく追いつかれることくらいはわかっている。だからといって、あきらめてたまるか。

　城門をくぐって堀川通へと飛び出し、冬乃が倒れていると思われる南側へと疾走する。彼女を見捨てることはできない。

　アスファルトに倒れ伏した真っ白なコートの少女は、すぐに見つかった。

　不都合なことに、彼女の周囲には人だかりができてしまっていた。オリジナルやデミ・ヒューマンといった怪アヤシならばともかく、警察官までもがいる。彼らは人間だ。瘴気には耐えられない。

　後方を振り返り、女がまだ追ってきていないことを確認して、僕は人だかりの近くに原付を停めた。

「安機だ！　道を空けて！」

　野次馬は怪アヤシだらけだけど、もうそんなことに構っていられる状況じゃない。その程度の恐怖は、あの女のものとは比較にならないほど軽い。

「早く退いて！　道を空けろ！」

　僕は無理矢理野次馬の隙間に身をねじ込んで警察官を押しのけ、うつ伏せに倒れていた冬乃を抱え起こした。

「冬乃！」

　全身血まみれだ。顔も頭部も激しく打ちつけ、コートもところどころ破れている。呼吸はしているが、目を覚ます気配はない。

　僕は彼女の腕をつかんで背中に引き上げ、そのまま背負った。思った以上に軽い。

「一条くんか!?　これはいったいどういう事態なんだ？　二条城付近で火の手があがったって通報があったから来てみれば、日向さんが倒れていて──うわっ!?　そ、その狐はあのときのッ!?」

　視線を上げると、警察官の里村連太郎がいた。ラルに折られた左腕は、やはり三角巾で吊られたままだ。

「里村さん！」

　よかった、まだツキはある。

　僕は最小限の言語で、状況を説明する。

「この狐にはもう害意はないから、追わないで！　事情はあとで必ず説明します！　それよりも、すぐに付近一帯を避難させてください！　──みんなも、早く逃げろ！」

　僕は野次馬に、怒鳴りつけるように言い放った。どいつもこいつも顔を見合わせるばかりで動こうとはしない。同じ安機とはいえ、新人である僕の存在は日向冬乃や暁時人のように、この街に浸透していない。

　誰も僕の言うことなどに、耳を貸してはくれなかった。

「ちょ、ちょっと、一条くん。順を追って説明をしてくれないか」

「そんな暇は──！」

　野次馬の隙間、二条城の城門などくぐりもせずに、僕らのいる二条城南東付近の漆喰塀から堀を飛び越えて、女がアスファルトに降り立つ。

　ぞわぞわと蠢く黒の瘴気を伴って。

　来た！　くそっ、近い！

「ア……ガ……ッ!?」

　野次馬の一人が、両手で首を押さえてその場に膝をついた。白目を剝き、ヨダレと涙を流して、そのままアスファルトへと前のめりに倒れ込む。

　怪アヤシだ。倒れ込んだその男は、人間ではなく確かにトカゲの身体的特徴を備えたデミ・ヒューマンだった。なのに、瘴気に負けた。

　人間だけじゃないのか!?

　崩れ落ちた男から白いモヤが抜け出して、漆黒の女へと音もなく吸い込まれた。女が舌なめずりをして、恍惚の表情を浮かべる。

「……ぁぁ……、……もっと……ちょ……だい……」

　今のが魂か！

　僕は叫ぶ。

「その女は死の瘴気を放つバケモノだ！　吸い込むだけで仮死者になる！　だから早く、みんな逃げろ！」

　その言葉を皮切りに、パニックが起こった。足元に忍び寄っていた瘴気を蹴散らして、野次馬は四方八方へと逃げ出す。

　けれど、その大半が少し走った先で黒の瘴気に追いつかれて倒れ込み、モヤのような魂を抜かれて仮死者となった。女の瘴気は、魂を一つ喰らうたびに濃度を増し、その範囲を広げてゆく。徐々に力をつけているのだとわかる。

　くそ、くそ、逃げ出すやつから優先的に襲ってる！

　この場に残ったのは、僕と里村連太郎だけだ。少女狐は狐火を僕らの周囲に放ち、忍び寄る瘴気を灼き払ってくれているが、これでは時間の問題だ。

「こ、こ、こんな……こんなことって……仮死者って……そんな……じゅ、十一年前の死神──」

　里村連太郎が拳銃ニユーナンブを抜いた。

「だめだ、里村さん！　鉛弾なんかじゃ──そんなことより、僕が時間を稼ぎます！　だから冬乃を連れてここから逃げて、安機と警察署に連絡をお願いします！」

「だ、だが、それでは一条くんが──」

「黙って息を止めて！　吸い込まなければ魂は抜かれない！」

　僕はもう一度拳銃レンの弓を構えて、女に照準を合わせた。

　僕の意思を汲んでくれたのか、少女狐が東方向へと狐火を放つ。瘴気の侵入を許さない炎のトンネルだ。

「しかし──！」

「ごちゃごちゃ抜かすなッ！　もう時間がないんだ！　あんたは警察で、僕は京都多種族安全機構だ！　何度も言わせるなッ！」

　里村連太郎は一度だけ僕に敬礼をすると、冬乃を僕の背中から引き下ろして肩に担ぎ上げ、呼吸を止めて炎のトンネルへと飛び込んでいった。

　女の視線が連太郎に向けられた瞬間、僕は左胸を狙って引き金トリガーを引く。

「あたれ──ッ！」

　距離はわずか十メートル。効くか効かないかは別として、外すことはない。

　両腕に響く確かな反動。光弾はまっすぐに女の胴体部へと迫る。しかし瞬間、女は目にも留まらない速度で身をひねり、僕の生命エネルギーを使った弾丸を避けた。

「冗談だろ……。……う、く……」

　意識が途切れそうになった。視界が明滅し、立っていられなくて、僕はその場に両膝をついた。先ほど撃ったときよりも、肉体への副作用が強くなっている。

　生命エネルギーが切れかけているのか。

「はは……、……なんだよ、これ……ヒドい武器だ……」

　暁時人は言った。二発撃てば気絶、まかり間違って三発目を撃てば死に至る、と。

　でも、せめて冬乃が逃げ切るまでは……。

　異常に重く感じる拳銃レンの弓を、僕は両腕でどうにか持ち上げる。歩み寄ろうとしていた女の足が止まった。

　あたりさえすれば効く。だからこいつは避けたのだし、今も迂闊に近寄ろうとはしない。

　頭か心臓だ。そのどちらかを撃ち抜かなければ、このバケモノに致命傷を負わせることはできない。余計なことは考えるな。瘴気は少女狐が防いでくれる。

「どうした。もっと近くに来いよ、バケモノ。その距離じゃないと避けられないのか、ウスノロ。僕ニンゲンの魂が欲しいんだろ」

　銃口が揺れている。重くて重くて、こんな至近距離なのに照準を合わせることができない。正直、意識を保つだけで精一杯だ。

　汗の玉が滑り落ちて目に入っても、瞬きすらできない。五感が異様に鋭くなっているのか、自分の呼吸や心音がやけにうるさい。

　外すな。僕が放てる最後の一発だ。できれば撃ちたくなんてないけれど、黙っていたってどうせ殺されるなら。

「……こんなところで終わりか……。……ごめん、ナツユキ……」

　おそらくこの女にとっても、拳銃レンの弓は厄介な代物なのだろう。鬼神の一撃すら意に介さなかった女の腕を、一時でも吹っ飛ばしたのだから。

　だからかもしれない。僕らは気づかなかった。

　張り詰める空間。呼吸すら忘れた数秒間。金色の獣が、黒の瘴気を突き破って女の手に握られた小箱を掠め取る瞬間に。

「──ッ!?」

　少女狐は女から奪った小箱を口に咥えると、獣ならではの凄まじい速度で北方へと走り出した。アスファルトを蹴り、野生化した街路樹を駆け上り、ビルの屋上へと飛び移って空を駆けるように走り去ってゆく。

「……たま……しい……」

　とたんに女が踵を返した。漆黒のドレスを翻し、アスファルトを破壊するほどの恐ろしい脚力で跳躍し、狐のあとを追ってゆく。

　膝が震え、かろうじて保っていた全身の力が一気に抜けた。

　少女狐に、助けられた……。

　生き延びられたことを意識した瞬間、僕は拳銃レンの弓を取り落として、アスファルトを頰に感じていた。

　意識はそこで途切れた。
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　夢を見た。何も知らなかった頃の夢。

　わたしはただ、母に手を引かれて歩いているだけでよかった。転々と住居を変えることにもなにがしかの理由があったのだろうけれど、不安に思ったことなど一度もなかった。

　ぼやけた視界。明滅する電灯。

　毛布と布団を跳ね上げるなり、わたしは叫んだ。

「……あ……や……ッ……──絢十！」

「うわっ!?」

　コンクリート剝き出しの天井に壁。壁紙なんて上等なもの、ありはしない。もちろんエアコンもなかったけれど、どこから引っ張り出してきたのか小さな石油ストーブが煌々と赤く輝いていた。

　絢十に、わたしが与えた部屋。京都多種族安全機構のあるビルの一室だ。ああ、それっていつの話だったかしら。

　わたしの声に驚いたのか、絢十はマグカップを持つ手をバンザイして、片足立ちになるという奇妙なポーズで、こちらを見ていた。

　……変な格好……。

「ふふ」

「な、なんだよ。いきなり叫ぶからびっくりしたじゃないか」

　何があったか、何が起こったか、気絶させられる瞬間までは朧気に覚えている。まるで遠い過去の記憶のようだけれど。たとえば、たまに思い出す十年前の光景のような。

　少し、頭が痛い。

「おはよう、珈琲飲む？　事務所から拝借してきたものだけど」

　絢十は呆然としたままのわたしの返事を待たず、ストーブの上のヤカンを持って、あらかじめ用意していたドリップパックに注ぎ始めた。

「砂糖とミルクはどうする？」

　なに、これ？　夢？　まるで何事もなく始まる夫婦の朝。幸せの時間。だめ。まだ頭が混乱している気がする。

「両方お願い。いつもみたいに冷たい牛乳で半分薄めてくれると嬉しいな」

　そう、いつものように……。いつもって……いつ……？

　頭の中には靄がかかり、思考は解答に辿り着けない。

「……？」

　マグカップに広げたドリップパックに熱湯を注ぎながら、絢十が奇妙な表情でわたしを見てきた。

「どうしたの？」

「いや、なんでもないよ」

「そんな顔してなかったけど」

　絢十が優しげな笑みを浮かべて、静かに囁いた。

「……まだ混乱してるみたいだね。もう少し休んだほうがいい」

「わ、わたし、変なこと言ってる？」

　だとしたら、少し恥ずかしい。

　絢十は半分まで注ぎ終えたカップにミルクと砂糖を入れてから部屋の窓を少しだけ開け、腕だけを外に出して牛乳パックを取り出した。

「天然の冷蔵庫。油断すると凍ってしまいそうだけど」

　苦笑いで言ってから、わたしのカップに牛乳を注ぎ、また牛乳パックを窓の外へと置いた。コンセントを入れれば、部屋の隅にある小型冷蔵庫を使えるのに。

「……パックが下に落ちて𠮟られても知らないよ」

「落ちないように固定してるから平気だよ。台風でも来ない限りはね」

　マグカップをわたしに渡し、絢十は自分の珈琲に口をつける。砂糖もミルクもない、ブラックのまま。以前の彼とは違うということを、主張するかのよう。

　まだ、わたしを見ている。

　少し、ほんの少しだけ、絢十が逞しくなった気がした。具体的に、どこがどう、というわけではないのだけれど、落ち着いたかな。自信がついたのかも。

　ちょっとドキドキしてしまう。

　珈琲牛乳を半分飲んで、わたしは弛みそうな頰を必死に堪える。

　やはり、あの女の一件がきっかけで──。

「……ッ!?」

　フラッシュバックする青白い黒衣の女。厭らしく嗤う顔。鳥肌が立った。

　どうやって切り抜けた……？　記憶がない……。違う……。切り抜けてなんていない……。なら、わたしは誰……？　違う、違う、違う……！

　わたしは──！

　残る珈琲牛乳を飲み干し、わたしは勢いよく手で口を拭った。

「絢十ッ、あれからどれくらい経ったッ!?　いま何時や！」

　わたしは日向冬乃。夏奈深雪ではない。京都多種族安全機構の日向冬乃だ。何をこの人との未来なんかを妄想しているのか。彼女を殺したわたしには、そんな資格ありはしないのに。

「僕らが里村連太郎によって事務所に担ぎ込まれてから、まだ八時間だ」

「うちはそんなに寝てたんか……！」

　午後十一時。タイムリミットは明朝八時だ。最初の仮死者が死に至るまで、もう残り九時間しかない。

「冬乃、あの女は何者なの？」

　絢十がマグカップを傾けて、静かに尋ねてきた。

「課長に聞いてみんと確定はでけん。そやけど、おそらく十一年前に京都多種族安全機構が多大な犠牲を払いながら押し戻したっていう、魂喰いの異界神やと思う。当時の安機には十名以上の社員がおってんけど、生き残ったんは一人だけらしい」

　チラリと盗み見ると、絢十は脅えるでもなく、深いため息をついた。

　やはり少し落ち着いたと思う。わたしが気絶してからの数時間で、彼に何があったというのか。いや、それ以前に、どうしてわたしも彼も生きていられたのか。

　炎狐はどうなった？　小箱は？　あの女は？

「まるで死神だな」

「いや、死神ですらないんよ。ほんまもんの死神は死者の魂をあの世にエスコートするだけやけど、あいつは違う。……魂を喰らう。うちらは区別するために、皮肉で死神姫って呼んでるけど、死神とは別もんや。うちも実物を見たんは初めてやった。話には聞いてたけど、あれほどのバケモノとは思わんかったわ」

　わたしは毛布から抜け出して、身体の状態を確かめる。

　屈伸、上体そらし。うん、問題ない。折られた骨も、破裂した内臓も、身体中に刻まれた傷も、もう治っている。

「大丈夫？　医者は、鬼だから安静にしとけば大丈夫だって言っていたけど」

「うん、大丈夫よ。問題あれへん。次は絶対ぶちのめしたる」

　もう、絢十の前だからといって出し惜しみはできない。わたしは日向冬乃であって夏奈深雪ではない。ならばこそ、わたしも覚悟を決めなければならない。

　鬼神の力を。

　それでも、できれば彼には見られたくはない。でも、さっきはそのくだらない躊躇いが、彼の死を招きかけた。

「絢十、死神姫はどうなった？」

「……」

　絢十が無言で再び窓へと歩み寄った。指先でわたしを招き、窓際に立てとジェスチャーをする。

「開けるけど、落ち着いて見るんだよ」

「はあ？」

　絢十が、ビルには珍しい観音開きの窓を押した。

　不吉な色に染まった月が、煌々と浮かんでいる。星もいつもより多く見える。冬の京都の夜は、かつて古都と呼ばれていた時代と変わらず美しい。いや、地上の光源や排気ガスが減った分、空だけはもっと綺麗になったと思う。

「……？」

　でも、これはいささか見えすぎている。満天の星空だ。

「なんや、これ……」

　わたしは視線を下げて、小さく呟いた。

　灯りがない。古都と呼ばれていた時代のネオンがないことは当然だが、それにしても暗すぎる。死神姫の顕現によって、市民が息を潜めたということだろうか。この街の市民に、十一年前の惨劇を知らないものはほとんど存在しない。

「静かすぎる。行政から本格的に戒厳令でも出たんか？」

「もっとよく見て。建物よりもさらに下だ」

　さらに視線を下げて、わたしは発見する。アスファルトを割って生えた樹木の根元で、真冬だというのに男性が一人倒れていた。

「誰か倒れとるな。酔っ払いか？　とりあえずビル内に回収しといたるか」

「無理だ。多すぎる」

　絢十の言葉が終わる前に、わたしはこの異様な状況に気がついてしまった。

　わたしは息を吞む。

　ヒト、怪アヤシ、ヒト、ヒト、ヒト、怪アヤシ、怪アヤシ。

　月光で見える範囲だけでも、二桁を超える人数がアスファルトに転がっている。

「仮死者だ。この八時間で、第一級閉鎖指定地区面積のおよそ半分が、こうなった。無事なのは、建物の中で窓を閉めてエアコンを止めていた人たちだけだ。死神姫が練り歩いただけで、京の街はこうなってしまった。どうやら喰らった魂の数に比例して、あいつの瘴気は肥大化するらしい」

「──そんなッ!?」

「人数的に不可能だけれど、仮死者の回収はしないほうがいいと、キミを診てくれた医者は言っていた。体温を下げさせて生命活動を限界まで抑えたほうが、死に至るまでの時間を引き延ばすことができるらしい。それも、もって二日らしいけれど」

　冬の冷たい空気に晒されながらも、じわりと汗が滲む。

「ちなみに課長は帰ってこなかった。連絡も取れない。電話をかけても出ないんだ」

　やられたのか、それとも瘴気に感染してどこかに転がっているのか。いや、あの暁時人に限ってそれはない。わたしが唯一、恐怖を抱いた人間なのだから。

　きっと何か裏で動いているはず。

「……それに、さっきナツユキにメールを送ったんだけど、彼女からも返事がこない」

　絢十が妙に落ち着いていた理由がようやくわかった。

　覚悟を決めたんだ。絢十は夏奈深雪と再会するためだけに、一方通行であることを知りながら魔都京都を訪れた。夏奈深雪までもが死神姫の瘴気にやられて魂を奪われたのだとしたら、彼はここへ来た理由のすべてを失ってしまう。

　力の差なんて関係ない。一条絢十には、死神姫に立ち向かう以外に選択肢などない。けれどもし、夏奈深雪からメールの返事が届いたとするなら、絢十だけでも危険から遠ざけることができるだろうか。

　わたしはポケットの中の携帯電話を握りしめ……放した。

　きっとだめ。この人は、そういう人じゃないから。いくら夏奈深雪に止められたところで、一条絢十は日向冬乃を見捨てることを、してくれそうにない。

「はあ、どうにも厄介なやつ……」

「そうだね」

　わたしの気持ちになどまるで気づかず、絢十は険しい表情で外を見ながら呟いた。わたしは少しだけ、ほんの少しだけ赤くなったと思う。

「そうだ、冬乃。事務所に何か食べるものってあるの？」

「……？　備蓄ならあるけど」

　この状況で？　臆病なのか剛胆なのか、考えていることがさっぱりわからない。

　よほど奇妙な顔をしてしまったのか、絢十がわたしを見て苦笑いを浮かべた。

「ああ、キミが気絶したあとなんだけど、あのとき生命力を使う拳銃レンの弓を二発撃ったんだ。課長は、撃ったら生命力を戻すために食って寝ろって言ってたから。睡眠はもう十分だよ」

「撃ったんか!?　死神姫に二発も!?」

　まさか本当に使うなんて。課長だってそんなつもりで渡したわけではないだろう。実際問題、一条絢十の生命力の最大値など暁時人の適当な目測だ。稀なケースだけど、人によっては一発撃っただけで昇天なんてこともあり得る代物なのに。

　危なっかしい。ホント、危なっかしいよ。

　頭を抱え込んだわたしの様子に、絢十があわててつけ加えた。

「うん。腕を吹っ飛ばすことはできたんだけど、すぐに元通りになっちゃって。そのうえ、二発撃っただけで気を失ったんだ。少女狐が小箱を咥えて逃げてくれなかったら、僕らはたぶん二人して殺されていたと思う」

　そうだ、少女狐！

「ちょ、ちょっと待って。少女狐って炎狐のことやんな？　死神姫は、魂の詰まった小箱を持って逃げた炎狐を追いかけてったってこと？」

「そうだよ。僕らはあの子に助けられたんだ」

　妙だ。死神姫の瘴気はかなり強力な部類で、たとえ怪アヤシといえども下級や中級生物では魂を抜かれてしまう。炎狐ごときが抗えるとは到底思えない。

　あの炎狐、何者なの？

「とりあえず何か食べよう。僕の生命力と、キミの体力を完全に戻さないと」

「そやな。課長も戻っとるかもしれんし、事務所のキッチン行こか」

「うん。外気を取り込むエアコンは念のため使わないほうがいいだろうから、このストーブを運ぶよ。冬乃、ヤカンだけお願いしてもいい？」

「あ、うん。でも、うちのほうが力強いし、絢十がヤカン持ったら？」

「はは。ま、今は怪我人ってことで」

　この期に及んで、まだわたしを女の子扱いしてくれるらしい。まったく、お人好しなんだから。

　わたしたちは揃って絢十の部屋を出た。薄暗い廊下を歩き、事務所のドアを開ける。

　期待がなかったと言えば噓になる。でも、暁時人はいつものデスクに足を投げ出して座ってはいなかった。

　静かで、冷たい部屋だ。

　わたしはわざとらしく咳払いをして、ぱん、と両手を合わせた。

「よっしゃ！　うちらが暗ぁなっててもしゃーない。どうせ、あのオッサンのことやし、うま～いこと、どっかで生き残っとるわ。景気づけにいっちょ、うちが料理したる。戦闘力だけやなくて、女子力もクッソ高いとこ見せたるわ」

　絢十がストーブを足下に置いて、炎を調整しながら悲観的な声をあげた。

「え～……」

「なんやの？　人がやる気なってるときに、そんな無粋な顔してからに」

　絢十が苦笑いを浮かべて、遠慮がちに呟いた。

「カ、カップラーメンでいいよ」

「なんでよ？　ちゃんとしたもん作って食べんと、力出ぇへんよ？」

　あなたのために料理をしたい、女子力が大気圏より高いところを見てほしい、などと正直に言えるほど、わたしは可愛い性格をしていない。

　滅多に使わないエプロンなんかを巻いたりして、事務所から繫がるキッチンのドアを開けたわたしに、絢十が遠慮がちに呟いた。

「あ～、えっと、一応訊いときたいんだけど、……蛇とか蛙とか昆虫って使う系？　人肉とか食べたりしてないよね……？」

　わたしは瞬間的に白目を剝いた。

「……おまえ、鬼をなんやと思とんねん。いっぺん右脳と左脳引き裂いたろか……」

「ひぃ!?」

　まったくもって失礼だ。

「食いもんみたいなん、昔っから人間と変わらんわ、アホ！」

「スミマセン」

　一言どころか二言三言は多い。さっきは少し見直したというのに、極めて残念だ。

　いくら鬼でも、食べるものは大体が人間と同じだ。そもそもわたしは人間に育てられたのだから。蛇や蛙だって調理すれば食べられるのだろうけど、そりゃ牛や豚や鶏のほうがおいしいに決まってるもの。

「もうええから、ちょっと事務所のソファで座って待っときや」

　絢十を強引に追い払ってから、わたしは腕まくりをした。

　ボウルで醬油と味醂とすり下ろした生姜、大蒜にんにくを合わせて鶏肉に揉み込み、片栗粉で衣をつける。夏奈深雪の記憶では、絢十は昔から唐揚げが大好きだったから。カラっと揚げてやれば、きっと喜んでくれること間違いなしだもの。

　そしたら、胸を張って味の感想を訊き出してやるんだ。見てなさいよ。吠え面かきながら、「おいしい。冬乃って意外と女子力高かったんだね。素敵だよ。これからも僕のために作ってくれないか」って言わせてやるんだから。

　でも、その前に──。

　わたしはキッチンのドアに視線を向けて、怖い顔で睨む。こっちをこっそり覗いていた絢十が、ひゅっとドアの陰に隠れた。

「……こらぁ！　何を見張っとんねん！　心配せんでも鶏肉やし！」

「う、うん」

　まったく。信用ゼロか、わたしは。

　魔都は第一級閉鎖指定地区とはいえ、結構な広さがある。山に近いほど畜産業も盛んになっているし、京野菜は健在だ。海産物だけは行政を通じて外からの供給に頼っているけれど、川魚であれば猫娘の魚屋から買える。人口が少ないということもあるが、ちゃんと稼ぎがあるのであれば、それほど食料に困ることはない。

　どうもカーテンの外から来る人たちには、そこらへんの事情が伝わっていないようだ。

　揚げた鶏肉を京らしく和紙を敷いた皿に並べ、余分な油を吸わせる。一つ試食。

　うん、我ながらおいしい。

　あとはご飯が炊きあがるのを待って、京野菜のサラダと、お豆腐のお味噌汁を並べれば完成。

　堂々たる食卓！

　でも、絢十の反応はわたしが考えていたものとは違っていた。

　並べられた食卓を前に驚いたように口を開け、そのあと、すべての表情を消してしまった。そうしてまるで神仏にそうするように、ゆっくりと手を合わせ、箸を取った。

　一つ、唐揚げを取って口に運ぶ。

「ど、どう？」

　わたしの質問など聞こえていないかのように、また目を見開いて、今度はお味噌汁に手を伸ばした。次にご飯を一口。

　そして呆然と呟く。

「……懐かしいな。もう食べられないって思ってた味に、凄く似てる」

　ああ、そうか。

　わたしはようやく気がついた。夏奈家の味だ。絢十は幼少期、よく夏奈深雪の家に遊びに行っていた。帰る時間が遅くなったときなどは、よく夏奈深雪の母親の手料理を食べていたものだった。

　そっか。わたしの手や舌にも、ちゃんと残っていたんだ。

「嬉しいな、これ。あ、もちろん、おいしいよ。ありがとう、冬乃」

　かなり遅れて、絢十が無邪気に微笑んでくれた。

　吠え面とは違ったけれど、わたしはそれが嬉しくて、自分が食べるのも忘れて、食卓に両肘をついて顎を乗せ、ずっと彼を眺めていた。

　おいしい、よりも先に、嬉しい、か。悪くない感想。うん、悪くない。

　幸せって案外こんな感じなのかもしれない。わたしにはもう、夢見ることしかできないけれど。

　あ～あ、ニヤケてるだろうな、わたし。

　絢十は夢中になって頰張っている。詰め込みすぎて、頰袋にどんぐりを詰めたリスのようだ。ちょっとおもしろい。吠え面とかもう、どうでもいい。

「そんな急がんと、落ち着いて食べや」

「うん」

　午前一時。

　課長は帰ってこなかった。わたしたちは食事を食べ終え、立ち上がる。

「一応言うとく。絢十は事務所に残ってもええんよ。新人にはヘビィすぎる事件やし、夏奈深雪だってどっかに閉じこもってて無事かもしれん。無理するんはちょっと気が早いんちゃうか」

「行くよ。さっきまでと違って、多少の役には立てると思う。拳銃レンの弓の使い方もわかったし、自分の限界も知ったし、覚悟も決まったから」

　理由も言わずに即答だ。本当に間髪容れず。

　わかってるよ。理由を言わなかったのは、それはつまり、わたしのためでしょ。この期に及んで、鬼神であるわたしを女の子扱いした挙げ句、一人では行かせられない、なんてことを考えてる。

　恥ずかしいやつ。熱血バカ。

「冬乃。もしかしてまだ体調が完全じゃない？」

　突然、絢十がわたしの額に手をあててきた。

「ひゃ！」

　あまりに予想外の行動に、わたしはあわてて後退りをしてしまい、ソファの肘置きに蹴け躓つまずいて背中から床に、派手に転がった。

　わああぁぁ！

　あわててスカートを押さえる。

　今絶対に見られた。めっちゃ下半身見てるし。あ、目を逸らした。もう遅いよ。最悪。

　見られるのは別にいい。パンツくらい。でも、もっと可愛いやつ穿いとけばよかった。てゆーか今日どんなの穿いてたのか自分でも思い出せない。上と下の色は合わせてないな、たぶん。それもこれも忙しすぎるのが悪い。全部課長のせいだ。あいつめ。

　わたしはこの話題を避けるため、大慌てで話を戻すことにした。

「な、な、なんでよ？　ゼ、ゼゼッコーチョーに決まってんでしょ！」

「ご、ごめん。顔色が赤くなってたから、熱でもあるのかと思って。そんなに驚くとは思わなかったよ」

　あんたがわたしみたいな中途半端な鬼を、普通の女の子扱いするからでしょうが！　と叫べたなら、どれだけ気楽なことか。

　少なくともわたしが夏奈深雪だったら、そう叫んでいただろう。

　わたしは咳払いをしてから極めて冷静なふりをして立ち上がり、スカートについた埃を軽く手で払った。

「……オホン。で、死神姫の居場所は捕捉できてんの？」

「山本警部たちが動いてくれてる。僕らの準備ができ次第、連絡を取って場所を聞く手筈になってるよ。距離を保って尾行しつつ、先回りでなるべく被害者を減らしてるらしい。それでも、仮死者の数は増え続けてるみたいだけどね」

「了解。すぐに連絡や。それと絢十」

　わたしは課長のデスクの引き出しを勝手に開けて、中から一枚の、聖骸布でできたフェイスマスクを取り出した。

「これ渡しとく。瘴気を八割方カットできる聖骸布のマスクや。完全にシャットアウトできるわけじゃないから、死神姫と限界まで距離詰めるときには、それでも息は止めといて」

　絢十が唾液を吞み下して、赤黒いマスクを受け取った。

「わかった。……変な肌触りだな。何でできてるの？　セーガイフってなに？」

「ええ、それ訊く？　大学で習わんかったん？」

　絢十が頭を搔いて、苦笑いを浮かべた。

「へへ、あんまり真面目な学生じゃなかったから」

　まあ、だからこそ休学して京になんか来てしまったのだろうけれども。

「ん～、訊かんほうがええと思うけど？」

　知らないほうが幸せなことだってある。いくらでも。

　わたしが誤魔化すために苦笑いを浮かべると、絢十が不安そうに肩をすくめた。

「やめときます」

　仮死者が死に至るまで、残り七時間──。




◇　　　　　　　　　　◇




　事務所のビルから出ると、冬の冷気が真新しいコートを貫いて肌を刺してきた。

　出発前に冬乃に手渡された、京都多種族安全機構の紋様エンブレム入りのロングコートだ。背負う白と黒の翼が重なり合った紋様エンブレムは、この魔都の混沌とした種族の有り様を的確に示している。

　蜘蛛型の怪アヤシから抽出された糸でできた防刃防弾繊維は、あらゆる衝撃から身を守ってくれる。もっとも、昨日の冬乃を見る限り、死神姫の一撃の前では効果は期待できそうにない。

「似合おうとるやん」

「へへ、そうかな」

　僕も少しは認められたということだろうか。

　二人して七条通を歩く。

　残り時間は少ないが、急ぐ必要はない。七時間ぶっ通しで戦い続けるわけじゃないし、死神姫が相手では、この戦いに次などないからだ。

　生か死か。二択だ。

　いつもは露店で賑わう道も、今は仮死者が転がっているだけで、静まり返っている。

　僕は隣を歩く冬乃を盗み見て、少し頭を搔いた。

　どうにも調子が狂う。冬乃が気絶から目を覚まして以降、僕は彼女に対して、奇妙な感覚に陥っていた。うまくは説明できないけれど、なんだか懐かしく感じてしまう。

　だけど冬乃はナツユキではない。髪や瞳の色はもちろん、顔つきも違う。体型は、十年あれば変わってしまうからアテにはならないけれど、ナツユキはもっと華奢で、弱々しさを感じさせていた。冬乃はとても女性的で、健康体を意識させる。

　それに、ナツユキは僕と同い年だ。個人差があるとはいえ、冬乃はそれより少し若く見える。

「う～ん」

「なんやねん、さっきから。怖じ気づいたんか？」

　冬乃が挑発的な視線を僕に向けた。

「いや、怖じ気づいてるのは最初からだし、今さらだよ。だからといって行くのや～めた、とはならないし」

「ほな、なんやねんな」

　僕はこたえのない疑問を考えるのをやめることにした。

「いや、鬼だけに縞々だったのかなって思って」

　冬乃が眉をひそめた。

「は？　なに……が……？」

　僕の視線を追って自らのスカートに目をやり、冬乃が般若の笑みを浮かべる。マズいと思った瞬間には、冬乃は僕の頰と肩に手を伸ばし、首をぐぐっと回していた。

「……いっぺんその首、曲がらんほうに曲げたろか……」

　だめえ！　そんな怪力でやられたら折れる、折れちゃうぅぅ！

　数秒後、道路に四つん這いになっている僕と、ヤンキー座りで僕に視線を合わせている般若がいた。

「あのな？　うちかてもう子供ちゃうし、故意じゃないんやったら、パンツくらい見られても別に怒らんよ？　そやけどな、そういうこと口に出すんはあかんと思わん？　デリカシーないと思わん？　小さい頃、お口チャックとか口は災いの元って教わらんかった？」

「あ……い……ズビバゼン……」

　決戦前に殺されるかと思った。迂闊にからかうこともできやしない。

「ち、ちなみに、故意に見た場合、僕はどうなるんでしょうか」

「関節を曲がらんほうに曲げる。あと、夏奈深雪を先に見つけ出して密告チクる」

　肉体のみならず、社会的尊厳まで粉砕されるのか。それはかなり割に合わない。

　冬乃が視線を外して横を向き、赤髪で表情を隠しながら呟く。

「ま、まあ、それでも？　絢十がど～うしても、うちのを見たいって言うんやったら、い、一枚くらいは……あげてもええけど……？」

　本体なしの布きれだけを貰ってもしょうがないし、何よりこれはきっと誘導尋問ってやつだ。釣られた魚はいつだって料理されるものだ。騙されてたまるものか。

　僕は首を全力で左右に振った。

「いらないっ、超いらない！」

「なんっっでやねんっ!!　もうちょい乙女心とか考えてからこたえ出せやっ!!　まるで無価値みたいやんけっ!!」

　冬乃がハッと気づいたように視線を戻して立ち上がり、スカートをぱたぱたと叩いた。

「……いや、まあ、うん。もうこの話題やめとこか……。うちもだいぶおかしくなってるみたいや……」

「そ、そうだね」

　歩き出した冬乃に追いついて、僕は別の話題を持ち出した。

「そういや、なんで今日の移動は原付じゃないの？　原付のほうが体力温存できて楽じゃない？」

「背後からこっそり近づいて不意打ちできればって思ったんよ。わかってるとは思うけど、正々堂々とか言うてる場合とちゃうからな」

「うん」

　同感だ。僕ら二人に、第一級閉鎖指定地区に棲む怪アヤシと人類の生命が懸かっている。綺麗事なんて最初から言うつもりはない。むしろ力のない僕は、どうやって死神姫の虚を衝いて拳銃レンの弓を命中させるかを考えていた。

　二条城横での戦い同様、半径十メートル以上では回避される。可能であれば五メートルまで近づきたい。

「それに、こんだけ仮死者がごろごろ転がってたら、夜は轢き殺しかねん。旧京都駅なら距離も遠くないしな。ウォーミングアップにはちょうどいいやろ」

　冬乃の言葉にうなずきながら、僕は場違いなものを見つけて指さした。

「あ……。あれ、魚屋の屋台じゃない？」

「ホンマや。あのアホ、こんな状況で店出しとんのか。……ったくもう。ちょっとは危機感持てっちゅーねん」

　ぷんすかぴーと怒りながら、冬乃がため息混じりに屋台へと近づいてゆく。

「こんな真夜中でも屋台ってやってるんだね」

「まあ、太陽が苦手で夜にしか出歩けん怪アヤシも、少なからずおるからな。そういうやつらにもちゃんと食料届けたろって思っとんねんやろ」

「そりゃあ、いい猫だ」

「うん。魚屋は基本的にお人好しやから。万引きした人狼を雇ってまうくらいにはな」

　吐き捨てる口調ほど嫌がる様子もなく、冬乃は笑顔で屋台の暖簾をめくった。

「邪魔するで、魚屋」

「へい、らっしゃ──あ？」

　野太い声。聞き覚えのある声に、僕は冬乃に続いて暖簾を上げた。

　魚屋じゃない。人狼ラルだ。

「ぬお、鬼っこッ!?　……と、確か……絢十っつったか？」

「ああ、うん。名前覚えてくれてたんだ。この前は消火活動ありがとう、ラル」

　ラルが指先で頰を搔いて吐き捨てる。

「別に安機のためにやったわけじゃねえ。社長に言われたから仕事としてやっただけだ。特に絢十は社長のお気に入りだからな。そこんとこ勘違いすんな」

　冬乃がムッとした表情で僕の脇腹を肘でつついた。

「なんやねん、お気に入りって。うちの知らん間に魚屋に手ぇ出したんちゃうやろな」

「あ、いや、僕にも何がなんだか……」

「あんまり変なことしてたら、うちが夏奈深雪を先に見つけて密告チクったるからなっ。猫だけにニャンニャンしてました～言うてなっ」

　笑えない。

　唇を尖らせ、目を半眼にして、なぜか冬乃は僕を睨む。

「それは勘弁して欲しいな。ナツユキはこの件に関係ないし、冬乃が怒るようなことでもないだろ」

　冬乃が両手を腰にあて、胸を張った。

「ふん！　うちは浮気とかする男が嫌いやねん！」

　してないから……。てゆーか、ナツユキともそんな関係──そんな関係……か。まがりなりにも婚約者だったのだから。

　いずれにせよ風向きが悪いので、僕は話題を変えることにした。

「ところでラル、魚屋はどうしたの？　姿が見えないみたいだけど」

　ラルがわずかに瞳を伏せて、屋台裏のベンチを指さした。

「あのザマだ」

　ベンチには猫耳の少女が瞳を開けたまま、ぐったりと倒れ伏していた。申し訳程度に毛布がかけられている。微かな胸の上下は、まるで眠っているかのようにゆっくりだ。

　背筋に悪寒が走った。すかさず冬乃が尋ねる。

「瘴気感染か？」

「……ああ。ざまあねえな。俺のような神樹生まれのオリジナルにゃ効きづれえみてえだが、社長みてえなニンゲン混じりの半端もんデミ・ヒユーマンにゃ、やっぱ毒みてえだ。あんたくらいの神格の怪アヤシでもねえ限りはな。……いや、もう俺も危険かもしんねえな。生粋の怪アヤシでも、下級のやつらはくたばり始めてる。人狼じゃなきゃ、俺もこうして立っちゃいられなかっただろうよ」

　ラルが鋭い牙の隙間から、悔しげに呟く。

「間近で見ちまった。あのバケモノは、魂を喰らって力を増す。社長が瘴気にやられたとき、人狼の俺がびびって動けなかった。ぶるっちまったのさ。あいつは堂々と俺の目の前を歩いて行ったんだ。俺なんざ魂を奪う価値もねえと、歯牙にもかけずにな。情けねえ話だ」

　一度言葉を切って、ラルは魚屋に視線を向けた。

「社長には体力がある。ニンゲンみてえに一日やそこらでくたばるこたあねえだろうが、衰弱するまで眠り続けるとしたら結末はそう変わりゃしねえ」

「あんた、そやのに魚屋の屋台で働いてんの？　盗るもん盗って逃げるんやったら今しかチャンスないんちゃうの」

　冬乃が両手を腰にあてて訝しげに言うと、ラルはもう一度魚屋に視線をやってから、やはり吐き捨てるように言った。

「ハッ、社長がくたばったら、もちろんそうさせてもらうぜ！」

「くたばるまではせえへんってことか？　……おまえ、魚屋の信頼を裏切ってみろ。この街で生きていけへんようにしたるぞ」

　凄む冬乃に対し、ラルは何もこたえない。

　冬乃は訝しげな表情でラルを見ているが、僕には人狼の気持ちがわかる気がする。

　だって、僕にとって冬乃が自分を救ってくれた大切な存在であるのと同じように、ラルにとっては魚屋がそういう存在なのだから。

　僕は冬乃を見捨てられないし、ラルは魚屋を見捨てない。生きるや死ぬやのこの魔都で結ばれる関係とは、得てしてそういうものだ。

　それに狼はイヌ科だ。受けた恩は決して忘れない。

　カーテンの外の世界で、やたらと乱発されている『絆』なんて上辺だけの言葉よりも、よほど固くて重い関係だ。

「しないよ。できるわけがない。そうだろ、ラル？」

　僕がそう言うと、ラルは一瞬だけ僕を見てから、苦々しく「さあな」と吐き捨てた。

　ラルは慣れない手つきでクーラーボックスから大量の氷を取り出して発泡スチロールの箱に流し入れ、その上に生の魚を並べて虫避けのネットをかぶせた。

　たったの二日で、すっかり仕事の手順は覚えたようだ。

「おう、絢十。あのバケモン張っ倒したら、帰りに寄れよ。七輪で塩焼きにしてサービスしてやる。店員が言うのもなんだが、生はキツいが炭焼きはうめえ。……ただし、社長が起きるまでの間だ。勝手にサービスしたら𠮟られるからな」

　狼顔だから毛むくじゃらで表情も顔色もあまりわからないけれど、たぶん照れてる。

「うん、ありがとう」

「……俺らぁもう、おめえらに頼るしかねえ。頼むぜ、京都多種族安全機構」

　言ったら怒って否定すると思うけど、ラルは魚屋のことが好きなのだろう。僕の中で日向冬乃が、ナツユキに匹敵するくらいの大きな存在になりつつあるように。

　冬乃は優しいだけではなく、とても強くて、危険で、刺激的で、僕にとっては魅力的な存在だ。それらはナツユキにはなかった特徴だ。

　優しさだけは、同じくらい。

「行こう、冬乃」

「ん」

　僕らは再び七条通を歩き出す。

　出ている露店は魚屋のもの一店だけだ。通りは、しんと静まり返っている。

　仮死者、仮死者、仮死者。ヒトも、怪アヤシも、道路の中央から端まで、等しく倒れている。

　僕は生唾を飲む。

　常に誰かと会話をしていないと、叫びだしてしまいそうなほどに怖くなる。子供の頃、何かで見た地獄絵図のようだ。救いがあるとすれば、絵図とは違って鬼が味方だということか。

　誰一人うめき声すら上げないし、指一本動かす人もいない。

　僕らは仮死者の間を抜けるように、ただ歩く。ふいに冬乃が両手を腰にあて、唇を尖らせた。

「なんやねん、あいつ。うちの言うことには返事もろくにせんとブスくれとるだけやのに、絢十の言うことは、なんだかんだ言うて聞きよるな、あのワンコロ」

　至るところで倒れ伏す仮死者から視線を外せなくなっていた僕は、一度夜空を見上げてから、意識的に冬乃の不満げな表情に視線を向けることにした。

　月光に照らされた赤髪はオレンジ色に輝いて見えて、とても綺麗だ。

「そう？　僕にはよくわからないな。この前会ったときは、そんなでもなかったんだけど。魚屋がラルに何か言ったのかな？」

　冬乃がむくれて、じろっと僕を睨んだ。

「……絢十、ホンマに魚屋と何かあったんちゃうやろな。ニャンニャンしたん？」

「してないよ！　つか、なんだその言い方。昭和のオッサンか。僕はただ、少女狐の件で魚屋にキミの居場所を聞いただけだから」

「どーだか」

　胸の前で腕を組み、冬乃がそっぽを向いた。

「仮にそうだとしても、なんで冬乃がそんなに不機嫌になるんだよ」

　嫉妬だったら嬉しい、などとバカげたことを考えてしまっている自分がいる。だって僕は、魚屋ではなく日向冬乃に惹かれていたのだから。

　けれど自分の中で十年間育ってきたナツユキへの想いが、恋愛感情からなのか罪悪感からなのかを確かめるまでは、この気持ちを表に出すことはできない。

　どちらにしても、僕は最低な人間だ。

　冬乃がうつむき、呻くように呟く。

「べ、別に不機嫌になんてなってへんもん。うちはただ、そんなんされたら夏奈深雪が可哀想って……思っただけやし……」

　冬乃の言葉が、尻すぼみに小さくなってゆく。

「冬乃がナツユキのことを思ってくれるのは凄く嬉しいけど、魚屋に関しては、本当に何もないから」

　冬乃が眉を寄せて、顔を上げた。

「……魚屋に関しては？　まさか、他にも気になる女がおるん？」

　あふ！

　なんで僕はこう、いつも一言余計に喋ってしまうんだ。間違っても、キミに惹かれてるなんてことは言えないというのに。

「こ、言葉のアヤってやつだ」

　冬乃がため息をついて、歩きながら肩を落とした。

「はぁ～あ。魚屋といい、ラルといい、連太郎といい。絢十って種族も性別も関係なく、誰でも引っかけていくんやな。…………この浮気もんっ」

「だ～から、してないって」

　月光に浮かび上がる巨大な神樹が、徐々に近づいてきている。僕らは神樹の陰へと踏み込んでゆく。怪アヤシを生み出す実は、今はなっていない。

　冬乃が瞳を細めて神樹を見上げた。

「近くで見ると圧倒されるねんなぁ、これ」

　僕は同じように見上げ、不思議な感覚に陥る。

「……でも、綺麗だ……凄く……」

　巨大で、神々しく、そして、生命力に充ち満ちている。真冬であるにもかかわらず、枯れた葉など一枚もつけていない。京都を混沌の都にして、数多の怪アヤシを今も生み出し続けている神の木だというのに、その姿はあまりに美しい。

　誰もが畏敬の念さえ抱く神樹の枝葉からは、月光が静かに降り注いでいた。緑の葉の一枚一枚が輝き、微かに揺れている様には、思わず視線を奪われてしまう。

　恐怖に囚われそうな心が、不思議と落ち着いてゆく。まるで、暖かな腕に抱かれているかのように。

「絢十？」

「なんでもない。行こう」

　目指す場所は、京都駅跡だ。山本警部からの連絡では、どうやら死神姫は、あそこをエサ場と決めたらしい。新幹線はもちろんのこと、在来線すら来なくなっても、あそこには今も多くの人や怪アヤシが集まっていたから。

　里村連太郎の情報では、神樹の足元、駅前のタワーホテルやセンチュリーホテルをねぐらにしていた人や怪アヤシたちがかなりの数存在し、南北のターミナルにはいつも多くの露店が集うらしい。

　死神姫にとっては、恰好の狩り場だ。警官隊が先回りして避難を促したとはいえ、死神姫は今頃、腹一杯まで魂を喰らっていることだろう。

　再び心に恐怖が射し込んできた瞬間、冬乃が自分の肩を僕の肩に軽くぶつけてきた。

「綺麗、か。絢十は神樹まで褒めるくせに、うちのことだけは褒めてくれへんな。まあ、醜い赤鬼やから、しゃーないとは思うけど」

「な、何言ってんだよ。そんなこと──」

　言葉が続かない。この先は、まだ言えない。

「──そんなこと言ってる場合じゃないだろ」

「まあ、そうやねんけど。ああ、くっそー！　女子力ほっしいなあ、もう！」

　そう言って僕に笑いかけてくる赤鬼は、とても魅力的だ。今すぐに抱きしめてしまいたい衝動に駆られるほどに。けれどそのたび、僕の脳裏には十年前の夏奈深雪の泣き顔が浮かぶんだ。

「どしたん？」

「いや……。ご飯、おいしかったよ」

「あはは、今それ言うん!?　絢十ってほんま、ずれてるな！」

　そうして僕らは笑い合う。一頻ひとしきり笑って、僕は自分の肩を冬乃の肩に軽くぶつけた。

「僕がびびってたから気を遣ってくれたんだろ。ありがとうな、冬乃」

「な──、そ、そんなんちゃうし」

　冬乃が言葉に詰まって、唇を尖らせる。

「わかるよ、それくらい。正直言って、こうして軽口でも叩いていないと、今にも逃げ出しそうなくらいびびってる。でも、逃げたら後悔する。だから、ありがとう」

　おかげで恐怖に圧し潰されずに、ここまで来られた。大丈夫。気力も生命力も充実している。拳銃レンの弓も、二発は撃てる。

　今度は無言で、冬乃が僕に肩をぶつけてきた。僕も無言でぶつけ返す。笑いながら。パワー的に、あまり割に合っていない吹っ飛び具合ではあるが。

　京都駅跡前、ハイウェイバスターミナル。

　強烈なビル風に激しく躍る赤髪を手で押さえて、冬乃がふいに走り出した。

「絢十、ヤマモっさんや！」

「うん」

　僕は彼女を追いかける。

　予想はしていたけれど、ハイウェイバスターミナルには三桁近くの仮死者が倒れていた。このペースで死神姫が移動を続ければ、魔都京都は一週間と保たないだろう。

　待合所の壁にもたれるトレンチコートの中年男が、ただ一人で立っている。ゆらゆらと、紫煙が漂っていた。警官隊を指揮していたはずの山本警部だ。

「ヤマモっさん！」

　僕らは声をかけながら、山本警部の前へと回り込む。火のついたタバコを咥えたまま、山本警部の厳しい視線は京都駅跡へと向けられていた。

「……おう、安機か」

　様子がおかしい。凄まじい量の汗の玉が、顔から滑り落ちている。

「山本警部？」

　瞬間、中年男性の身体がぐらりと傾く。そのまま彼の両膝は折れて、力なく地面へと崩れ落ちた。

「ヤマモっさん！」

　足元に広がる赤黒い水たまりにタバコが落ち、じゅっと小さな音を立てた。よく見れば、彼は片手で腹部を押さえていた。

「……心配すんな。気ぃ弛んだだけや。それより警官隊は壊滅した。すまんな」

　山本警部が、顎でターミナルを指す。目を凝らしてよく見れば、ターミナルの仮死者の中には数十名もの警官隊が交じっている。

「連太郎……！」

　冬乃の視線の先、人の好い青年は恐怖に目を見開き、全身傷だらけで倒れている。その腕の中には、やはり目を見開いたまま動かなくなっていた小さな怪アヤシの子供がいた。

「……心配すんな。あいつらぁ、そないヤワやない。どうせ仮死状態で肉体の活動も鈍っとるから、しばらくは保つやろ……」

　戦ったのか！　怪アヤシの子を救うために！　あのバケモノを相手に、生身の人間が！

　不思議と恐怖は薄れ、僕の身体は発熱し始めた。肉体の奥底から、力と勇気が湧いてくる。

　里村連太郎だけじゃない。他の仮死者と違って、警官隊のほとんどがヒドい傷を負っていた。中には、生きているのかすらわからないほどの深傷を負っているものもいる。

　鉄錆のような臭気の風が吹き荒ぶ。

　興奮を抑えて、僕は静かに尋ねた。

「山本警部はどうして仮死状態になってないんですか」

　この傷では、無事でいるほうが自殺行為だ。仮死者となって、生命活動を可能な限り抑えたほうがよかったはずなのに。

「……昔っから趣味は素潜りでなあ……息止めんのぁ得意やった……。……瘴気みたいなしょうもないもん、吸うてたまるかィ……」

「そういうことじゃなくて！」

　山本警部をその場に寝かせて、僕らは可能な範囲で止血する。でも、こんな処置は気休めにもならない。

「……冗談や。時人に頼まれたからや。自分は他にやることがあるから、あとから来る若いのに道示せってなあ……。……意識なくすわけにゃいかんやろが、あのボケェ……」

　時人って、暁時人か。やっぱり課長は無事だったんだ。

　僕は冬乃と視線を交わしてうなずくと、山本警部が震える腕を持ち上げて、京都駅跡を指さした。

「……死神姫は京都駅構内や。おまえらぴーぴーやかましいから、もう行けや……。……ああ、待て。その前にタバコ一本頼むわ……。……瘴気の口直しや……」

　冬乃が山本警部の胸ポケットからタバコの箱を取り出して、彼に一本咥えさせた。そうして、箱の中にねじ込まれていた安っぽい百円ライターで火をつける。

「ふぅ～……、人生最期の一服て思たら、女房が毎日やかましい言う、この人間様の出す瘴気タバコも悪うないわ……」

　それだけを呟くと、山本警部は僕らを追い払うように、無造作に手を振った。

　僕と冬乃は同時に立ち上がる。

「急ごう、冬乃」

「そやな」

　そうして彼をその場に残し、走り出す。

　じっとりと、手に汗が滲んだ。腰に挟んでおいた拳銃レンの弓を取り出して、握り直す。

　虫の声もない冬。ただ渦巻く風の音だけが、耳の奥を刺激する。

　残り七時間はあると思っていたけれど、もうそんな時間さえない。魔都には救急車など存在しないし、医者を呼んでも死神姫の間近であるこの場所までは来てはくれないだろう。

　せめて山本警部を病院まで運んでくれる人がいれば──。

　そこまで考えて、僕は思い出す。上着のポケットを探り、一枚の紙キレを取り出した。
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　わたしたちは京都駅ビルに走り込み、止まったままのエスカレーターを駆け上がる。

　人工物のありとあらゆる部分に巨大すぎる神樹の根が蔓延はびこり、その隙間を縫って床を這うドライアイスの煙のように、瘴気の流れができてしまっている。

　いや──。

「根の樹皮が腐ってきとる。神樹まで瘴気にあてられたんか」

　わたしは樹皮に指先を置いた。ヘドロのように変化した樹皮が、ねっとりと人差し指にまとわりついた。

　炎も雷も刃も通さなかった神樹が、瘴気によって侵蝕されている。生物である限り、罹患りかんすることは理解できるけれど。

　神樹が、枯れる……？　いや、神樹を殺そうとしている……？

　なぜか胸がざわついた。京を混沌に吞み込んだ神樹を、それでも守らなければならないと思ってしまうのは、わたしの半身が怪アヤシだからだろうか。

　神樹は、怪アヤシを生み出す母体のようなものだ。

　だけど、本当にそれだけ？　わからないのに、胸騒ぎが激しくなってゆく。

「……急がな」

「え？」

　神樹に対する焦燥感をうまく言葉にできず、わたしは頭を左右に振った。

　エスカレーターを駆け上がりながら周囲を見回すと、恐ろしいほど瘴気に満ちていた。二条城で戦った昨日とは比較にならない発生量だ。

「絢十、マスク装着」

「うん」

　絢十がポケットから赤黒い聖骸布のマスクを取り出して、顔の下半分を覆った。わたしには瘴気が効かないからつけたことはないし、こんなにも危険な瘴気を出す怪アヤシとやり合ったこともないから、課長が装着しているところも見たことがなかった。

「ぶふっ」

「な、なんだよ」

　エスカレーターを上がりきって、わたしは思わず笑ってしまった。

「だってそのマスク、忍者みたいやもん」

「…………ホントに!?」

　途端に絢十が目を輝かせた。

「ちょ、大声出すなやっ。見つかったら、どないすんねん」

　なんで嬉しそうな顔してんの、この人。まさか二十歳超えた大人が忍者に憧れてるとかじゃないわよね。それはそれで可愛いけど。同じことを課長が言っていたら、横っ面を引っぱたいて目を醒まさせてやりたくなるのが不思議だ。

　わたしはあらためて自覚する。やはり、この人のことが好きなのだ、と。

　ずっと、ずっと以前から、わたしは魔都であなたを待っていたんだよ、絢十。

「そんなにおかしい？」

　ふいに絢十がそんなことを尋ねてきた。

「へ？」

「こんな状況なのに、ずっと笑ってるから」

　わたしは視線を外して誤魔化す。

「だって、おもしろいねんもん。ちょっとニンニン言うてみてよ」

「……嫌だよ」

　南北自由通路に出て、わたしたちは一度足を止めた。瘴気は立ち籠めているけれど、通路に蔓延った神樹の枝の隙間を流れる風音以外は、何も聞こえない。

「いないね」

　視線を全方位に向ける。神樹に吞まれ、静まり返った京都駅ビル。瘴気がなければ、あんなバケモノが潜んでいるだなんて、とても考えられない。

　絢十が声を落として呟く。

「どこにいるんだろう」

「瘴気の濃いほうや」

　わたしは床に手を置き、足元三十センチほどを這う瘴気の高さにまで身を屈める。黒い霧は改札方向ではなく、大階段の方角から流れてきている。

　顔を上げて、鼻と口元をコートの袖で拭う。鬼神の自分には大した害はないとわかっていても、あまり気持ちのいいものじゃない。

「上や。瘴気の臭いが濃い」

　信じられないことに、黒の瘴気は京都駅跡のフロア全体を薄く覆ってしまうほど広がっていた。

　人狼ラルが言った通りだ。

　わたしは無意識に親指の爪を嚙む。

「……ようさん魂喰うて、力をつけつつあるな」

　いったいどこまで強くなるの？　まだ顕現から半日も経っていないというのに。早く止めなければ、十一年前の惨劇が数倍の規模で引き起こされてしまう。

　この前は、あまりにも反応が鈍かったから助かった。あれは空腹によって完全に覚醒できていない状態だったのかもしれない。それでも、ヒト型形態のわたしを圧倒したけれど。

　絢十が拳銃レンの弓の撃鉄ハンマーを起こし、静かに呟く。

「喰えば喰うほど強くなるんだとしたら、早く倒さないと手のつけようのない状態になる。急ごう、冬乃」

「うん」

　蔓延る神樹の根を乗り越えて、わたしたちは京都駅の大階段を見上げた。

　段数一七一、全長七十メートル、総高低差は十一階建てのビルに相当する大階段を途中まで駆け上がり、わたしは気づく。

「……いや。もう遅いかもしれん」

　最上階、神樹の枝の陰から、わたしたちを見下ろすその視線に。

「──ハメられた」

　女は渦巻く瘴気に抱かれていた。自らの身長ほどもある禍々しい大鎌を肩に担ぎ、闇に魅入られたかのような瞳で、わたしたちを厭らしく睨ねめつけながら。

　見誤った。

　最悪の状況でも、形振なりふり構わず鬼神の力を使えば、絢十を守ることくらいは、どうにかなると思っていた。

「くそ、あいつ──ッ！」

　絢十もまた、気がついたのだと思う。

　戦う戦わない、勝てる勝てないの問題じゃない。死神姫を中心として空間に渦巻くとてつもない量の瘴気は、空に浮かぶ月や星すらも隠すほどで。

　最上段向かって右手にも左手にもビルの壁があり、この空間、大階段は囲まれている。

　あいつは鬼神であるわたしよりも、拳銃レンの弓を持つ絢十を最優先で殺すことを選んだ。

　死神姫が、嗤った。瞳を三日月形に歪め、口角を不気味なくらい引き上げて。

「絢十、戻れぇ────っ！」

　そう叫んだ瞬間には、死神姫の周囲に強引に押し止められていた大量の瘴気が、大階段を伝って凄まじい速度で流れ落ちてきていた。階段だけじゃない。右手のビルからも、左手の百貨店跡からも、ドアの隙間や割れた窓から黒の霧が大量に溢れ出す。

　人間の足で逃げ切れる速さじゃない。

　──吞まれる！

　わたしは耐えきれる。けれど、人間である絢十は一溜まりもない。全身が瘴気の海に沈んでしまっては、聖骸布のマスクも意味を成さない。

　わたしを吞み込んだ黒の波は、瞬間的に踵を返した絢十の前方、上空、そして左右からも彼へと襲いかかった。

「くそぉ────っ！」

「絢十ぉぉ─────っ!!」

　彼の全身が真っ黒な空間に包まれた瞬間──前触れもなく炎が爆ぜた。

　黒の瘴気が雲散霧消し、代わりに凄まじい猛火が空間を包み込む。

「──痴しれ者め」

　高圧的で力強い、女の声が響いた。
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　猛火は黒の瘴気を灼やき払い、役目を終えると同時に徐々に消滅してゆく。熱量すら伴っていない不可思議な現象に、立ち尽くすしかなかった絢十もわたしも、狐につままれたような感覚に陥った。

　いいや、実際につままれたのだ。狐に。

　わずかに残った炎の中から、眉目秀麗な女性が顕現する。

　肩口も露わに鮮紅色の着物を着崩して、足元にまでかかりそうなほどの長さの輝く金色の髪を、炎で上昇する気流に揺らしながら。黄金の瞳は愁いを湛え、艶やかな唇が静かに開かれる。

「──貴様、妾の飼い主様に何をするか、招かれざる異界の神よ」

　ゆっくりとした、だけどよく通るハッキリとした口調。とても力強い声。

　女性が雅な仕草で右手をすぅっと持ち上げた瞬間、死神姫の周囲で渦巻いていた瘴気が炎を宿し、夜の空へと弾け飛んだ。

　それでも死神姫は不気味な笑みを浮かべたままだ。新たな瘴気を生み出し、再びその身に纏う。

　女性の熾す炎が再び黒の瘴気へと襲いかかる。黒と赤の激しいせめぎ合い。わたしは理解する。あれは炎ではなく、猛火の特性を持つ炎色の瘴気なのだと。

「むう……そう長くは保たぬぞ、飼い主様」

　わけがわからない。呆然と立ったままの絢十ですら、ぽかんと口を開けたままだ。

　わたしが絢十に視線をやると、絢十が大慌てで首を左右に振った。

　件くだんの女性の首筋には、古びた首輪が巻かれている。着崩した着物は豊かな胸にかかり、着衣状態であってもわかるほどに腰部は細い。裾口の隙間から覗く足は長く、奇妙なことに下駄はもちろん草履ぞうりらしきものも履いておらず、裸足だ。

　そして金色の頭部には、獣の耳。

「少女狐……か？」

　絢十が呟くと、女性はわずかに瞳を細めて両膝を曲げた。

「伊都那いとな。そう呼ぶがよい。飼い主様」

　少女というよりは、もはや立派な女性のように見える。

「か、飼い主？　僕が？」

　妖狐。その名に反して妖怪であることから脱し、神へと転身した狐。少女狐は炎狐なんかじゃなくて、妖狐だった。

　それはつまり、わたしとの戦いで正体を見せなかったのは、本気でわたしを殺す気はなかったということだ。おそらくは自分の犯している罪を理解していたから。

「あ、あんた──」

「委細はあとにせい、鬼の子。来ておるぞ」

　視線を戻した瞬間、遥か上方に佇んでいたはずの死神姫が、わたしの眼前で黒のドレスを翻していた。

　黒と赤がせめぎ合う空間を斬り裂いて、大鎌がわたしの頸へと迫る──！

　この前よりもずっと速い。わたしの反応が追いつかない。

「──ッ!?」

　息を吞む。

「冬乃！」

　瞬間、その先端でわたしの頸に触れた大鎌の刃が、輝く光弾によって大きく弾かれた。魂の輝きだ。絢十が拳銃レンの弓を撃った反動でよろめく。

　バカ絢十──二発しか撃てないのに！

　わたしはとっさに両手で死神姫の片腕をつかみ、力任せに自らの膝で叩き折る。

「この──！」

　骨が砕ける鈍い音が響き、大鎌を持つ腕があり得ない方向に曲がった。焦げついたかのような真っ黒な骨が、傷口から飛び出す。赤い血はない。傷口から溢れ出したのは、黒の瘴気だ。

　それでも死神姫は眉一つ動かさない。一秒後には曲がった腕を不気味に戻して、大鎌でわたしの身体を逆袈裟に薙ぎ払う。

「く！」

　間一髪、コートのボタンが縦に弾け飛び、わたしの額は鮮血に染まった。醜い赤毛が数本空に舞い上がる中、振り上げられたばかりの大鎌の刃が、真下を向いた。

　──っ!?

　息を吞む。回避は間に合わない。

「呆けるな、鬼の子よ！」

　大鎌が振り下ろされる直前、伊都那が腕を振るった。

　わたしと死神姫とのわずか数十センチの隙間で炎が爆ぜ、わたしたちは爆風に煽られて別方向へと吹き飛ばされた。

　伊都那はなおも腕を振るう。

「灼き尽くせい！」

　死神姫のドレスに燃え移った炎は、彼女を侵蝕してゆく。しかしそれも一瞬のことで、次の瞬間には黒の瘴気が炎を覆い潰してしまった。

　死神姫の虚ろを宿した狂気の瞳が、わたしや絢十から伊都那へと向けられる。

「……おまえ、邪魔……」

　暗く澱よどんだ声。最小限の言語。それでも数時間前より、はっきりと。

　伊都那は死神姫の視線から絢十を庇うように立ちはだかり、両袖を広げて、不敵な笑みを浮かべた。

「邪魔とな。ふふ、それは好い。ならば聞くがよい、異界の神よ」

　一度言葉を切り、伊都那は胸一杯に空気を吸い込んで、朗々たる声で叫ぶ。

「──京の狐はヒトの味方ぞ！　魂なぞ、異界の神ごときにただの一つもくれてやる道理などないわ！」

　そうして視線だけをわたしに向けて、早口に吐き捨てた。

「鬼の子、何を躊躇っておるのじゃ。おぬしが何にこだわっておるのかは知らぬが、また妾の飼い主様の手を煩わずらわせるつもりかえ」

　好き勝手言ってくれる。でも、正論。

　伊都那は絢十に拳銃レンの弓を撃たせるなと言っているのだ。そんなことはわたしだってわかっている。あれは、まともな武器じゃない。生命力を切り取って撃ち出す武器。そんなの、本当なら一発だって撃たせたくないもの。

　昨夜、絢十は二発撃って気絶した。ならば三発目は死を招く。つまり、まかり間違って撃ったとしても、残りは一発。

「やかましい。そんなもんわかっとるわ、狐」

　死神姫は強くなっている。わたしがまるで敵わなかった昨日よりも、ずっと。それだけ多くの魂を喰らったということだ。

　もう、隠せないな……。

　なるべく見られたくなかっただけ。そう、ただそれだけ。それだけの理由で絢十を死なせるくらいなら、迷う理由なんてないもの。

　たとえ絢十が、この街を訪れた理由を失おうとも。彼がわたしから、離れて行こうとも。

　わたしはボロボロになった白のコートを脱いで、絢十の顔へと投げて被せた。

「冬乃？」

「見ないで」

　絢十の声を無視してわたしは視線すら合わせず、全身の細胞を活性化させてゆく。違うな。うん、違う。

　視線を合わせないのではなく、彼の顔を見る勇気がなかった。

　やがて細胞は発熱し、ヒトの限界を超えたところで変質する。頭皮を破って二本の尖塔型の骨が隆起し、手足はもちろん、肉体の隅々に至るまで脂肪を燃やし尽くし、発生したエネルギーのすべてを肉体の再構成へと使用する。

　指の先まで節くれ立つ手足、これまで以上に硬くなる肉体、同質量で人間の数百倍もの力を発生させる細く鋭い筋繊維。髪や瞳は十年前の黒髪に戻り、代わりに肌が鮮血のように赤く染まってゆく。

　暴力的に溢れ出る力の奔流に、わたしは鋭く尖った牙を剝き、最大声量で咆吼する。夜を震わせ、神樹の葉を弾き飛ばし、残っていた駅ビルの硝子が次々と砕けてゆく。

　これが、鬼神。これが、赤鬼。これが、京に流され日向冬乃を名乗った女。

　絢十がわたしのコートを取り去って、目と口を呆然と開く。言葉はない。無理もないだろう。

　今のわたしは肌の色こそ違っても、本来の自分自身、彼が知る夏奈深雪の十年後の姿をしているのだから。

　──これが、夏奈深雪の成れの果て。

「ごめんね……ずっと騙していて、ごめん……」

　見られたくなかった……。ごめんね。本当に、ごめん……。せっかく京まで追いかけてきてくれたのに、わたしもう、こんな身体になっちゃったんだよ……。

「……醜いでしょ。だから、あまり見ないで」

　笑みを浮かべようとしたのに、恥ずかしくて、悔しくて、涙が出てきた。

　唇が、動く。もう、楽になりたい。

　わたしは告白する。

　──これが、あなたが自分を捨ててまで追い続けてきた女の、成れの果てです。
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　そう言って、異形の女は笑った。ほんの少しだけ振り返って、寂しげに。

　身長は少し伸びた。手足も。平均的な二十歳の女性くらいだろうか。顔つきも先ほどまでとは違って、どこか大人びている。

「ナツ……ユキ……か……？」

　僕の質問にはこたえず、赤鬼の女が大地を蹴った。それだけで足元のフロアは粉砕され、彼女は火のついたロケットのような勢いで死神姫へと迫る。

　まるで気づいていなかったと言えば、噓になる。疑いはいくつもあった。

　まず、日向冬乃はいくつか僕の性格や嗜好を言いあてていた。だけど、その時点ではまだ、ナツユキと冬乃は顔見知りなんじゃないかって疑念だけで、何かの理由があって話せないだけだと思っていた。

　真っ赤な肌をした夏奈深雪は、涙とともに獣のような咆吼を残し、拳を握りしめる。

　赤鬼は死神姫の大鎌をかいくぐって細く青白い頸をつかみ、そのままの勢いで一〇〇段以上もの大階段を、ほんの数歩で駆け上がり、最上階の奥へと姿を消した。直後、凄まじい震動と同時に黒の瘴気と砂煙が大量に大階段を流れ落ちてくる。

「うわっ！」

「祓えい、炎よ」

　伊都那の炎色の瘴気がいくつもの狐火と化し、流れ落ちる黒の瘴気を灼き尽くす。長く美しい金色の髪が広がって、上昇気流で派手に舞った。

　日向冬乃への疑念が形を変えたのは、死神姫との最初の戦いに敗北したあとだ。長い長い気絶から目覚めた日向冬乃の言葉遣いが、ナツユキのそれになっていた。記憶が混乱しているような言動も、いくつかあった。

　それに、クセだ。

　僕の知るナツユキは、悔しいことがあると泣きながら親指を嚙んでいた。それに猫舌で、珈琲をいつも冷たい牛乳で半分薄めて飲んでいた。もっとも、それは十年前の話だから、彼女が子供だったからかもしれないとも思った。

　僕は考えていた。

　もしも鬼という生物が、ヒトと同じものを喰らう生物ではないのだとしたら、夏奈深雪は日向冬乃という赤鬼に喰われ、記憶を乗っ取られてしまったのではないか、と。現にそういう怪アヤシが存在することは、日本政府によって確認されている。

　だから僕は、失礼を承知の上でわざと怒らせるような質問を冬乃にした。「鬼というのは蛇や蛙や昆虫を食べたりするのか。人肉は」と。

　背中に拳銃レンの弓を隠しながら──おまえはナツユキを殺して喰らったのか、と尋ねた。

　だけど、彼女のこたえは「一族揃って、食べものは昔から人間と変わらない」だった。

　この時点で冬乃がナツユキを殺害したという最悪の疑惑は、消えないまでも限りなく小さな可能性となった。残る疑惑は、彼女らが知り合いである可能性と、同一人物である可能性の二つだった。

　そのうえで、僕が夏奈深雪からメールを受信する際、日向冬乃が側にいたことは一度もないということと、冬乃が気絶している間にはナツユキからのメールは入らなかったという、二つの事実。

　考えていた三つの可能性のうち、最もあり得ないと思っていた同一人物疑惑。

　僕は、誰にも聞こえない声で静かに呟いていた。

「十年か。……長かったなあ」

　大階段最上階から吹っ飛ばされてきたナツユキが、中腹に叩き落とされ、階段の一部が破片となって降り注ぐ。乱暴に血を拭い、彼女は立ち上がる。この街と、人々と、おそらくここにいる僕を守るために。

「ごめんなあ、ナツユキ……」

　この十年を苦しんだのは、罪悪感を抱いた僕なんかよりも、人間ではなくなってしまったナツユキのほうだったのかもしれない。ヒトではなくなり、なおもヒトを求める、矛盾を孕んだ鬼。

　瘴気に紛れて出現した死神姫に腹部を殴られ、赤鬼が大階段に併設されたエスカレーターを越えて、大理石の壁へと頭から突っ込んだ。

　巨大な駅ビルが震動し、瓦礫とガラス片が降り注ぐ。

「キミは……強いなあ……」

　ヒトであれば即死。だけど彼女はもう、人間ではなくなっていた。

　夏奈深雪は頭部を押さえて振り、立ち上がって空間を揺らすほどの声量で鬼の咆吼をあげ、止まったエスカレーターを足場に跳躍し、死神姫へとつかみかかる。

　さらなる声量の鬼の咆吼が、大階段という狭い空間を震動させた。

　大階段を破壊するほどの勢いで死神姫を地面へ叩きつけ、しかし次の瞬間には大鎌で腹部を裂かれながら、後方へと大きく距離を取る。

　ナツユキの片膝が折れる。腹部を押さえた手の隙間からは、血が流れ出していた。

「……ふむ。これで五分ごぶ、いや、三分さんぶといったところか」

　伊都那が静かに呟いた。

「飼い主様。現世の神二柱と云えど、異界の神は少々荷が重い。狐火の欠片を残してゆくゆえ、ここで待っておれ。瘴気ごときであらば、そやつが猛火と化し祓ってくれよう。妾が敗れしときは、仇かたきなどと考える必要はないゆえ、逃げよ。やつは妾から小箱を奪い、妾がとち狂うて集めた人間らの魂を喰ろうて力をつけた。その力で京のヒトに仇なすなど、妖狐としての矜持が赦さぬ」

　伊都那が指先を小さく打ち鳴らすと、彼女から放出され続けていた炎色の瘴気の一部が切り離され、僕の頭部上空で青白い狐火へと変化した。

「飼い主様？」

　半ば以上、聞いていなかった。僕は伊都那の言葉を脳内で反芻し、早口に呟く。

「……なんでもない。早く行ってあげて」

「承知した」

　伊都那がふわりと跳び上がり、数十メートル先の大階段の踊り場に降り立った。

　赤鬼と死神姫の戦う地響きは、断続的に続いている。大鎌の一閃は大理石をも斬り裂き、赤鬼の一撃は鉄骨をも曲げる。地形が変化してしまうほどの戦い。ヒトであれば、触れることすら敵わぬ壮絶なる戦い。

　赤鬼を百貨店跡のドアに叩きつけ、大鎌の追撃を加えようとした死神姫へと、伊都那が至近距離から猛火を放つ。しかしそれを物ともせず、死神姫は目標を妖狐へと変更して大鎌を振るった。

　金色の長髪が数本、夜空に舞い散る。

「でもなあ、ナツユキ──」

　野生の獣のように飛びかかった赤鬼の一撃を背中に受け、決して折れることのない神樹の枝に弾かれながら、死神姫は大階段を跨いで駅ビルの壁へと叩きつけられた。

　びしゃりと肉の弾ける音がして、大理石の壁面に真っ黒な花が咲いた。黒色の血液を大量に流し、それでも不気味な笑みは絶やさない。

「──僕はキミを、ゆるせそうにないんだ」

　僕は少なからず、ナツユキにも冬乃という紛い物の人格にも、腹を立てていた。

　手の中で拳銃レンの弓を取り回し、立ち上がる。

「わかるか？　わかんないだろ……ッ」

　歯を食い縛り、言葉を吞む。

　鬼の姿を見て逃げ出す程度の気持ちじゃあ、十年も後悔しないッ！　一方通行と知りながら、魔都に踏み込んだりもしないッ！

　撃鉄ハンマーを起こし、破壊された大階段を神樹の枝に沿って全速力で駆け上がって行く。

　この十年は、そんな軽い気持ちなんかじゃなかったッ！

　赤鬼と化したナツユキが、顔をつかまれて地面を砕いて押さえつけられ、伊都那は髪をつかまれて投げ飛ばされ、百貨店の壁を突き崩して転がった。

　待ってろ……！

　先日と違い、魂を山ほど喰らって力をつけた今の死神姫が相手では、たとえ数歩の距離でも拳銃レンの弓をあてることは難しいだろう。

　でも！

　僕はあえて黒の瘴気に潜行し、息を止めながら神樹の影の中を疾走する。この人智を超えた戦いの中、人間である僕がつかめるチャンスは一度きりだ。

　死中に活を見出す──！

　視界の闇を恐れず、足音を殺して息を止め、最速で大階段を駆け上がる。零に近いほど闇に包まれた視界に、ただ一つ揺らぐ影。

　なあ、たかがニンゲンと、そう思っていただろう？　鬼神と妖狐を討ち取ったあとにでも、ゆっくり魂を奪えばいいと、そんなことを考えていただろう？

　僕は黒の瘴気から一気に浮上し、死神姫の柔らかな左胸に銃口を押しつけた。

　初めて。この戦いが始まって以来、初めてだ。死神姫の表情が変わった。引き攣ったのだ。これほど気持ちのいい光景はない。

「──どんな気分だ、バケモノ？」

　零距離射撃。

　こたえる暇など与えない。質問と同時に、僕はすでに引き金トリガーを絞っていた。

　魂の光弾が死神姫の左胸を貫き、彼女を大きく吹っ飛ばすと同時に、僕は反動で後方へと滑る。踵が瓦礫にあたって尻餅をつき、数段を転がり落ちた。

　慌てて起き上がり、確認する。

　背中から大階段に落ちた死神姫の左胸には、ぽっかりと穴が空いている。そのまま死神姫は黒の血液を大量に流しながら大階段を転がって、眼下の踊り場で止まった。

　……動かない。

　大鎌だけが青白い手から離れ、破壊された大階段をさらに滑り落ちてゆく。けたたましい音を立てて、下へ、下へ。

　得物を失っても、死神姫はぴくりとも動かない。

「やった……！」

　搔き消されるように、黒の瘴気が少しずつ晴れてゆく。

「二人は!?」

　伊都那は──立ち上がり、崩れた壁に寄りかかる。かなりのケガを負っているようだけど、生命に別状はなさそうだ。

　ナツユキは破壊された大階段に身を沈めたまま、目を見開いて僕を見上げていた。

「……絢十……」

　割れた大階段から上半身を起こし、ナツユキが呆然と僕の名を呟いた。言いたいことは山ほどある。今回ばかりは、怒りにまかせて怒鳴りつけてやるつもりだ。

　だけど──。

　手足が心地よく痺れ、身体中の毛穴が開き、一瞬にして考えられない量の汗が噴き出した。前回に引き続き、視界が黒く狭まってゆく。

　気絶から目を覚ましてからだな……。

　人間の生命力を切り取って放つ、拳銃レンの弓の副作用だ。僕の生命力は、もうほとんど残っていない。

　このまま心地よい疲れに身をまかせ、眠りにつこうとした瞬間、ナツユキが叫んだ。

「避けてぇ──────────っ!!」

　何が起こったのかわからなかった。ただ気づけば大階段中腹にいたはずの僕は、痛みも感じぬままに全身を瓦礫に叩きつけられ、跳ね上がって天地が逆になり、肩から大階段へと落ちて、数十段下の神樹の枝葉に受け止められていた。

「……あ……れ……？」

　直後に襲いくる激痛。

　左腕に力を入れると、肩が激痛で軋んだ。肋骨が折れたのか、息をするたびに肉体が悲鳴を上げている。

　頭部から流れ込む血液が入って、右目が見えない。狭まり続ける視界の中、僕は残る左の目で必死に状況を確認する。

　大階段上部。ゆっくりと降りてくる闇。混乱する。あいつは確かに大階段を転げ落ちていったというのに、なぜ上から来るのか。

「く……う……」

　僕が投げ飛ばされ、落とされたのか。

　風の中、不気味な足音だけが夜に響く。

　足。黒のドレスを揺らして。ぽっかり空いた左胸。そこには心臓など存在しない。何もない。黒の瘴気以外は何もだ。ただ、黒色の血液だけを大量に流して。

　僕は戦慄する。右手の中に拳銃レンの弓がない。

　靴音を鳴らして、死神姫が僕の前で立ち止まった。

　身体は動かない。生命力を使い切ったうえに、たったの一撃で重傷を負ってしまった。たとえ拳銃レンの弓があったところで、撃てば今度は命がないだろう。

　青白い手が、僕へと伸ばされた。

「ぐ……あ……っ！」

　死神姫が僕の頭部をつかみ、かろうじてつま先が地面に触れる高さにまで持ち上げる。軋む頭蓋と全身を駆け巡る激痛に、僕は呻くことしかできない。

　死神姫は僕を目線の高さに合わせると、充血した恐ろしい目を大きく見開いて、不気味な笑みを浮かべた。小さな黒目が、僕を射貫く。黒い舌が、唇を舐めとった。

　わずか数センチの距離で、黒の女が吐息の声を出した。

「……まだ、殺さない……。……おまえの魂は、とびきりうまそうだ……」

　そうして嗤う、嗤う、嗤う。悪魔の声で、捕食者の瞳で、耳まで口を裂いて。静かに、浅ましく、厭らしく。

「……そこで……おとなしく……見ていろ……。……神樹は……後回し……」

　神樹？　どうして神樹なんて言葉が、ここで出てくる？　死神姫は神樹を殺すために、京都駅跡を根城にしたということか？

　なぜ？

「その人から手を放せぇぇ──────ッ!!」

　いつの間にか死神姫の背後へと迫っていたナツユキが、スカートを舞い上げて死神姫の側頭部へと回し蹴りを繰り出した。

　死神姫が百貨店跡へと叩き込まれると同時に、同方向に投げ出された僕は、なぜか太陽の香りのする柔らかな身体にふわりと受け止められていた。

「……伊都……那……」

　鮮血に染まった伊都那が、静かに囁いた。

「──ぬしの性格を見知ったうえで、進言する。可能であれば、わずかでも早う京を捨てよ。鬼神との共闘であれば或いはと思うたが、そううまくはいかぬようだ」

　伊都那の金色の髪が、僕の頰にかかった。

「すまぬ、飼い主様。見誤った。おそらく勝てぬ」

　血塗れの柔らかな胸が、背後から抱え込むように僕を包む。

「僅々きんきんたる刻ではあったが、愛玩の幸を思い出した。礼を云うぞ、飼い主様」

「……行く……な……」

　伊都那が静かに微笑みを浮かべ、穏やかな口調で語った。

「妾が集めた魂が、あの者を異界より引き寄せた。騙されたとはいえ、それは揺るぎなき事実。ここで退くは矜持が赦さぬ。せめて一太刀といったところか。……さらばじゃ」

　それだけを告げると伊都那は僕をそっとその場に下ろし、長い着物の裾を引きずりながら百貨店跡へと姿を消した。百貨店跡から断続的に炎が噴出し、ドアからの大量の血飛沫が大階段を汚す。

「伊都那……！」

　だが、再び炎は噴出する。僕は胸を撫で下ろした。

　まだ生きてる。だが、時間の問題だ。彼女自身それを理解している。行かなければ。

　視界をほぼ失い、僕は身体を引きずって大階段から百貨店跡に向かう。芋虫のように這いずり回ることしかできない僕を飛び越えて、赤鬼が立ち止まった。

　強い風が流れて、ナツユキの髪を激しく巻き上げる。

「……ナ……ツユキ……」

　赤く染まる両の拳を握りしめて、彼女は絞り出すような声で呟いた。

「……長い間、騙していて……ごめんなさい……。……そして、さようなら……。……最期に逢えて、嬉しかった……」

　そう言って振り返り、夏奈深雪は笑った。十年前と同じ、儚げな表情で。

　無意識に手を伸ばす。その向こう側で、夏奈深雪は百貨店跡へと向かって走り出した。

　まただ。また、届かない。

　この手は、十年前に一度彼女を放してしまった。また繰り返すのか。今度失えばもう、何一つ残らない。

「ふざ、けるな……！」

　左腕は動かない。右腕で地面を突っ張り、上半身を起こす。震えながら膝を立て、歯を食い縛った。全身からぼたぼたと血が垂れて、足元の大階段を汚してゆく。

　神樹にもたれながら、僕は立ち上がった。当然だ。

「今逃げ出したら、今度は死ぬまで後悔するだろ！　冗談じゃねえんだよッ！」

　そんな人生しか選べないなら、もう何も惜しくはない！　すべて、くれてやる！

　わずかに残った視界に映る、拳銃レンの弓。僕はそれを右手で拾い上げ、動かない左手の代わりに口で嚙んで撃鉄ハンマーを起こす。

　残りの生命力なんてすべてくれてやる！　だから、あいつを殺せ！　心臓がだめなら、今度は頭だ！　再生など考えられないくらいに脳を粉砕してやるッ！

　装塡できる一発は、己の生命。外すわけにはいかない。

　僕は足を引きずりながら百貨店跡へと忍び込む。

　伊都那の炎が至るところで躍っているためか、廃墟状態の百貨店内でも見えなくはない。かろうじて読み取れるフロアマップには、拉麺小路と書かれている。ここも人工物はすべて神樹に侵蝕されていた。

　断続的に続く地響き、爆発、苦悶の悲鳴。店舗の壁を背中で粉砕して、赤鬼がフロアを転がり、跳ね上がる。そのまま着地と同時に間髪容れずフロアを蹴って、伊都那の熾した炎へと飛び込み、それを目隠しに死神姫へと殴りかかった。

「おまえさえいなければぁぁ──ッ！」

　しかし死神姫は片腕を畳んで赤鬼の一撃を受け止め、フロアを滑る。別の店舗の厨房を背中で突き破って破壊し、それでも死神姫は赤鬼の眼球を狙って貫手を返した。

「～～ッ!?」

　紫色の爪の先が眼球を削り、ナツユキが声にならない悲鳴をあげて転がった。彼女を飛び越えて、全身に炎を宿した伊都那が死神姫へと躍りかかる。

　燃え盛る拳をあてようと着物を翻し、いくつもの狐火を使って攻め続けるも、掠かすめる様子すらない。

「……む……ぅ！」

　死神姫は黒のドレスを翻してバック転で距離を取り、壁に張り巡らされていたパイプを引きちぎって回転させ、なおも追いすがった伊都那の腹部へとカウンターで突き刺した。

「かぁ──ッ!?」

　貫かれた伊都那が、樹皮の溶けた神樹の幹へと背中から磔はりつけにされる。しかし伊都那にとどめを刺すべく腕を上げた死神姫の頰に、赤鬼の一撃が突き刺さった。

　鬼の咆吼──！

　空間を揺らし、あらゆる生物に恐怖を与えるその声の中、数十メートルの距離を吹っ飛ばされた死神姫がフロアを片手で叩いて跳ね上がり、おぞましい笑みを浮かべた。

　楽しんでやがる。生命の奪い合いを。

　彼女らの攻撃では致命傷を与えるのは難しい。おそらく物理的な攻撃は効きにくいんだ。生命そのものにダメージを与える拳銃レンの弓をあてなければ、あのバケモノは止められない。

　伊都那が自らの腹部を貫いたパイプを熱で溶解し、再び走り出す。狐火を先行させ、回避先に猛火を放つ。しかし死神姫は炎をものともせず、伊都那へと拳を放った。横から滑り込んできたナツユキが両手で死神姫の拳を逸らし、伊都那を抱えて大きく後退する。

「すまぬな、鬼の子」

「黙って、呼吸が乱れる！」

　伊都那が両手を振った。死神姫の追撃を、九つの狐火が炎の壁となって防ぐ。

「おまけじゃ、受け取れい！」

　伊都那が片手でプロパンガスのボンベを放り投げる。直後、ビルを揺るがすほどの爆発が起こり、僕は爆風に飛ばされてフロアに転がった。炎の通じない神樹を除いて、フロア全体が焦げついている。

　死神姫は──健在。

　さすがに爆風に押されたのか、先ほどよりも距離が広がった。顔を覆っていた焦げついた両腕に新たな瘴気を巻きつけ、厭らしい笑みを浮かべている。

　僕は震える膝に手をあて、立ち上がった。

　ここで倒れて眠ったとして、訪れる結果は最悪なものだ。

　全員が、足を引きずりながら近づく僕に気づいていない。こちらに注意を払う余裕がないんだ。ましてや大怪我を負った人間が、そうまでして追ってくるなどと考えない。

　好都合だ。たかがニンゲンと侮っていればいい。

「す～……」

　息を吸い、ゆっくり吐く。破壊された柱や店舗の壁に身を隠し、近づいてゆく。

　死神姫にも、見かけほどダメージがないとは思えない。左胸に風穴を空けた瞬間から、あいつは瘴気を体外に拡散させることをやめている。

　先日、あいつは拳銃レンの弓によって失われた片腕を、瘴気を肉体に変換させることで補塡した。つまりあいつの瘴気は今、致命傷を負った肉体を形成するのに精一杯ということだ。腕などとは違って心臓は入り組んだ血管や筋繊維を持つ重要臓器であることから、その役割もかなりのもののはずだ。無為に思えたあの一撃も、無駄ではなかった。

　念のためにマスクは外せないが、今この場に黒の瘴気はない。人間である僕には、最大のチャンスだ。

　じっとりと汗の滲む手で、拳銃レンの弓を握り直す。

　必ず機会はくる。今度は修復など考えられないよう、頭を吹っ飛ばす。思考する器官を奪うんだ。

　近づく。柱に身を隠し、神樹の枝葉に姿を忍ばせ、次の陰へと飛び込む。

　避けられては元も子もない。理想は背後からの零距離射撃。それを放てばおそらく僕は助からない。だけど、少なくともナツユキと伊都那は救える。

「それが、ナツユキへの復讐になるかもしれないな……」

　ここで逃げて自分一人助かったとして、僕は京を訪れた意味も、ここで生きる理由も失うことになる。そんな生き方をするくらいなら、死んだほうがいい。

　爆炎、破片、轟音、瓦礫が降り注ぐ中、僕は身を屈め、片足を引きずりながらひたすら近づいてゆく。高速で移動し、打ち合い続ける彼女らに追いつくのは至難の業だ。

　飛びかかった赤鬼の拳を回避し、死神姫はナツユキの服をつかむ。そのまま走り、京都駅空中径路へと続く防火扉へと、彼女を頭から叩きつけた。

　防火扉が大きく歪み、ナツユキの額が割れて血液が飛び散った。しかし彼女は死神姫のドレスをつかみ返し、体勢を入れ替えて、力任せに死神姫を歪んだ防火扉へと叩きつける。

「ああぁぁっ！」

　凄まじい震動に、巨大なビルが悲鳴を上げた。

　硝子張りの狭い空中径路に転がった死神姫へと、伊都那は容赦なく炎を叩きつける。残っていた硝子が吹き飛び、凄まじい風が吹き込んできた。

「……ふふ、ふふふふ……」

　死神姫が割れた硝子から空中径路を飛び出して、塗装がはげて錆びた鉄骨へと着地する。そうして、厭らしい笑みを浮かべながら片手で「来い」と挑発した。

　地上四十五メートル。

　鉄骨と神樹の枝が激しく絡みつく夜の空へと、赤い血を流す二人の怪アヤシが、黒の体液を撒き散らす異界の神を追って飛び出した。

　強風が吹き荒れる中、最悪の足場で三つの神が打ち合った。炎を巻き起こし、鉄骨を片手でつかんで空中へと身体を投げ出しながら蹴りを放ち、神樹の枝を超高速で走り回る。

　震動でほとんどの硝子が砕け散り、雨となって空中径路に降り注いだ。

　人間である僕は、空中径路から鉄骨へと飛び出すことはできない。いや、たとえ怪アヤシであっても、この高度からアスファルトに叩きつけられるというのは致命的だ。

　身を屈め、瓦礫と硝子片だらけの空中径路を必死で進む。足元が軋んで揺れた。

　見失えば終わりだ。

　均衡は唐突に崩れた。降り注ぐ血で、伊都那が着地と同時に足を滑らせたのだ。バランスを崩し、鉄骨をつかみ損なった伊都那が闇に吸い込まれてゆく。

　ナツユキは死神姫に背を向けて、伊都那の手をつかんだ。ゆっくりと傾く身体。足元の鉄骨を片手でつかみ、伊都那をつかんだナツユキの身体が空中で揺れた。鬼神の力でならば、伊都那を支えながらでも片手で鉄骨に復帰することは容易だろう。

　だが──。

「……ふ、ふふ、ふふ……」

　そこには、やつがいた。

　死神姫はナツユキを見下ろして、冷徹に嗤う。嗤う、嗤う、嗤う。狂気の笑みで、嗤う。

「……楽し……かったわ……」

　だけど僕は、それ以上に笑った。狂喜乱舞した。心が燃え盛り、激しく躍った。

　見せたな、背中を──ッ!!

　僕は空中径路の手すりを蹴って鉄骨へと飛び出し、神樹の枝へと飛び移って疾走する。

　思い知れ──ッ!!　バケモノめ──ッ!!

　折れた左脚で神樹の枝を蹴り、全身で死神姫の背中へと体当たりをする。

「絢──ッ!?」

　赤鬼の瞳が見開かれると同時に、死神姫の身体が、ぐらりと傾いた。耳障りな嗤い声が、僕の笑い声で上書きされる。

「アッハハハハハッ、捉えたぞ──ッ！」

　僕と死神姫の身体がもつれ合って夜空に投げ出された。凄まじい速度で落下し、景色が歪む。だけど、死への恐怖も肉体の痛みも、もう感じない。

　地上四十五メートル、地面はアスファルト。それでもおまえは死なないと思っているだろう？　だからどうしたと、考えているだろう？

　死神姫が驚愕に見開いた瞳で、僕を振り返った。その瞬間を狙って、僕は彼女の口腔へと拳銃レンの弓の銃口マズルを突き刺す。

「いいや、死ぬね」

　足場のない空中では、避けようがない。黒の瘴気や必殺の一撃を僕に放ったところで、引き金トリガーを絞る指のほうが早い。

　死神姫の表情が初めて恐怖に歪み──しかし次の瞬間には微笑みに変化していた。それはとても美しく、誇り高く。そして彼女が初めて見せた、穏やかな表情だった。

「いい顔だ」

　敗北を認めるように、或いは僕の勝利を称えるかのように、死神姫が拳銃レンの弓の銃口マズルを嚙んで瞳を閉じる。

　僕は引き金トリガーを絞った。

　光弾が死神姫の頭部を貫いたのが先か、自分自身が意識を失ったのが先かはわからない。でも僕は、確実に引き金トリガーを絞った。回避など、間違ってもできない距離で。

　だから、二人の神様が僕を追って手を伸ばし、一緒に落下してきていたことなんて、気づきもしなかった。
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　まるで花火のように、京都駅跡から何千もの白いモヤが、夜空へと飛び去ってゆく。

「天網恢疎々てんもうかいかいそにして漏らさず。……捜したぜ、十一年間もな」

　暁時人は京都駅空中庭園の古びたベンチに一人座る年老いた紳士へと、まるで旧知の仲であるかのように歩み寄る。

「てめえを捕らえてから死神姫を討つつもりだったが、時間稼ぎのためにぶつけた若え部下に先を越されちまったよ」

　庭園の植物は枯れ果て、しかし中央を貫く神樹の枝だけはコンクリートをも突き破り、天を貫くかの如くそそり立っている。

　老いた紳士は白のモヤが飛び交う空を見上げたままだ。

　暁時人は、言葉を続ける。

「死神姫──いや、異界の神〝虚ろなる首〟に囚われていた魂の花火だ。てめえの企みは潰えた」

　紫煙がゆらゆらと立ち昇り、いつの間にか降り出した雪交じりの風に流されてゆく。

　足音が止まった。年老いた紳士は、目の前で立ち止まった男に対して視線すら上げない。ただ、壁向こうの空中径路で繰り広げられた戦いの意外な結末に、目を見張るばかりだ。

「狐を騙して魂を集めさせ、そいつをエサに十一年前の死神姫を再び舞台上に引きずり出すたぁ、やってくれたじゃねえか。下手すりゃ京どころか関西一帯が──」

　暁時人が、コートに隠されたホルスターから右手で拳銃レンの弓を抜き、男のハットに銃口マズルを押しあてた。

「──いや、てめえの立てた計画通り、〝虚ろなる首〟の瘴気で神樹が枯れていたら、ヒトも怪アヤシもなく、日本全土が滅んでいたとしても不思議じゃあなかった。なんせ神樹は、すべての神々の祖である天照大神の設置した、異界からの侵略を阻む生物兵器アヤシを生み出すための母体だからな」

　年老いた紳士が初めて暁時人に視線を向けた。

「……ほう。これは驚いた。その兵器アヤシ以下のヒトの身で、よくご存じで」

　暁時人の声が、静かに沈み込む。低く、低く。

「覚悟はできてんだろうな、バケモノ。旧安機の仇は討たせてもらう」

　しかしその言葉には何の反応も示さず、男は、しわがれた、だが力強さを感じさせる声を空中庭園に響かせた。

「あの少年は何者ですか？　神を屠るヒトなど、そうそう存在するものではない。……十一年前の英雄を除いて、ですが」

　暁時人が咥えたタバコの先が赤く輝き、ジジっと小さな音を立てた。

「ヒトだよ。これ以上ないくらい普通のガキだ」

「腑に落ちませんねえ。たかが数十年しか生きられぬ脆弱なる生物の中に、あなたたちのような稀少な個体が、他にも存在するなどと」

　暁時人は鼻で笑うと、タバコを持つ左手で自らのハットを押し上げた。

「阿呆が。勘違いするなよ、異界の神。俺たちは個体なんかじゃねえ」

　紳士が小さな声で「ほう」と呟く。

「てめえら個体主義のバケモンとは違って、人類という種は数え切れない生と死を繰り返しながら、二〇〇万年の歴史と知恵を受け継ぎ、ここまで発展してきた。たかだか千や万を無為に生きただけの神ごときが、ヒトをあまりなめるな」

　雪交じりの冷たい風が流れる。

　しばしの沈黙のあと、男が相好を崩した。

「ふふ、ふははは。なるほど、なるほど。それは実におもしろい考え方です。ですが、お気をつけなさい。神に近づき過ぎた人類は言語を奪われ、その繫がりを絶たれた」

「バベルの塔か。だが、その時代に安機俺たちはいなかった」

　暁時人は自信に満ちた瞳で、不敵に笑う。

「ふふ、まあ、いいでしょう。私の負けです。神とはいえ、ご覧の通り老いぼれの身。力なき私には、神殺しに抗う術すべなどない。引き金を引くがいい、暁時人」

　年老いた紳士が挑発的に見開いた瞳を暁時人へと向けて、含みを持たせて言い放つ。

「──大崩壊の年より連綿と続く京都多種族安全機構の歴史と知恵、そして正義を捨て去り、あなた自身が個体となる覚悟がおありなら、無抵抗な存在を討つがいい」

　強い視線が混じり合う。

「さあ、どうかしたかね？　京都多種族安全機構、暁時人」

　数秒後、暁時人の片目がわずかに痙攣した。忌々しげな表情でゆっくりと息を吐き、暁時人は拳銃レンの弓をホルスターへと収める。

「おや？　どうやら私は、貴方の痛いところを衝いてしまいましたか？　正義などという言葉に縛られていては、守れるものも守れませんよ」

「勘違いするな。おまえからはまだまだ聞きたいことがある。この会話や、俺のこの決断が、たとえおまえの描いたシナリオ通りであったとしてもだ。──異界の神〝忌まわしき叡智〟よ」

　今度は老いた紳士の表情が変化する。

　極めてわずか、凝視しなければわからないほどに。

「……ほう。私の真名を知った上で生かしておくということですか。本当におもしろい方ですね。私のチェス盤に乗っただけのことはある」

「立て。おまえは人類がその歴史の幕を引く瞬間まで、この第一級閉鎖指定地区の地下牢獄に収監する」

　暁時人がコートの内ポケットから手錠を取り出し、〝忌まわしき叡智〟の両手を拘束した。

「呪術で強化した祭具の手錠だ。神格であっても破れんし、鍵は世界中のどこにも存在しねえ。逃げられるなどと努々ゆめゆめ思うなよ、バケモノ」

〝忌まわしき叡智〟は拘束された自らの両手に視線を落とし、愉しげに少し笑ってからゆっくりと立ち上がる。

　──これだから、人類との遊戯ゲイムはやめられぬ。












華やかなりしも京の都まち











　視界がぼやけていた。

　真っ白な天井。なぜかハンガーラックに点滴が吊るされていて、黄色の液体がぽたぽたと落ち続けている。

　静かだ。風の音さえ聞こえない。

「生き……てる……？」

　覚えている。地上四十五メートルの戦い。

　僕は死神姫の一瞬の虚を衝き、彼女を道連れに京都駅の空中径路から身を投じた。

「痛──っ」

　身体を起こすと、全身に痛みが走った。動かないということはないが、指先一本を動かすことさえ、激痛が走る始末だ。筋肉痛は当然として、ギプスで固定された左腕や胸部は、骨までイッているようだ。

　でも、生きてる。

　拳銃レンの弓から放たれた光弾が死神姫の頭部を貫き、アスファルトが迫るまでの記憶はある。

　そこから先が思い出せない。どう考えても助かる方法などなかったはずだ。ましてや、生命力を使った最後の一発を放ってしまったというのに。

「ここ、どこだ……？」

　少なくとも京都多種族安全機構のビル内ではない。あのビルには、こんなにも綺麗で清潔な部屋は存在しない。それに、漂う薬品臭。

「病院……？」

　窓の外は夜。あいにくとベッドからは距離があるため、窓から景色を覗き見ることはできそうにない。

　ただ、雪が降っていた。静かに。

　夢……だったのだろうか……。東京を旅立つことができない僕が見た、罪悪感を具現化した夢……。

　穏やかな風が窓硝子を揺らす音が、微かに響いた。エアコンが効いているのか、寒くはない。

「……かー、かー……ぬ……しさ……？」

「わっ!?　──ッてえ！」

　無人と思っていた室内から声がして、僕は驚いて仰け反ってしまった。激痛が全身を駆け巡り、悶えながらベッドに倒れ込む。

　ベッドの下から、金色の子狐がぴょんと跳び上がって僕の毛布に着地した。

「い……てて……。い、伊都那か……？」

「……いー、いー、とーな……」

　子狐は僕の上でひょいと立ち上がり、二足歩行で枕元までやってきた。

「よかった、無事だったんだね」

「……だー、だーじょ……？」

「うん、大丈夫だよ。伊都那はケガとかしてない？」

　夢じゃなかった。僕は、間違いなく異界の神と戦ったんだ。

　伊都那が前足でぺたぺたと僕の額を叩いた。いや、撫でているつもりなのかもしれないけれど。

「……ぶーぶぶじじ……い、とな……げー、げんき……」

　喜んでいるらしく、二足歩行のままちょこちょこと跳ね回っている。

「そうだ、ナツユキ──冬乃はどうなった!?　どうして僕は生きてる!?」

　両方の前足を口元にあてて、伊都那が首を傾げる。破壊的な可愛らしさだ。これの飼い主になったというのか、僕は。

　たまらん。たまらんぞ。

「……おー、おぅに……こ……はー……」

「いや、そろそろヒト型になってよ。声帯が狐のままじゃ喋りにくいだろ」

　伊都那が短い前足で頭を抱えて、小さな身体ごと斜めに首を傾げる。

「……んー！」

　そのまま、ラジオ体操のように前足をくるりと回すという奇妙な動作を行った直後、炎色の瘴気が大量に子狐から発生した。

「ぬおっ!?」

　室内を満たすほどの炎だが、まるで熱くはない。ただ目が潰れそうなほどに、ひたすら眩しい。

「やれやれ、ヒト型とはなんとも無粋な呼び名よのう。妾の一族は、艶姿あですがたと呼んでおる。飼い主様もそう呼ぶがよい」

「のわあああぁぁ!?　──ぁ痛っ!?」

　横たわる僕の数センチとなりに、アンニュイな表情をした金髪の美女が、自らの肘を枕にして僕を眺めていた。健康的な活力溢れるナツユキとは違う魅力で、かなり刺激的だ。長い睫毛も、物憂げな瞳も、艶やかな唇も、総じて色っぽい。

　てゆーか、さっきの奇妙な動作って変身ポーズだったのか……。

「何を騒いでおる。飼い主様が艶姿になれと云うたのであろ」

　艶やかな唇が開くたび、吐息が僕の鼻にかかる。

「ちょ、ちょ、は、離れて」

「……？　あいわかった」

　伊都那が身を起こすと、着物が一瞬で着崩れ、豊かな胸で引っかかって止まった。

　おまえそれ、もしも胸が小さかったらどうなると思ってやがんだ、と思いつつも、そんなことよりも大切なことがある。

　僕は顔をしかめて身を起こし、ベッドの柵に背中を預けた。

「あれから何日経った？　冬乃は、どうなった？」

　彼女を追ってきたんだ。謝りたくて、もう一度やり直したくて、気持ちを確かめたくて。それだけのために僕はすべてを捨てて、魔都へと踏み込んできた。

　もしも冬乃──夏奈深雪がいなくなったのであれば、何もかも捨ててしまった僕には、もう何も残らない。カラッポだ。

　胸の中を鷲摑みにされたかのように、呼吸が苦しい。返事が怖い。

　伊都那が動物がそうするように、僕の膝に惜しげもなく上半身を乗せて口を開けた。

「まだ三日じゃ。鬼の子であれば、もうじきに参じるのではないか。飼い主様には妾がついておるというに、毎夜ご苦労なことじゃ」

　あ……。じゃあ……。

　毛穴が開く。いつの間にか止めていた呼吸を、僕は安堵の息で吐いた。

「よかった……」

　あいつ、毎日僕の見舞いをしてくれてたのか。

　謝ろう、十年前に手を放したことを。そして伝えよう。十年も僕を騙していたことへの怒りと、僕が夏奈深雪だけではなく、日向冬乃という人格にも惹かれてしまったことを。

　そしたら、またやり直せる気がする。

　直後、遠慮がちなノックがして、静かにドアが開けられた。

「……伊都那、入るよ。絢十さんの具合はどう？」

　白のハーフコート。日向冬乃──いや、夏奈深雪だ。肌は赤ではなく肌色に戻り、鬼神状態では黒に戻っていた髪と瞳は、輝く炎のような赤に変色していた。頭皮を破って出ていた尖塔型の角もなくなっている。

　それに、赤鬼のときと比べて、やはり実年齢よりも少し幼く見える。たぶん、怪アヤシとして覚醒したことによって、肉体年齢にも何らかの変化があったのだろう。

　顔つきは、日向冬乃。傷一つない、いつもの綺麗な彼女だ。

　僕は胸を撫で下ろす。

「伊都那の好きなリンゴも買ってきたから、一緒に食べ──」

　ナツユキは病室に一歩踏み込んで、呆然と僕を見て、足を止めた。

「……やあ、ナツユキ」

　その表情に花が咲く。赤の瞳が一度見開かれてから細められ、手に持っていた果物の袋を取り落とし、両手で口元を覆った。

　透明の滴が、彼女の頰を伝う。

「絢──あ……？」

　しかし数秒後に視線を下げて真顔に戻り、さらに一秒後には額に縦皺を刻んだ。

　なんだか感動の再会の途中から、完全にガンつけに移行したみたいなんだけど……。

「おうこら、ワレ」

　あれ？　関西弁に戻ったぞ？

「うちが見てへん間に伊都那を艶姿にして、何しとったんや」

「はい？」

「……ん～？」

　僕の膝の上に胸を押しつけて、ゆったりくつろいでいる伊都那。ごろごろして遊ぶものだから、着物の着崩れは一層ヒドくなり、帯も解けかけている。

　僕は唾液を吞み下す。夏奈深雪はすっかり日向冬乃に戻り、般若の形相をしていた。

「……浮気か？　またヤったんか？　今度は伊都那とコンコンしてもうたんか？」

「いや、これはその、この状況を伊都那に説明してもらおうと思って──」

　そう、たぶんここは病院で、僕は入院させられた。あのあとどうなったのか、誰が無事で誰が死んだのか、なぜ僕自身が生きているのかを問い質ただしたくて、言葉の通じやすい艶姿になってくれと頼んだのだ。

　頼んだのですけれど！

「この今まさに浮気してますぅってな状況をか？　あんた、女に説明させるんか？　うちが知っとる十年前の絢十は、そんな卑怯者やなかったのに！」

「お、お、大いに違う」

　黙って僕らのやりとりを見ていた伊都那が、僕の膝に肘をついて首を傾げた。

「何を癇癪など起こすことがあろうか。呆れるぞ、鬼の子よ。妾は愛玩に過ぎぬ。夫婦めおとの邪魔をするほど無粋ではないわ。妬くにも値せぬ存在と思うがよい」

「むぐぅ──べ、別に嫉妬とかしてないんですけど！　め、めめめめお、めおめめ夫婦でも……ないし……」

　散らばった果物を拾い集めながら、ナツユキが唇をひん曲げた。十年前から顔つきは全然変わってしまったけれど、彼女は紛うことなく夏奈深雪だ。

　僕はそれが嬉しい。

「それに、伊都那はそうかもしんないけど、男の人ってそうじゃないからね！　いきなり襲われたって知らないから！　あんたはわたしと違って、特にその──や、柔らかそうだ……な……」

　信用ゼロか。傷つく言葉だなぁ。確かに伊都那はかなり刺激的だけど。

　膝上の柔らかな二つの感触は、これまでの人生ではたとえるものもない。

　視線を向けると、ナツユキは自分で言った言葉にダメージを受けたのか、がっくりうなだれていた。彼女は自分を卑下するけれど、僕はその髪も瞳も綺麗だと思う。

　伊都那が少し考えるような素振りを見せて、僕を見上げた。

「まあ、それも吝やぶさかではないがのう。愛玩にも多々あるゆえ。妾の在り方は、飼い主様が決めればよいことじゃ」

　おい、やめろ。ほら見ろ、また般若みたいな顔してるじゃないか。

「てゆーかあんた、子狐じゃなかったの？　なんなのよ、その姿は！」

　それは僕も疑問に思っていた。

　伊都那は少し考えたあと、首を傾げた。

「……？　まだ一千と二〇〇年程度しか経っておらぬからのう。伏見におわす宇迦之御魂神や、唐土とうどの大妖、白面金毛九尾の狐に比べれば、妾などまだまだ子狐じゃ。神樹生まれほどではないがの」

　あ、もうそんなお年寄りなんだ……。

　僕は伊都那の背中を撫でて、とりあえずこの状況をどうにかすることにした。ちょっと、いや、かなり惜しいけれど。

「い、伊都那、とりあえず狐に戻ろうか」

「なんじゃ。艶姿になれと云うたり、狐に戻れと云うたり。まあ、飼い主様がそう云うのであれば、従いはするが」

　口元に手をあてて大きなあくびをして、伊都那が僕の膝の上で頭を抱えた。やはりラジオ体操のようにもぞもぞと腕を一回転させ、突如として輝き出す。

　やたらと眩しい炎色の瘴気が消失したあとには、子狐が僕の膝の上でくるりと丸まっていた。

　僕は額の汗を拭う。こいつ、ペットとしては可愛いけど、かなり肝を冷やすな。

　まだ般若のような顔つきをしているナツユキへと、僕は話しかける。

「無事でよかったよ、ナツユキ」

「あ、う、うん、おかげさま……で……」

　途端にナツユキの表情が変化して、恥ずかしそうにうつむいた。

「僕が言っているのは、死神姫のことじゃないよ。その……十年間、あの日から」

「……うん」

　僕が騙され続けた十年間。彼女が騙し続けた十年間。互いに苦しみ、本当に長かった。

　沈黙が訪れる。手持ちぶさたになって、僕は伊都那の頭に手を置いて、そっと撫でた。伊都那は少し気持ちよさげに「きゅう」と鳴き、眠そうに瞳を閉じる。

　もしかしたら、眠るふりで気を遣ってくれたのかもしれない。

　色々と伝えたいことがある。あったはずなんだ。怒りたいことや、喜びたいこと。なのに、一言も出てこない。ただ長い沈黙だけが病室を支配して、なぜか僕らは気恥ずかしくなって、視線すら合わせられない。

「……ご、ごめんなさい」

「へ？」

　ナツユキが突然頭を下げた。

「そ、その、色々と……」

「ゆるさないよ」

　彼女は十年間僕を騙していたことを謝ったつもりなのだろう。たぶん。でもそれは的外れなんだ。間違いなく。

「ごめん……なさい……」

「絶対にゆるさない。どうして噓をついたんだ？　十年間も。僕がここへ来てからも、あんなメールを続けたりして。なにが窓際のポインセチアだよ。深窓の令嬢かよ。年齢だって大噓じゃないか。十代後半？　僕と同い年だろ」

「うう、ごめんなさい……」

　僕は伊都那を起こさないようにベッドの縁に移動させて、泣きそうな表情のナツユキの手を強引に引いた。

「わう……」

　よろけたナツユキが、僕の隣に腰を下ろす。その背中が、僕の肩にあたった。

「勘違いするなよ、ナツユキ。つかれていた噓の内容なんてどうでもいい。どうして噓をついたのかってことを責めてるんだ」

　折れた肋骨の痛みを押し隠して、僕は大きく息を吸う。そうして、大声で叫んだ。

「──おまえがどんな姿になっても、どんな生物になったとしても、それを理由に僕がおまえを嫌うとでも思ったのか！　おまえを忘れるとでも思ったのか！　おまえには、最初っから噓をつく必要なんてなかったんだ！　赤鬼がなんだ！　鬼神がなんだ！　顔つきが変わったからどうした！　髪の色や瞳の色がなんだってんだ！」

　僕はナツユキの背中に腕を回し、めいっぱい抱きしめる。ナツユキが息を吞んだ。

「もっと僕を信じてよ。おまえは鬼である以前に僕の知っている夏奈深雪で、精一杯僕のことを考えたからこそ、騙すことを選択した日向冬乃だろ」

　ナツユキが両手で口を覆い、涙をぽろぽろと零す。

「ごめ……なさ──必要のない噓をついて、ごめんなさい」

「うん」

　背中を向けていたナツユキが振り向いて、真っ赤な顔で僕を見上げた。覚悟を決めたかのように唇は強く結ばれ、瞳が閉ざされる。

　……勢いで引き寄せたりしたが……こ、これは意外な展開だ……。

　テンパった。

　病室を必死で見回しても伊都那が眠っているだけで、相談に乗ってくれそうな人はいない。いや、そもそもそんな人がいるならこんな状況にはなっていない。

　嫌というわけではない。むしろ、僕が今考えた行動を起こすことが正しいのかがわからないだけであって、もう一人の夏奈深雪、つまり日向冬乃としての赤い髪や赤い瞳、ちょっと変な性格だって今はもう大好きだ。

　生唾を吞む。

「……え……と……、……い、いいの……？」

　ナツユキの右目だけが開かれ、ほんの一瞬だけ般若のような形相をした。

「ひっ!?　だ、黙ります黙りますとも！」

　すぐに戻ったから、さっきの表情は幻覚だったと思いたい。思い込みたい。

　僕は覚悟を決めて、ナツユキの両肩をつかむ。ゆっくりと彼女を引き寄せて唇を近づけ、触れ合いかけた瞬間、病室のドアが開けられた。

「お～う」

　弾かれたようにナツユキがベッドから立ち上がり、僕は逆方向を向いた。どばっと音が出そうなくらい、全身から汗が噴き出した。今頃になって、爆発しそうなほどの心音を意識する。これはもう死神姫戦以上だ。
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　暁時人だ。あいかわらずダンディズムに溢れた恰好をしている。片手でハットを取って、暁時人が半笑いで口を開けた。

「いや～、すまんねェ。しばらくニヤケながら覗いてたんだが、どうにもこの小っ恥ずかしい空気に耐えらんなくなっちまってよ。独身も長えとだめだなァ。デバガメもろくにできやしねえ」

　覗──っ!?　さ、最っ低だ、このオッサン。

「つーわけで、続きは俺のいねえときにヤってくれよ。うちは社内恋愛上等だから」

「か、課長！　いや、こ、これは……なんやその～、あ、あれや」

　大慌てで言い訳を考えるナツユキをスルーして、課長は僕の前へとやってきた。

「よお、生きてるかい？　ちったぁ男前なツラになったじゃねえか。それ、消えるのか？」

　伊都那の暴走を抑えたときにできた頰の火傷を指さして、課長がお見舞い用の丸椅子に座った。

「消えなくても別にいいですよ。この程度の火傷なら安いもんだ」

　僕は伊都那の顎を軽く搔きながら、笑って流した。

「そーかい。そいつは重畳。今回は楽させてくれて助かったぜ。っと、ほらよ、見舞いだ。俺からじゃなくて、猫と狼の魚屋からだけどな。みんなの分もあるぜ」

　課長がビニール袋から、串に刺さった塩焼きのニジマスを取り出して、僕に押しつけた。途端に伊都那が瞳を開けて立ち上がる。

　こういうところだけは動物だ。

　僕は受け取った一本目を伊都那に上げて、二本目を手に受け取った。

　ちょうどお腹が空いていたところだ。

「いただきます」

　さすがに冷めてしまっているけど、うまい。炭の香ばしい香りがしている。七輪の炭焼きという約束を、人狼ラルは守ってくれたらしい。

　この街で生きるのは意外と楽しい。少しだけ、僕は魔都京都を好きになりつつあった。

「で、おまえさんに報告だ。伊都那を利用して小箱の中に大量の魂を詰め込ませ、そいつをエサに現世に死神姫を引きずり出した黒幕は、俺が逮捕して地下牢獄に収監した。事務所のファイルをあとで見りゃわかるが、異界神の一柱だ。興味がありゃ、牢獄で面会もできるが、あまりおすすめはできねえ。あいつはヒトも怪アヤシも、言葉だけで平気で洗脳するからな」

「なんや、課長はサボっとったんか思ってたわ」

　ナツユキの皮肉に、課長が苦々しげな表情をした。

「そう言うな。これでも苦労したんだぜ。十一年前に死神姫を召喚し、当時の安機を壊滅寸前にまで追い込んだ危険な男だ。ちなみに死神姫はおまえさんの捨て身の攻撃が効いたのか、異界に逃げ戻ったみてえだ」

　僕は弾かれたように顔を上げた。

「死んでないの!?　頭を吹っ飛ばしたのに！」

　その上、高度四十五メートルからアスファルトに叩きつけられたはずだ。

「全身を粉砕でもしなきゃ、死にゃあしねえよ。あれは最上位の神だ。そんな簡単なやつなら、十一年前に安機がもう殺してる。だが、当分の間は身動きできねえだろうよ。それこそ十年単位でな」

　短ければ十年後か。意外と早い。

「たったの十年ですか……」

「バッカヤロウ。十分だ。あとは十年後の安機がなんとかしてくれる。人間ってのはな、そうやって生き延び、そうやって発展してきた無敵の種族だからな」

　その十年後の安機とやらに、僕やナツユキ、伊都那が含まれていないことを切に祈りたい。なんだか課長がいい顔で僕の肩に手を置いているけれど。期待に満ちた視線で親指を立てられても困る。

「なんか質問はあるか？」

　内ポケットからタバコを取り出そうとした課長に、ナツユキがすかさず注意する。

「課長、病院やで」

「お、こいつはさすがにマズいか」

　事務所のように強引に吸うつもりはなさそうだ。

「あ、僕はどうして生きてるんですか？　拳銃レンの弓を三発撃ったんだけど」

　課長がタバコの代わりにニジマスの串を咥えて、ニヒルな笑みを浮かべた。

「二条城の戦いで、一度気絶するまで生命力を使い切ったからだろうよ。生命力ってのは筋肉と同じで、いじめ抜けばいじめ抜くほど強く大きくなっていく。それもまた人間ってもんだ。とはいえ、使いすぎるとくたばるのも事実だ。欠片でも残ってりゃいいが、空っぽにだけはするんじゃねえぞ」

　物足りなそうに串を嚙んで、課長が自らを親指で指した。

「ちなみに、俺くらいになると一日五十発は撃てる。おめえもせいぜい早くそうなれよ。この魔都でくたばりたくなきゃな」

「……へ？　いや、僕はこの件が終わったらもう安機からは──」

　課長がやや強めに、僕の肩に両手を置いた。折れた左腕に激痛が走り、僕は言葉を失う。

「わかってるわかってる。皆まで言うな。おまえは安機のホープだからな。研修期間も終わったことだし、給料弾むぜ？」

「違──っ痛、ダダダダダダァァ～～イッ!?　わ、わかった、わかりました！　まだ辞めませんよ、もう！」

　なんてヒドいパワハラだ。隠す気ゼロ。むしろ、これはもう脅迫だ。

「で、生命力の件はわかったんですが、地上四十五メートルから落ちた件は……」

　ナツユキが遠慮がちに手を挙げて呟く。

「あ、それなら伊都那が上昇気流を起こして、わたしが先回りして受け止めたの。拳銃レンを撃った反動もあったし、運よく神樹の枝が風で流れて落下速度を落としてくれたっていう偶然もあったけど。どうにか間に合ってよかったよ」

「受け止──っ!?」

　驚愕の事実だ。神業にも程がある。二人とも神様だけれど。

「ちょうど死神姫の身体もクッションに使えたし」

　ムゴい！　同情はできないけれど、その使い方はあんまりな気がする。

「さすがに受け止めたショックで、わたしも十七箇所ほど骨折したけど」

「スミマセン……。謝るのは僕のほうでした……」

　それに、神樹の枝が流れたというのは本当に偶然だろうか。僕は大階段でも、神樹の枝葉に一度受け止められている。いくらなんでも、できすぎだ。僕らが神樹を守って戦ったから、神樹もまた僕らを守ってくれたというのは、考えすぎだろうか。

　窓の外で悠然と聳え立つ最初の怪アヤシ。神樹と呼ばれる世界最大の樹は、今も月光の中で京の都を静かに見守っている。

　暁時人が咳払いをして、注目を集めた。

「ちなみに、刃八じんぱち──あ～、警部の山本刃八も無事だ。ラルとかいう人狼が、誰かさんに頼まれて病院に運んだらしい。十一年前の惨劇とは違って、奇跡的に今回の件で死者は出なかった。…………誇れよ、絢十。こいつら全員を、おまえが救ったんだ」

　僕が、救った。そっか。少しだけ実感が出てきた。これがナツユキの続けてきた、安機という仕事なんだ。

　身体中の血が騒いでいる。かつて味わったことのない達成感だ。

　暁時人はナツユキを振り返る。

「しかし神殺しだけじゃなく、妖狐まで連れてくるとはな。おめえ、今年一番の仕事を更新しやがったな。これでや～っと俺も楽ができるぜ。京都多種族安全機構も安泰だ」

「でっしょー！　わたしのお給料も弾んでよね！」

「それは無理だ。いい加減、ビルも直さねえとな。看板なんて、いつの間にか傾いてんだぜ？」

　ナツユキと課長が言い合いを始めた。

「なんっでやねん！　看板みたいなもん、傾けといたらええがな！」

「カッ、これだから女って生き物は。いつも目先しか見えてやしねえ」

　といっても、ナツユキはほとんど課長に遊ばれているようなものだが。

　僕はその楽しげな光景に目を細める。

「話逸らすなや！　絢十も何うなずいとんねん！　うなずいたまま一生首上がらんようにしたろか！」

　まあ、うん。居心地は悪くない。やり甲斐もあるし、僕にも救えた命や、心があった。屋台を引く二体の友人もできたし、可愛いくて綺麗なペットもできた。伊都那をペットと呼ぶと、少々アブノーマルな臭いがしないでもないが。

「……ここは楽しいなあ……」

　子狐は僕の膝で寝息を立てている。枯れ葉のベッドよりは、寝心地がよいといいのだけれど。眉間を指先で撫でてやると、耳が少し動いた。

「このクソ課長、ホンマに死ねや！　仮死じゃなくて死ね！」

「あ、そういう直接的すぎる言葉ってワリと傷つくからやめてくんね？」

「そんなニタニタ笑いながら言われても、何の罪悪感も湧かんわ！」

　なにより、大好きな鬼が近くにいる。

　魔都だの混沌の都だのと散々言われる京だけれど、この環境はそんなに悲観するほど悪くはない。

　僕は喉元まで上がってきていた言葉を吞み、少し笑った。

　──魔都と呼ばれるこの街で、僕らは生きていく。
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　京阪電鉄祇園四条駅跡から東へ。

　八や坂さか神社を抜けたところにある、かつては桜の名所として知られた公園。古都京都が魔都と化した現在であっても、春ともなれば桜は全面美しく咲き誇ると聞く。

　その中心部にある一際大きな一重白彼岸枝垂桜だけは、神樹が出現して以降、枯れることなき万年桜となってしまったようだけれど。

　冬──。

　雪に紛れて舞い散る万年桜の花びらのなか、少女は一心不乱に筆を動かしていた。

　なんて美しい光景なんだろう。

　僕はここまできた目的を忘れて、その光景に目を奪われる。

　もしも都市機能が生きていたなら、高校の一年生くらいだろうか。冷たい風にたなびく長い黒髪。纏う儚げな雰囲気のせいか、見かけ以上に細いと思えてしまう身体は、前時代的な古めかしいセーラー服に包まれていた。

　魔都と呼ばれる京都には、学校などもう一校たりとも存在していないのに。

　鬼神の夏奈深雪や妖狐の伊都那は、生命力に満ち溢れた健康美を持つ怪アヤシだけれど、彼女はそうではない。まるで、触れれば溶けて砕ける薄氷の花だ。

　危ういからこそ、美しい。そう思えた。

　少女は背筋を伸ばし、凜とした表情で筆を動かす。けれども奇妙なことに、彼女の瞳は固く閉ざされたままだ。

「やあ」

　鈴を転がすとは、よく言ったものだ。力強さなど微塵も感じさせない、病的とさえ比喩できるほどに弱々しく、か細い声。なのに不思議とよく通る、透明な声。

「あの噓つきは、ようやく約束を守る気になってくれたのかな？」

　最初、その声が僕にかけられたものだとは気づかなかった。なぜなら、彼女は筆の速度を弛めることなく、閉ざされたままの瞳をスケッチブックから離すこともなく、僕には意味のわからない言葉を発したのだから。

「おや？　違うのかい？　だとしたら珍しいね。桜の季節でもないのに、人間がたった一人で円山まるやま公園にくるだなんて」

「え、あ──」

　そこまで言われて、ようやく気がついた。自分が話しかけられているのだと。

「けれど、危ないよ。ここらへんは、危険な怪アヤシも潜んでいるのだから。ああ、でもあなたなら大丈夫だね。とても弱いくせに、とても強いのだから」

　まるで舞台上で決められた台詞のように、少年のような口調で少女は呟く。

　奇妙な言い方をする。否定はできないけれど。

　少女の横から彼女を見つめていた僕は、あきらめて彼女に近づくことにした。

「キミは平気なの？　見たところ普通の人間みたいだけど」

　魔都と化したこの京の街では、力のない者は人気のない場所に行くべきではないというのは、もはや常識だ。こんな年端もいかない少女が、たった一人でこんなところにいるなど、危険すぎる。

　少女がようやくスケッチブックから視線を外し、僕のほうを振り向く。しかし、やはり瞳は固く閉ざされたままだ。

　大きな大きな古びた万年桜は、降り積もる雪から彼女を守るかのように花びらを散らし続けている。けれども、桜の花が尽きることはない。次々と芽吹き、咲かせ続けているから。狂い咲きという言葉が相応しいと思った。

　もっとも、この魔都京都においては、こういった不可解な現象は珍しいことではない。

　どれだけそうしていただろうか。しばらく沈黙していた少女が、突然眉をひそめた。

「なんだ、あの噓つきは、まだわたしとの約束を果たしてくれる気はないのだね」

「噓つき……？　あの、さっきから誰かと勘違いしてない？　僕は──」

　僕の言葉を遮って、少女が不機嫌そうに呟いた。

「京都多種族安全機構だろう？」

　──ッ!?　どうしてそれを!?

「ふふ、どうしてそれをって、思ってる？」

　背筋に悪寒が走った。

　僕はとっさに、ジーンズの背中に挿した拳銃レンの弓を右手で引き抜いて、その銃口マズルを彼女へと向けた。

　人間じゃない。怪アヤシだ。それも、心を読む類の。この魔都において、他者を見かけで判断する愚かさは重々承知していたはずなのに。

　安機は京の怪アヤシを力で抑え込んでいる。怪アヤシが安機に向ける畏敬は、相反するふたつの感情を生む。尊敬か、憎しみ。そのどちらかだ。

　とはいえ──。

　勢い余って拳銃レンの弓を抜いてしまったけれど、もちろん引き金トリガーを絞るつもりはない。

　危険だと思えば、牽制しながら逃げる。死神姫の一件で思い知らされたことは、僕はやっぱりただの人間で、この街の生体系ピラミッドの中では、最底辺に位置する生物なのだから。

　それ以前に、怪アヤシとはいえ、こんな女の子を撃つのは絶対に嫌だ。いや、だめだ。こんなことを考えていると、撃てないことがバレてしまう。なるべく頭を空っぽにしなければ。

　無心だ。無心……。……え〜っと、ど、どうすればいいんだ……？

　少女は、銃口などまるで見えていないかのように、不安げな表情でわずかに首を傾げた。

「おや？　黙ってしまったね。どうしたんだい？　ぬくもりが残っているのだから、まだそこにいるのだよね？」

　やはり見えていないのか？

「……いるよ」

　ほんの少し、少女が口元を弛めた。お世辞にも豊かとは言えないなだらかな胸を、そっと手で撫で下ろす。

「そう。それはよかった。誤解をされたままでは、寝覚めが悪くなってしまうからね。このような季節にここへ来てくれるヒトも、なかなかに貴重だから。少し、話し相手にでもなってくれると嬉しいな」

　安機に配給されたロングコートが冷たい風で揺れる。僕は銃口を彼女の額に向けたまま、なるべく平静を装って尋ねた。

「誤解ってのはどういうこと？」

「わたしは心を読む怪アヤシではないということだよ。だから、あまりそのように警戒しないでほしいな。寂しくなってしまうよ」

　か細い声で、けれども楽しげに。少年のような口調で、細い肩をすくめながら。

　信じたわけじゃない。けれど僕は自然に銃口を下ろし、拳銃レンの弓をジーンズの背中に戻していた。

　死神姫の一件があって以来、どうにも神経を張りすぎている。これは、こんなに軽々しく抜いていい武器じゃない。

　意識的に深呼吸をして、心を落ち着かせる。

「心を読む怪アヤシじゃないのに、どうして僕が安機だってわかったのさ？」

　少女が固く閉ざされた自らの瞳を指さして、儚げな笑みを浮かべた。

「この盲めしいた瞳は、何も映し出さない代わりに、この街にあるすべての過去を記憶として視ることができるのさ。かつての古都の趣に、美しい景色や生まれたての生命、汚い姿や穢れた行動も。音や声は聞こえないけれどね」

　記憶だとするなら、見る、というよりも、思い出す、というほうが近いのかもしれない。それが本当なら、彼女はこの魔都で起こる出来事のすべての真実を識っているということになる。

「わたしに見ることができないのは、目の前の光景と未来の景色、それに、他人の心と自分の姿だけなのさ」

　噓を……ついているようには見えないな……。

「だから、そのように警戒しなくてもいいよ。人間はみんな、もともと助平な生き物なのだから。ふふ、後ろめたく感じる必要もないと思うよ」

　悪戯な笑みを浮かべて、少女が僕の胸を人差し指で突いた。

　え、ちょ、何を視たの!?

「……あのさ、ほんとに心読んでない？」

「ふふ、もちろんさ。けれど、わたしに対しては不埒を働かないでくれると嬉しいな。見ての通り、怪アヤシといえどもかなり非力なほうでね。とてもではないけれど、あなたのような男性に力尽くで襲われたら抵抗などできないのだから」

　特に脅えた様子もなく、少女はやはり悪戯な笑みで呟く。

「ぼ、僕はそんなことしないよ！」

　あとで赤い髪の般若に殺されるし……。

「あは、冗談さ。真に受けないでほしいな」

　彼女を守るように、巨大な一重白彼岸枝垂桜は枝を伸ばし、蕾から花を咲かせ続けている。積もる雪も相まって、幻想的な景色だ。

　たとえば今、僕の視界に映っている光景を一枚の絵画や写真に収めたなら、とても芸術性の高いものになるだろう。

　降り積もる雪と儚い少女、そして狂い咲きの万年桜。

「あれ？　そういえば、景色が見えないのに絵を描いてたの？」

「うん。記憶の景色をね、スケッチしていたのさ。こうして、忘れたくない記憶だけを絵に残すんだ。そうすれば、あとで視直すことだってできるのだから」

　少女がスケッチブックを僕のいる方向へと向けた。

　僕は彼女から視線を逸らし、スケッチブックを見る。その瞬間、驚愕した。

「──ッ！　〝虚ろなる首死神姫〟!?」

　彼女が描いていたのは、眼前に広がる風景画などではなかった。

　先月、僕と鬼神である冬乃、そして妖狐の伊都那が、命を賭して異界に押し戻した異界神が、その口内に銃口マズルを突き入れられて空中径路から落下してゆく光景だった。

　あの瞬間を見ていたとは思えない。黒の瘴気が渦巻く京都駅には仮死者以外は誰も存在しなかったはずだし、この絵は角度的に地上から描かれたものとは違っている。むしろ、落下する死神姫や僕よりもさらに上空から見ていたかのようだ。

　それに、盲目を自称するわりに正確すぎる。あの瞬間に死神姫が見せた穏やかな笑みは、僕の記憶のなかの彼女と完全に一致している。色使いまで。

「絵の具の順番で色を記憶しているの？」

「そうだよ。暁時人が口頭で、絵の具の色を左から順番に教えてくれたからね。わたしは記憶のなかで視た色を再現するんだ」

　それにしても、見事すぎる。絵の具同士を混ぜ合わせなければ出せない色まで鮮明だ。本当に盲目なのだろうか。

「キミは何者だ？」

　少女がわずかに身体を傾け、頭に乗った桜の花びらを雪の大地に散らせた。

「わたしは一重白彼岸枝垂桜。京の街を長く視てきた万年桜さ。さくら、とでも呼んでくれればいいよ。気がついたら識っていたから、きっと神樹にもらった名前なのだろうね」

　オリジナルか。こんなにもヒトに近い容姿をしたオリジナルなんて、聞いたことがない。

　少女が細い指先で、雪の大地に咲良さくらと書いた。

「こう書くらしいよ」

「そっか。僕は一条絢十」

　少し躊躇ったあと、僕は手袋をしたまま咲良の手を取って、雪の大地に絢十と名を書いた。咲良は書き終えてから掌で雪の大地をなぞり、こくりとうなずく。

「あやと……絢十。おぼえたよ」

「うん。咲良は、桜の精──妖精なの？」

　少しだけ考える素振りを見せて、少女が自信なさげにうなずいた。

「たぶん、そのようなものだと思う。この街の怪アヤシやヒトは、わたしを神か何かだと思っているようだけれどね。だからみんな、わたしの本体に手を合わせて願い事なんかを言うんだ。おかしな話だよ。わたしには未来のことはわからないし、もちろん、誰かの願いを叶える力なんてない。積み重なった膨大な過去の記憶だって、よっぽど驚いたことや悲しんだこと以外は、どんどん忘れているのにね。わたしはただ一人、ここにいるだけだよ。なのに神様だなんてさ」

　咲良が口元に手をあてて、おかしそうに笑った。

　仕草のひとつひとつが、しなやかで儚く、視線を惹くほどに女性的だ。それに、本当に楽しそうに話している。

「あなたのことは、ずっと視ていたよ。絢十さん」

「う……、ど、どこらへんから？」

　そりゃあ、僕にだってプライベートはある。十代中盤の思春期の頃なんかは、他人様には口が裂けても言えないような秘密だってあったさ。

「あは、安心していいよ。言ったろ？　わたしに視える範囲は、この京の街だけなんだって。だから、あなたが魔都に入ってきてからだけだよ。ただの人間なのに、自分から魔都に入ってくるんだもの。そりゃあ、注目もするさ」

　安堵の息をついた僕に、咲良は呆れたように呟いた。

「おやおや。どうやらあなたは、本当に助平のようだね。さっきのはあてずっぽうだったのだけれど、わたしはもう少し警戒したほうがよいのかな？」

「かもね。ちょっと無防備すぎるな。もし本当に僕がそんなことを考えていたら、どうするつもりだったの？」

「いつもは誰かが近づいてきたら、万年桜のなかに逃げているよ。あれは神樹並みとはいかないまでも、不老不死だからね。とても丈夫なのさ。それに、不思議とあの樹に悪戯をしようなんて人はいないんだ。ヒトにとっても怪アヤシにとっても、神木扱いなのかもしれないね」

　わかる気がする。それほどまでに、この万年桜は美しい。

　枝に積もった雪が、薄桃色の花びらを静かに大地へと落とした。花を失った枝は新たな蕾を芽吹かせ、数秒後にはもう花を咲かせる。

「ここへ近づいてきたのが他ならぬ京都多種族安全機構だったから、わたしは姿を現したまま待っていたんだ。暁時人が、わたしとの約束をようやく果たしてくれると思っていたのだから」

　さっきも言っていたな。課長が噓つきだって。

「僕はただ、請け負った依頼で行方不明になっている怪アヤシを捜しに来ただけだったんだけど……。うちの課長──暁が何かキミと約束をしたの？　もし僕に叶えられることなら、代わりにやってもいいけど」

　僕は安機の仕事を果たすために、ここへやって来た。単独では、まだ危険な任務にはあたれないから、迷子捜しという比較的安全な依頼を与えられたんだ。

　だから、彼女──咲良と出逢ったのは偶然だ。

　黒髪に手を入れて、少女はすねたような表情で呟く。

「何年も前に、約束をしたんだ。そのときのことはスケッチブックにも描いたのだから、一言一句忘れていないさ」

　一息置いて、少女は唇を静かに開く。

「──わたしを、殺してくれるって」

　僕は絶句する。

　瞬間、咲良が黒髪を躍らせて、視線をあさっての方向に向けた。直後、僕の目の前で彼女の姿は霧となって消失した。それも、スケッチブックや絵の具にパレット、腰をかけていた椅子ごとだ。

　残っている痕跡は、足跡くらいのものか。これがなければ、あの不思議な少女は僕の創り出した幻覚なのではないかと思えるほどに。

　少し遅れて、生い茂った藪から一匹の炎狐が飛び出してきた。

「わっ！　伊都那!?」

「いー……いたー……、いーとな……みー……みつけた……」

　そうか。伊都那が近づいてきたから万年桜のなかに逃げたのか。

　伊都那の着地した大地から、一気に雪が溶けて蒸発する。炎狐だけあって、狐火を出していなくてもそれなりの熱量を放出できるらしい。雪の上にあった桜の花びらが、小さな水流に乗って流されてゆく。

　彼女の背中には、一匹の子犬がしがみついていた。写真と照らし合わせるまでもなく、僕らが手分けをして捜していた怪アヤシの子だ。ご両親は完全に厳つい狛犬だったけれど、子供はずいぶんと可愛らしい。

　僕は子犬を両手で抱え上げて、語りかける。

「やあ、こんにちは。話せる？」

　第一級閉鎖指定地区の京都でなければ頭を疑われる言動だけれど、ここじゃ不思議でもなんでもない。人語を話す犬猫など、珍しいことではない……が。

　子犬は僕を見て、首を傾げている。

「……かーぬしさー……まーまだ……ちーさ……ことば……むつかし……」

「そっか。人間でいうと、まだ〇歳ってところなのかな。話すのは無理だな。──よ〜し、とりあえず父ちゃんと母ちゃんの待ってるところに行こうか」

　話せなくても言葉はある程度わかるようで、子犬が嬉しそうに尻尾を振った。

「はは、もう迷子になっちゃだめだよ」

　去り際、僕は雪のなかで狂い咲く万年桜を振り返る。ざあっと冷たい風が流れて、花びらが散った。すぐに蕾が補充され、新たな花が開く。

　不老不死の桜が、殺してほしい、か。放っておくことはできないな。

「……また、来るよ……」

「……？」

　足下をちょこまかと歩いていた伊都那が、不思議そうに僕を見上げて首を傾げた。

　咲良が突然姿を消したのは、おそらく炎狐形態の伊都那があの場に飛び込んできたからだ。あの逃げ足であれば、京都広しといえども彼女の存在を知っているものは少ないだろう。そうそう危険な目にも遭わないはずだ。

　伊都那が安機の一員であるにもかかわらず、咲良が万年桜のなかへと逃げ込んだ理由は、彼女自身が言っていた通り、意識して思い出そうとしない限り、過去の出来事のすべてを読み出せるわけではないからか。

「なんでもないよ、伊都那。早く連れて帰ってあげよう」

　きゅう、と伊都那が鳴いて、僕を守るかのように雪を溶かしながら少し前を歩き出した。
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　僕は座り慣れたソファに腰をかけて、桜の妖精を思い出す。

　口は災いの元だ。これまでも何度となく失敗して思い知っているはずなのに、なぜか言葉が出てしまった。課長に代わって、約束を果たすなどと。

　おまけにここは東京ではなく、魔都と呼ばれる第一級閉鎖指定地区の京都だ。迂闊な言動は本当に取り返しのつかない状況を招く。

「どうしたものかな……」

　事務所には誰も戻っていなかった。課長も日向冬乃──いや、夏奈深雪も朝から出払ったままだ。京都多種族安全機構は、新宿の交番よりも忙しい。僕はまだ戦力に数えられていないから危険な任務は与えられず、こうして座っていられる暇もあるけれど。

「かー……かーぬしさー……？　どし……どしたー……？」

　炎狐の姿のままでも、先月よりはうまく話せるようになってきた伊都那の頭を撫でて、僕は深いため息をつく。

　伊都那は、僕の護衛として一緒に行動している。彼女には人里の常識というものが足りていないし、僕には戦闘力が足りていない。殺すことはできるけれど、屈服させることができないという意味でだ。

　だから僕らは、安機の見習い同士、互いの欠点を補い合うためのコンビを組まされている。

「なんでもないよ、伊都那」

　伊都那が後ろ足で立って、前足を僕の膝の上に置き、ふわふわの尻尾を振った。

　彼女はあまり妖狐形態、すなわち艶姿になりたがらない。

　それはたぶん、僕とナツユキのせいだ。たとえば伊都那が艶姿となって、今と同じ行動をしていたら、ナツユキが嫉妬する。伊都那にとってそれ自体はどうでもいいことのようだけど、僕はナツユキの嫉妬を恐れて、艶姿の伊都那を遠ざけるから。

　だから遠慮なく甘えられる炎狐形態、すなわち子狐の姿でいることが多い。

　すごく、ものすごく残念ではあるけれど。いや、こんなことを考えていると、また咲良に助平呼ばわりされてしまう。

　頭を撫でてやると、伊都那は気持ちよさげに瞳を細めて「きゅう」と鳴いた。両手で頰を挟み込み、わしゃわしゃと撫でる。よほど気持ちいいのか、今度は後ろ足で立ったまま、前足が空を彷徨った。その様子たるや、破壊的な可愛らしさだ。

「うははは、どうだ、気持ちいいかっ」

「おー……おお……おっ、おっ、きもち……おー……」

　子狐の伊都那からは、太陽の匂いがする。

　瞳を閉じて考える。

　神樹に怪アヤシとしての生命を与えられるよりずっと以前から、京を見てきた一重白彼岸枝垂桜……か。

　咲良はどうしてあんなことを言ったのだろう。不老不死の怪アヤシの気持ちなんて、人間の僕には理解できないというのはわかってはいるけれど、どうしても気になってしまう。

　殺すことは難しいことじゃない。おそらくだけど、神の頭部すら吹っ飛ばすこの拳銃レンの弓であれば、約束を果たすこと、すなわち彼女の本体である不老不死の一重白彼岸枝垂桜を粉砕することだって可能だと思う。むろん、できることならそんなことはしたくない。

　そもそも課長は、どうして彼女とあんな約束をしてしまったのだろう。京都多種族安全機構は人間の味方ではあるが、怪アヤシの敵というわけではない。あえて言うなら正義の味方だ。むやみに怪アヤシの生命を奪うようなことは絶対にしない。

　そんな二人の間で結ばれた約束──……。

　しばらく考えるも、こたえらしきものは何も思い浮かばない。やはりこれは、課長が帰ってきてから訊いてみるしかなさそうだ。

　そんなことを考えた瞬間、事務所のドアが開けられた。

「なんだ、ナツユキか」

「何よ。なんだはない……で……しょ──」

　そこに立っていたのは、溶岩のように輝く赤髪をした、夏奈深雪だった。白のコートのポケットに両手を突っ込み、なぜか額に縦皺を刻んで蔑さげすんだ瞳で僕を睨んでいる。

　約一ヶ月ぶりの、生ゴミかそれ以下のものを見る目だ。

「…………絢十、何しとん？」

「何が？」

　ナツユキの視線を追って視界を自分の手元に向けると、なんだか金髪の美女が紅潮した顔で僕の手に撫でられ、もじもじ動いていた。両手と頭を僕の膝に乗せて。

「……おっ……あっ……おおっ……んあう……」

　い、いつの間にか伊都那が艶姿になってる!!

　おまけに赤の着物は今にもはだけそうになっていて、大きな胸でかろうじて引っかかっている。

　全身の毛穴が開いた。どばっと汗が噴き出す。だけど僕ももう立派な二十歳の大人だ。こういう場合、動じたところを見せれば、かえって無用に疑われやすい。

　そうだ。もともと潔白なのだから、なんら恐れることはない。なんでもないということをアピールするぞ。

　深呼吸をして、いつもの表情を心がけ。

「………………な、なににがかね？」

「何がやあるかい！　何回浮気したら気が済むんよ！」

「う、浮気ってそんな、狐相手に……」

「……おおっ……あんっ……、……そこ……あっ……」

「ええから、とりあえずそのイヤラシい手ぇ止めや！」

「は、はい」

　伊都那の首筋から頰、頭髪へと、無意識に這わせていた手を、僕はあわてて離した。

　伊都那が残念そうに顔を上げ、ぼさぼさになった長い金髪に手櫛を通した。髪に埋もれていた狐の耳が、ぴょこんと持ち上がる。

「なんじゃ。また怒っておるのか、鬼の子よ。そのようにしていて疲れはせぬのか？　以前にも云うたが、妾はただの愛玩ぞ。まかり間違うて飼い主様となんぞあったとしても、おぬしから飼い主様を奪うような間柄ではない。邪魔はせぬゆえ、安心せい。妾はわきまえておる」

「な、な、なんぞって何よ！　べ、別にそこまで言ってないですけど！　てゆーかもうこのやりとり飽きたんですけど！」

「ならばいちいち怒るでない。それ見たことか。飼い主様が小動物のように脅えておるではないか。──おお、よしよし」

　伊都那が僕の頭を豊かな胸に抱え、幼子にそうするように撫でる。ナツユキのそれとは違って、ものすごく柔らかくて気持ちいい──のだが。

　ペットに可愛がられるとは、どういう立場だ、これ。

　すかさずナツユキがソファの隣に座って、僕の腕を引っ張った。身体が傾き、伊都那から離れてナツユキと密着する。

「全然わきまえてへんやん。それはうちの役目やから」

　硬い。いや、硬くはないし十分柔らかいけど、伊都那と比べると硬い。

「怖がらせてはならぬと云うたではないか。こう、優しくするのじゃ」

　伊都那が再び僕の腕を引く。

「優しくしとるわっ。めっちゃ優しいわっ」

「おぬしはおのこの扱いが雑じゃのう。飼い主様が壊れてしまうわ」

　美少女と美女に引っ張られる立場というのは素直に喜ぶべきところだが、正体は鬼神と妖狐だ。ちょっとした力加減のミスで、身体ごと右脳と左脳がサヨナラなんて事態になりそうで怖い。

　おまけにこうもガクガク揺すられては、ただの人間に過ぎない僕なんかにはちょっと──うっ、なんか酔ってきた。

「おーう、戻ったぜ」

　待ちに待った声の到着に、僕は二人の手をするりと抜けてソファから立ち上がった。

「課長、ナイッスタイミングゥッ！」

　いかん。声に出てしまった。あれ？　つい最近もどこかで聞いたな、この台詞。

「おいおい、勘弁してくれよ。またなんか事件か？　それとも、依頼を完遂できなかったか？」

　僕と伊都那が安機に加入して、簡単な事件や雑務をこなすようになったため、以前より目の下の隈が薄くなってはいるが、それでも疲れた表情をしている。顔色もゾンビからキョンシーくらいにはなれたにせよ、ヒトの身で安機の仕事はあまりに過酷だ。

　僕が否定するよりも早く、課長が帽子をデスクに投げて呟いた。

「絢十の洞察力と機転に伊都那の戦闘力が加われば、迷子事件ごときでそりゃねえか」

　続いてコートを脱ぎ、コート掛けへと投げる。粉雪の付着した黒のコートがコート掛けにあたってフロアに落ちると、すかさずナツユキが拾い上げて掛け直した。

「ちゃんと掛けえや、課長！　だらしない！」

　ナツユキが課長を凄まじい形相で睨みつけているけれど、受ける側の本人はどこ吹く風だ。

「ええ。幸い依頼は無事に完遂できましたよ。事件じゃなくて、ちょっと課長に訊きたいことがあるだけです。えっと──」

　僕がナツユキと伊都那に視線を向けると、察した課長がナツユキのほうに片手を伸ばした。面倒くさそうに舌打ちをして、ナツユキが課長のコートを取ってその手に投げる。

「しょうがねえな。鬼っこ、俺が戻るまで事務所を頼む」

「それはええけど、課長は？」

「絢十と一杯引っかけてくる。男同士の時間だ」

　お猪口を持つような手をして、課長がニヒルな笑みを浮かべた。

「夜勤は課長の番やねんから、あんま吞まんとってよ？　うち、そんな長い間おらんよ？」

「わーってるよ。伊都那はもうハネていいぜ。ご苦労さん」

　ソファで寝そべっていた伊都那が、アクビ混じりに課長に告げた。

「あいわかった。暁、おぬしもヒトの身であまり無理をするでない。死相が出ておるぞ」

「かっ！　安機と関わった日から、死相が出なかった瞬間なんざ一秒たりともねえよ」

　伊都那が立ち上がり、事務所のドアの前で振り返って僕に微笑みを向けた。

「では、の。飼い主様」

　両手で頭を抱えるような仕草から腕を一回転させた直後、伊都那の全身から炎色の瘴気が溢れ出し、一瞬ののちには炎狐となって暗い廊下を走っていった。

　京都の冬の山は寒さが厳しい。ここに棲めばいいと、課長も言ってくれたのだが、彼女はいつも仕事が終わると棲み慣れた山へと帰ってゆく。たぶん、彼女の本来の飼い主だった篠﨑貴守さんの墓前だ。伊都那は今も、枯れ葉のベッドで眠っている。

　炎狐だから、雪の冷たさや冬の寒さはあまり感じないのだろうけれど、新たな飼い主としては、少し寂しい。

「じゃ、行くかね、絢十」

「あ、はい」

　ナツユキから受け取った黒のロングコートを勢いよく広げて袖を通し、課長がポケットに両手を突っ込んで事務所のドアへと歩き出した。ソファの背もたれに掛けっぱなしにしていた自分のコートを取ろうと視線を向けると、ナツユキが僕の肩にコートを掛けてくれた。

「あ、ありがとう」

「ん？　ああ、うん」

　意外な行動だったからか、なぜか心臓が大きく跳ねた。まるで毎朝仕事に向かう夫を、優しく送り出してくれる妻のようだ。

　至近距離で見つめ合い、同時に照れ笑いを浮かべる。

「おーい、イチャイチャしてねえで早くしろよう」

　同時に笑みが消えた。けれど一瞬ののちに、苦笑へと変化する。

「じゃあ、行ってくるね、ナツユキ」

　ナツユキが瞳を細めてうなずく。

「行ってらっしゃい。気をつけてね」

　僕は先に歩き出した課長のあとを追って、事務所の入口をくぐった。
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　事務所の近くに、こんなところがあったんだ……。

　七条通を東に歩き、わずか数分。建ち並ぶ崩れた木造建築の一角にある三〇〇平方メートルほどの空き地には、いくつもの屋台がひしめき合っていた。

　空き地の中央には共用のベンチやテーブルが置かれ、ヒトはもちろん、様々な姿の怪アヤシが相席で楽しそうに騒いでいた。流れる音楽にのって踊っている輩もいれば、牛頭のデーモンや熊のような体軀を持つオーガ種、神格の悪魔種といった、一般に凶悪とされる種族までいる。

　その数、およそ二十体。

　少し前を歩く課長が、白い息を吐きながら呟いた。

「心配すんな。安機の膝元で暴れる阿呆はいねえよ」

「……あ、いえ。ただ、意外だなって思っただけです」

　僕も以前ほどは、無条件に怪アヤシを恐れなくなった。たぶんそれは、魚屋の猫娘と人狼のおかげだ。

「くく、そうか。そいつは重畳。肝が据わってきたじゃねえか」

　ヒトと怪アヤシが肩を組んで歌っている様は、少し前までの僕だったら考えられない光景だったに違いない。

　だって、想像できるか？　トカゲ人間リザードマンが日の丸の扇を両手に、バカみたいに踊る様を。それを見て手を叩いて笑う悪魔を。ヒトにお酌をしている妖怪を。

「ここは京の屋台村だ。京都が第一級閉鎖指定地区になって、ある程度の治安が保たれるようになってからできた場所だ」

　赤提灯の海鮮屋台から、地産地消を示す緑提灯の焼き鳥屋、ラーメンに定食のようなものを出している屋台もある。そのうちの一軒、おでん屋の暖の簾れんをくぐり、課長が口を開けた。

「よう。空いてるかい？」

　暖簾から屋台を覗き込んで、僕は息を吞む。

　人ひと虎とら。それも、デミ・ヒューマンの女性だ。

　結構な個体数が存在している人狼とは違い、京においてすら珍しい希少種。妖狐のような妖力こそないものの、単純な肉弾戦であれば、その速度や脚力は猫ねこ人びとにも勝り、鋭い爪と牙は決して折れることはなく、その膂りよ力りよくは鬼族にも迫ると言われている。

　身長は課長よりも高く、しかし虎というにはあまりに細い。けれどしなやかな筋肉や醸し出す生命力は、尋常のものではない。まるで深い森の奥で、野生の虎に出くわしてしまったかのような、ある種の感動すらおぼえる。

　それに、おそろしく美人だ。ナツユキは当然として、伊都那と比べてさえ大人びたその表情には、落ち着いた雰囲気がある。

「……」

　店主は課長を一瞥すると、何もこたえないまま無造作に切り株を両手の握力だけで二つつかみ、屋台を回り込んで僕らの足下に並べた。そうしてまた無言で屋台を回り込み、銘のない日本酒らしき液体を安っぽいガラスのコップに注いで課長の前に置いた。

　課長が切り株に腰をかける。どうやらこれが椅子らしい。

　僕も同じように切り株に腰を下ろした。

　ふと気づくと、人虎の店主が僕をじっと見つめている。注文を待っているのだろうか。

「絢十、酒は飲めるか？」

「嗜たしなむ程度なら……」

「こいつにも同じものを注いでやってくれ」

「……」

　店主はやはり無言で僕の前にコップを置いて、日本酒らしきものを注ぐ。

「具は適当に見繕ってくれ。こいつの分もな」

　人虎の女性が、無言でおでんの具を七つずつ取り出し、課長と僕の前に置いた。

　屋台の外のテーブルでは、あいかわらず様々な種族がバカ騒ぎをしている。誰も、僕らを気にするものはいない。

「さて、と。早速だが、話ってのはなんだ？」

　課長がガラスのコップを傾けて、液体に口をつけた。

「あ、えっと──」

　人目のあるところでは、場所を移した意味がない。そう言いかけた瞬間、課長がおでんの大根に箸を通して呟く。

「気にすんな。うしろは酔っ払いの乱痴気騒ぎで俺たちなんざに興味はねえし、ここの店主は誰にも喋らねえよ」

　喋らないどころか聞いてもいないといったふうに、人虎の店主はおでんの具材を切っている。喋らないのか、喋れないのかさえわからない。

「俺に気を遣うこたあねえ。さんざっぱら、悪評を立ててやってきたんだ。今さら何を言われようがどうってこたぁねえよ。くく、安機は正義でも、俺は噓つきの極悪人だからな」

　噓つき……。咲良の言った言葉と同じだ。

　無精髭だらけのくたびれた中年男が、胸ポケットからタバコを取り出す。人虎の店主がエプロンからライターを出して、その先に火を灯した。

「じゃあ、遠慮なく訊かせてもらいます」

「おう。つか、おめえも食えよ。うめえぞ。おでんも酒も、材料のほとんどがトラ子の自家製だ」

　トラ子。たぶん本名じゃないのだろう。ほんの一瞬だが、人虎の店主がジトっとした不愉快そうな視線を課長に向けたから。

「それって、密造酒──」

「いーんだよ。ここじゃあな」

　密造人ブートレガーか。カーテンの外じゃ立派な犯罪だ。でもまあ、確かに課長の言う通り、魔都でそんなことを言っても始まらない。

　僕はコップを傾けて、口内に密造酒を流し込む。味は日本酒なのに、鼻に抜けるような果実の香りがした。

「甘い。飲みやすい」

「だろう。飲みやすくて飲み過ぎちまう。女を落とすにゃ、ここがイチバンだ」

　その言葉に、人虎の店主は呆れたようにため息をついた。

　あまり酒を飲まない僕ですらわかる。これはうまい酒だ。おでんも悪くない。鉄板の卵に大根、うどんの入った巾着に丁寧に下処理された牛すじ肉、隠し包丁の入ったコンニャク、柔らかく煮られたタコ、煮崩れしていないのに味の染みたジャガイモは最高だ。

「で、話ってのはどうした？」

「あ……、お、おいしすぎて忘れてた」

　クスっと人虎の店主が僕を見て笑った。無言で僕の皿へと、練り物と厚揚げを追加する。

「ありがとう」

「……」

　礼を言う頃には、もうおでんの下処理を再開していた。仕切りの作られた鍋の端へと、切ったばかりの具材が沈められてゆく。

　本当に無口だな。まあ、だからこそ課長もここを話の場に選んだのだろうけれど。

「課長、桜の妖精に逢ったことってありますよね？」

　課長の眉がわずかに動いた。視線が宙を彷徨い、遠くへ向けられる。

「……万年桜、咲良か。そいつは珍しい。あいつが誰かの前に姿を現すとはな。……そうか、なるほどな。昔、俺があいつと交わした約束の話か」

　話が早い。

「どうしてあんな約束を？」

　殺してやろう、などと。

　初めて、暁時人が苦虫を嚙み潰したような表情を見せた。口元を隠すように中指と薬指の間に挟んだタバコを吹かし、静かに呟く。

「言い訳もねえ。どうしても知りたい情報があった。あいつの目を、あてにしちまったのさ」

「情報との取引材料!?　あんた、そんなことであんな約束をしたのか!?」

　多少なりとも、僕は暁時人という人物に憧れていた。脆弱なヒトの身でありながら京の治安を守り、この街で絶対的な秩序というものを作ろうとしてきたはずの男だ。それが、裏でそんな卑劣な取引をしていたなんて。

　人虎の店主が空になった課長のコップに酒を注ぐと、どこへともなく立ち去った。

　背後から聞こえるバカ騒ぎの声は、さらに大きくなっている。

「言ったはずだぜ、絢十。安機は正義でも、俺は極悪人だってな」

「そんな冗談を訊きたいんじゃない！　なんの情報と取引したんですか！　咲良は今でもあんたのバカげた約束を待ってる！　殺してくれ？　冗談じゃないッ！」

　課長がため息と同時に紫煙を吐いて、酒を傾ける。

「冗談なものか。俺にとっちゃ何より大事なことだった。なぜ、旧安機が一人を残して殺されなければならなかったのか。どこのどいつが、それを画策しやがったのか」

　十一年前の〝虚ろなる首死神姫〟降臨事件か!?

　旧京都多種族安全機構が一人を残して壊滅し、京に棲む人間が一八〇〇名以上も犠牲となってしまった事件だ。怪アヤシをも含めると、犠牲者はその三倍にも達すると言われている。

「おまえも予想していたかもしれんが、〝虚ろなる首〟が自発的に異界から魂を奪いにくることはない。あいつは恐ろしいバケモノだが、意志は薄弱で心はほとんど空っぽだ。その名の通り、そんな意志すら虚ろなのさ。どこぞのクソ神が引き金トリガーを引かなければ、旧安機も、京の人間や怪アヤシも、誰もくたばりゃしなかった」

「それが、〝忌まわしき叡智〟……」

　旧安機でたった一人生き残った課長は、十一年前にその存在に辿り着くために咲良の目を借りたのか。

　だとしたら、暁時人を責めることはできない。この人がいなければ、京はすでに壊滅していたって不思議じゃなかったのだから。

「まあ、その存在にこそ気づきはしたが、咲良の目でも居場所までは視えなかったがな。なんにせよ、〝虚ろなる首〟を召喚した野郎の正体は咲良のおかげで割れた」

　僕らが死神姫と戦っている間に課長が追い詰め、京都の地下に幽閉したとされる異界神〝忌まわしき叡智〟。伊都那を騙して魂を集めさせ、それを餌に死神姫を異界から喚び寄せた首謀者。話を聞く限り、ある意味では死神姫よりもよほど京の脅威となりかねない人物だ。

　ガラスのコップを傾け、課長が大きく喉を動かす。

「……それにな、どいつもこいつも勘違いしてやがるが、俺は英雄なんかじゃねえ。あの頃の俺ぁ、無力な警察に失望して職を辞し、小遣い稼ぎに安機に出入りしてただけの、ただの人間だった」

「え……」

　紫煙を吐いて、暁時人は自嘲の笑みを浮かべた。

「俺は旧安機の生き残りなんかじゃあねえ」

　確かに課長は、自分からそれを名乗ったことはない。僕やナツユキが、もしかしたらこの街全体が、勝手にそう思い込んでいただけだ。

「虎の威を借る狐ってやつだ。魔都の秩序を保つために都合がいいから、言われて否定しなかっただけだ。真実を識る咲良は、さぞかし俺を蔑んでいただろうよ」

　咲良の言った暁時人の噓には、二つの意味があったのか。

「なぜ、それを今になって僕に？　これまで秘密にしていたんでしょう？」

　おそらくはナツユキにさえも。

「……さあな。酒がうめえからかもな。……ただ、いいやつらだった」

　ガラスのコップを瞳の高さにまで持ち上げて、まるで注がれた酒の向こう側に、いなくなった誰かを見ているかのように、暁時人は呟く。

「旧安機は、みんないいやつだったのさ。俺はな、そういうやつらから順番に死んでいくこの街の在り方が気に入らねえ。住めば天国？　阿呆抜かせ。──どこまで行ってもここは地獄だ」

　だから、この人は悪人なのか。

　楽しげな宴会の声は、今も背後から聞こえている。ヒトも怪アヤシも、音楽に合わせて肩を組み、踊って、叫んで、笑って。

　少なくとも、暁時人の京都多種族安全機構が機能しているからこそ、こんなお祭り騒ぎもできるわけで、僕にはやっぱりここが地獄だとは思えない。

「少し話がずれちまった。咲良のことだ」

「え、ああ、そうでした」

「正確には、殺してやるなどと言ったことはねえ。なんでもしてやるって言ったんだ。あいつが俺の生命を望むなら、事を成し遂げたあとにくれてやるつもりだった。ところがどうだ。あいつの望みはまるで逆だった」

　僕はおでんの練り物を箸で切って口に運んだ。

「咲良はなぜ、あんなことを？」

「さてな。だが、ただ一つ言えることは、あいつの望みは叶わねえってことだ。俺やおまえがどうこうってわけじゃねえ。あいつはな──」

　課長が一息に酒を飲み干し、タバコを灰皿で圧し潰した。懐から数枚の札を取り出して皿の下に置き、眠そうにアクビをしながらゆっくりと立ち上がる。

　次の言葉に、僕は目を見開いた。

「──もう死んじまってるのさ」




　　　　　◇　　　　　　　　　　◇




　憐れな娘だと、暁時人は言った。

　桜の妖精などではなく、死神に見捨てられた死者なのだと。要するに、なんらかの理由があって万年桜に取り憑いた、ただの地縛霊だ。

　混沌の魔都、京都においても、珍しいケースだ。いや、他に類を見ない。

　それならば彼女が自身を、桜の精のようなものだと思うと、自信なさげに語ったことにも、セーラー服を着ていたことにも説明がつく。もともとは人間だったのだから。

　自分が死んだことに気づいてもいないのに、成仏したいのかな……。それとも、何か他に理由があるのか……。

　課長に言われたからじゃない。気になったから、僕は大きな一重白彼岸枝垂桜のある公園に戻ってきた。薄く積もってはいるけれど、先日から降り続いていた雪はやんでいる。

「ねえ、聞いてくれているかい？　絢十さん」

「聞いてるよ、咲良。春になったら今以上に満開になるんだろ」

「うん。とっても綺麗だから、みんなで見にきてほしいんだ。寂しいのは嫌いで、楽しいのは好きだから」

　花びら舞い散る万年桜にもたれかかり、咲良は嬉しそうに瞳を細める。それでも、やはりどこか儚さを感じてしまうのは、自らを怪アヤシだと思い込んでいる彼女から、生命力をまるで感じないからだろうか。

　ナツユキも伊都那もトラ子さんも、ラルや魚屋だって、みんなヒト以上に輝いている。咲良にはそれがない。ヒトである僕や課長よりも、まったくだ。

　儚い。

「キミを、僕の友だちに紹介させてくれるならね。本体じゃなくて、そうやって喋って笑ってる咲良をさ」

「う……、ずるいよ、絢十さん。本体のわたしは、服も着ずにみんなに見られているじゃないか」

「あはは、枝垂桜が服を着ていたら、それこそ大騒ぎだって」

　それは本体ではなく、ただの依り代だ。そうは思いながらも、僕にはそれが言い出せない。おそらくだけど、彼女の本体は、この木の根元に埋まっているのだろうと、課長は言った。

　古い安機のファイルには、こうある。

　円山公園で桜の精が稀に見られるようになったのは、およそ十九年前。神樹が生えた翌年からだ。正体は亡霊なのだろうが、何かしら神樹の影響を受けた結果の顕現だと思われる。しかしながら京に害をなす存在ではないことは確認されているため、危険性はなく、放っておいても問題はない。おそらくそれは、彼女に生前の記憶がないことに起因されると思われる。

　記述はそれだけだ。生前のことは調べる必要はなく、調べることが彼女のためになるわけでもない。旧安機はそう判断したのかもしれない。

　そして課長も、そう考えている。だから今も、咲良はここにいる。

　けれど、本当にそうだろうか。京に関する数え切れないほどの過去を視てきた少女は、自分にだけそれがないということを、どう考えているのだろうか。

　寂しい……な。

　十年前、ナツユキと繫いだ手を引き剝がされた記憶でさえ、僕は失いたいとは思わない。あの悲しい記憶がなければ、今の僕はここにいなかったのだから。

「咲良」

「ん？　約束を果たしてくれる気になったのかい？」

「違うよ。ちょっとそこらへんを歩いてみない？」

「え……。い、嫌だよ。本体の近くじゃないと、すぐに姿を隠せないから。それに、わたしは目が見えないから、景色だって記憶のなか以外じゃ見えないし意味ないよ」

　唇を尖らせ、伏し目がちに咲良が呟く。どうにも可愛らしい。

「え〜！　最近じゃそういうの、ヒキコモリって言うんだよ！　だっせ！　咲良だっせ！」

「最近じゃなくても識ってるってば！　子供みたいな言い方やめてよ。もう！　──ふふ」

　薄氷の花が開くように、咲良が笑った。

「隠れたくなったら、僕の背中に隠れたらいいよ」

「んー。絢十さんのなかには入れないだろうし、手を繫いでくれたなら行ってもいいよ」

　繫げるのか？　幽霊とヒトが。いや、僕は一度、名前を教えたときに咲良に接触している。あのときは手袋越しだったけれど。

　咲良が差し出した手へ、僕は手袋を取った自分の手を伸ばした。指先が触れ、ひんやりとした感触が伝わってくる。

　やはり触さわれる。実体化も神樹の影響だろうか。

「わっ、あつい」

　咲良がぴくっと震えて、手を引っ込めた。

「……今の、絢十さんの手？」

「そうだよ。咲良の手は冷たいね」

「本当に繫いでくれるのかい？」

　ナツユキに見つかったら、さすがに𠮟られるかもしれないな。でも。

「もちろんだ。今日一日、咲良が僕につきあってくれるならね！」

　今日は課長に言って、オフにしてもらった。事情を察したのか、課長は理由も訊かずにうなずいてくれた。

「うーん。じゃあ、行ってみようかな。そうだ、あとでさっきの握手をスケッチしてもいいかい？」

「それは別にいいけど、自分の姿はわからないんだろ」

「正面から絢十さんを描くだけさ。あの瞬間、どんな顔をしていたのかなって」

　しまったな。もっと楽しげな表情でするべきだったか。もしかしたら、憐れみの表情を浮かべてしまっていたかもしれない。

　いや、待てよ。

「もしかしたら、キミを描いた肖像画とか写真を僕が持っていたら、それって自分の姿も視えるってこと？」

　手を繫いでゆっくりと歩きながら尋ねると、咲良が首を傾げた。長い黒髪が、音もなく静かに流れる。

「何年か前に旧安機の人が試してみてくれたのだけれど、デジタルデータには写らなかったよ。アナログは試したことがないからわからない。そもそも、あまり機会に恵まれなかったからね。十九年間で話をした人間だって、旧安機の人と暁と絢十さん、あと数人くらいのものだから。何人かはもう死んじゃったしね」

　デジタルには写らない、か。幽霊らしい現象だ。スマホはだめだな。

「怪アヤシとは接触しなかったの？」

　不安を表すかのように、咲良が繫いだ手を強く握った。

「怪アヤシは……怖いから、あまり関わったことはないよ。ああ、でも、わたしの本体のほうの姿は何にでも写るし、色んな写真で視たから自分でも識っているよ」

　やっぱり寂しいな。それに、もったいない。

　咲良が躊躇いがちに、僕を見上げてきた。瞳は変わらず閉ざされたままだ。

「……ね、ねえ、今のわたしは、どんな姿をしているんだい？」

　おそらく咲良は、ヒトとして無事に育っていれば、数年内には絶世の美女になっていただろう。

「どうかな〜？　へっへ、それは自分の目で確かめてみたほうが、楽しみが増えるだろ？」

「もう！　絢十さんはケチだなー。助平な笑い声なんか出しちゃってさ」

　可憐に笑いながら。口調だけで怒ったふりをして。

「よーし！　今日は写真館を探してみるか！　場所は視える？　写真を一緒に撮って、現像してもらおう！」

「ええ……？　写真館なんて探したこともないから、さすがにわからないよ。偶然視えていても、記憶に残るような光景じゃないだろうから忘れてしまっているし」

　雑草だらけで荒れ放題の足場を、器用に歩く。大きな石や草花があるときにだけ、僕は彼女の手を引き寄せて避けさせた。

「じゃ、写真館を探す旅に出よう。アナログ写真を撮るんだ」

「旅！　旅か！　いいね、それはとても楽しそうだよ、絢十さん！」

　円山公園から八坂神社を通って四条通の寂れた街に出ると、微かに怪アヤシやヒトの気配がした。僕の目には見えているけれど、気配しか感じ取れない咲良は不安なのか、僕の手を強く握った。

　その足が止まる。すかさず、僕は口を開いた。

「ちゃんといるよ。横に」

「わ、わかっているよ。手を繫いでいるのだから。……大丈夫さ。安機の人が一緒なんだから」

　自分に言い聞かせるように呟いて、咲良が歩き始める。

　隙を衝いて死神姫は倒せたものの、僕は安機はおろかこの街ではあまり強くないほうだと、今さら言い出せない雰囲気だ。

　さて、写真館を探すとは言ったが、どうしたものか。安機に寄っても課長やナツユキは忙しく出かけているだろうし、いたとしても現時点で咲良と課長を再会させるわけにはいかない。僕としても、この状況をナツユキに見られるのはよろしくない。伊都那が写真館なんて知っているわけもないし、安機の事務所は避けたほうがいいだろう。

　スマホでかつての京都の地図を開いて探すか、……いや、それよりも。

「四条通を歩いて河原町に向かおうか。少し距離があるけど大丈夫？」

「う、うん。絢十さんに任せるよ。体力には自信があるから、たぶん大丈夫。……あ」

　彼女の足が止まった。握られた手の力が増す。

　僕らの向かう先から、音もなく一体の怪アヤシが歩いてきていたからだ。足音も匂いもないのに知覚できるのは、長い盲目生活の賜物だろうか。

　彼女を危険な目に遭わせるわけにはいかない。

　緊張して目を凝らす。

「あ……」

　僕が無意識に安堵の息を吐いたと同時に、咲良が尋ねてきた。

「……怪アヤシだよね？　絢十さんの知っている人かい？」

「うん。ちょっとだけ、だけどね」

　距離が縮まる。不安が拭いきれないのか、咲良の手が少し汗ばんでいた。

　ようやく彼女の足音が微かに聞こえる距離になって、僕は立ち止まった。

　人虎だ。両手に巨大な買い物袋を提げている。

　夜の人工の明かりではなく、陽光の下で見る人虎の店主は、眩いほどの生命力に満ち溢れていた。長いスカートを揺らして長身で堂々と歩く様は、野生の王者の風格か。

　彼女のやや小さな黒目は、僕に向けられていた。

「こんにちは。えっと……トラ子さん、でいいのかな？」

「……」

　ややウェーブがかった金色と黒が入り交じった髪が、微かに横に揺れる。

　やっぱり違うらしい。課長め、恥を搔いたじゃないか。

　どう呼ぶべきか迷っていると、人虎の店主がほんとうに微かな声を漏らした。

「…………ユミ……」

　僕は驚いて、数秒をおいたのちにうなずく。

「ユミさん。ユミさんか。いい名前だ。そうだ。このコは咲良っていうんだ。今度お店のほうに連れて行ってもいいかな？」

「…………おでん……しか……」

「十分だよ。すごくおいしかったから。でも、お酒はだめかな。咲良はまだ子供だから」

「そ、そんなことはないさ！　わたしは万年桜なのだから、あなたたちなんかよりも、よっぽど長く生きているのだからね！　もうオネエサンさ！」

　ユミさんが微かに笑った。そういうところが子供なのだと。

　咲良が死んだ時期は、服装から察するに、おそらく高校の三年間あたりだろう。

「…………かわいい……」

　ユミさんがふいに手を伸ばし、買い物袋を僕に預けたあと、咲良の頭に手を乗せた。

「ひゃん!?」

　一瞬、びくっとした咲良だったが、数秒後にはぽかんと口を開けてされるがままになっていた。

　しばらくそうしたあと、ユミさんは僕の手から買い物袋を取り返し、無表情に会釈だけをして去って行った。

　緊張がほぐれたのだろうか。僕と繫がれたままだった咲良の手から、すぅっと力が抜けてゆく。

　そのあとから、怪アヤシがすれ違おうとヒトがすれ違おうと、それが僕の顔見知りではなかったとしても、咲良はずっと楽しそうに歩いた。

「あ、何か聞こえるね。これはなんの音だっけ。聞いたことはある気がするのだけど、思い出せないよ。絢十さん、ここはどこらへんなの？」

「四条大橋だから、音は鴨川のせせらぎのことかな」

　かつてはコンクリートで整備された鴨川も、今となっては自然の姿を取り戻しつつある。清流には魚だけではなく蟹や山椒魚までもが息づき、コンクリートの隙間から生えた草木は、土手の全体をうっすらと覆っている。

　咲良が欄干に両手を乗せて、鼻を高く上げた。

「そうか。川の音と匂いだ……。わっ、ここは風が強いんだね！」

　巻き上げられた黒髪を片手で押さえて、咲良があさっての方向に手を伸ばす。彼女の髪のなかに残っていた花びらが、ふわりと舞い上がって飛んでいった。僕は無言で数歩移動をしてから彼女の手を取り、また歩き出す。

　歌を知っていたら、鼻唄でも歌い出しそうなくらいに咲良の機嫌がいい。

「旅は気持ちいいね〜、絢十さん」

「うん。今日は目的があるからだめだけど、今度河原まで下りてみようか」

「いいね。足を浸けても平気かな？」

「どうだろ？　咲良は目が見えないから、どこが深いかわかんないしなあ」

「何言ってんのさ。絢十さんも一緒だよ」

「マジでか〜。僕あんまり泳げないんだけど」

「わたしもだから大丈夫さ！」

　それは大丈夫とは言わない……。

　ここらへんはまだ安機のお膝元だ。深夜にでもならない限り、あまり危険はないとナツユキも言っていた。それを体現するかのように、ヒトも怪アヤシもごく普通にそこら中を歩いているし、僕らに目を留める輩もあまりいない。

　たま〜に、僕のコートの背にある安機の紋様エンブレムを見て、苦々しげな表情をする怪アヤシはいるけれど。

「あ、鴨川の音が遠のいてゆくね。残念だなあ」

　四条大橋を渡りきって、僕らは手を繫いだままゆっくり歩く。

「川遊びは、せめて暖かくなってからだな。僕の心臓が止まってしまう」

「そっか。わたしは怪アヤシだから平気だけれど、まだ冬だものね。ああ、なら、水着も欲しいな」

「じゃあ、季節になったら買ってあげよう。咲良は目が見えないから、選ぶのを手伝うよ」

「どうせそのあと、着るのも手伝ってあげようとか言うんだろ？　絢十さんの助平」

　口元に笑みを浮かべたまま、咲良が楽しそうに呟く。

「……純然たる善意が無惨に踏みにじられた瞬間だった」

「あはは、何それ！」

　僕は咲良の手を引いて、すれ違う輩とぶつからないように気を配りながら歩く。河原町通まで出ると、交差点で見慣れた屋台を発見した……というより、それを期待してここに来たのだが。

　屋台の暖簾をくぐって顔を出す。

「やあ、魚屋」

　猫人の女性。猫娘のデミ・ヒューマンと、人狼ラルの魚屋だ。

　魚屋が栗色の毛を揺らして屋台のカウンターに上半身を乗り上げ、嬉しそうに顔を近づけてきた。

「毎度、絢十ちん！　おんやあ？　今日はずいぶんと可愛らしいコを連れてるねえ。鬼っこちゃんからあたしを跳び越えて、もう乗り換えちまったのかい？　にゃははは！」

「にゃはは！　絢十さんはと〜っても助平なのさ！　あなたも気をつけなよ！」

　魚屋の笑い方を真似て、咲良が不穏なことを言い放つ。

「ありゃりゃ、そいつぁよくご存じで！　にゃっははははは！」

「にゃっはははは！　わたしはなんでも識っているからね！」

　魚屋やラルと会わせれば、僕がそうだったように、咲良の怪アヤシに対する恐怖も薄れるだろうと思って連れてきたのだけれど、ユミさんのおかげで想像以上に早く順応したな。悪いほうに。

「……二人して妙な噂を流すのは勘弁してよ」

　屋台の裏で魚を焼いていた巨大な人狼が、ひょいと顔を出した。銀色の体毛に鋭い牙、肉食獣独特の目をしたオリジナルの怪アヤシで、あいかわらずその姿は恐ろしい……が。

「よお、絢十。なんか買ってけよ。今日は鯉がおすすめだぜ。内臓は取ったし、臭みはすでに抜いてあるからよ。なんだったら、揚げといてやるぜ」

「やあ、ラル。ごめんよ、今日はこれからまだやることがあるから、買い物はまた今度だ」

「そうかい。そりゃあ残念だ。また頼むぜ」

　今じゃもうすっかり一人前の魚屋で、先月までゴロツキだったとは到底思えない働きっぷりだ。

「ああ、そうだ。ラル、魚屋。ここらへんで写真館って見たことないかな？　探してるんだ」

「お願い。知っていたら教えてほしいんだ」

　魚屋とラルが顔を見合わせてから、同時に首を左右に振った。

「知らねえな。つーか、そんなもん今の京都にあんのか？　ただの娯楽だろ。くだらねえ。少なくとも河原町通を三条まで歩いたって見つかんねえぜ」

「あたしも知らないにゃあ。神樹のお膝元の京都駅跡に一件あったようだけど、この前の仮死事件騒ぎで廃業したらしいよん。主人が起きたら、店の壁がなくなってて資材もぶっ壊れちまってたとかでさ？　にゃはははは、起きたら壁がないとか、想像したらチョーウケるんですけど！」

　ああ〜……、そりゃたぶん死神姫か警官隊か、でなければ僕ら安機のせいだ。

　死神姫との死闘で、京都駅跡は今も半壊状態になっている。

「ままま、落ち込まない落ち込まない！　生命があっただけ、めっけもんだって言ってたらしいかんね。そこらへんは、あたしらも同じさ！　そうだろ、ラル？」

　ラルが口元をねじ曲げて、巨大な肩をすくめた。

　ほとんど人間ベースの猫娘に比べて、狼ベースのラルの表情はイマイチわかりにくい。

「おお、そうだ。絢十、これなら歩きながら食えるだろ。おらよ」

　ラルが串に刺さったウグイを二尾、僕に押しつけてきた。

「え、いいの？」

　魚屋に視線を向けると、猫娘は両手を腰に当て、最高の笑顔で吐き捨てた。

「何も遠慮する必要はないさ？　ラルの給料からさっ引いとくからにゃ！　冬の魚はなっかなか捕れなくて、と〜っても貴重だかんねえ？」

　あ、怒ってる。

「な、なんだと!?　すまねえ絢十、さっきのやっぱナシ──」

「サンキューラル！　咲良、退散退散！」

「う、うん」

「あ、ちょ、待っ──」

　必死で手を伸ばす人狼をすり抜けて、僕は咲良の手を引きながら走った。そのうち、咲良が堪えきれないといったふうに笑い出す。釣られて僕も笑った。

　四条大橋の手前にまで引き返してきてから、僕は咲良にウグイの塩焼きを手渡す。

「食べてごらん。骨に気をつけて。尻尾が上で頭が下だよ」

「う、うん。……あ、いい匂い……」

　咲良がウグイの塩焼きを嗅いでから、恐る恐る囓った。もぐもぐと口を動かし、次の一口は躊躇うことなく囓りつく。

「おいしい！　これ、おいしいよ、絢十さん！　食事なんてしたの初めてかも！」

　だろうな……。

　僕はウグイを食べながら考える。

　おそらくこれまでは万年桜の養分を取り込んで、咲良という実体ある霊を動かすエネルギーに変換していたのだろう。取り憑かれたのが人間だったなら憔悴するところだけれど、万年桜は不老不死だ。その生命力が尽きることはない。

　いくつもの偶然が重なって、咲良は実体を持って存在していたんだ。

「ごめんな、咲良。写真館くらい、どこかに残ってると思ってたんだけど……」

　ウグイを食べ終えたあと、風に流れる黒髪を押さえて、咲良が嬉しそうな笑みを浮かべる。

「絢十さんが謝る必要はないさ。わたしは別に、自分の姿なんてわからなくったっていいもの。どうせこの姿は仮のもので、本体はあの一重白彼岸枝垂桜なのだから。きっとこの姿の写真を視ることなんかより、こうして絢十さんと一緒にいるほうが楽しいよ」

「……強がらなくてもいいよ」

　咲良が怪訝な表情で振り返る。

「どうしてそう思うんだい？　わたしは、そんなこと言っていないよ？」

「京の過去、多くの人が繫がりを持って生きているのを、キミはたった一人で視てきた。いや、一人でさえない。だって自分が何者かさえわからないんだから。寂しいからこそ、繫がりを視続けてこられたんだと思った。違う？」

　鴨川からの強い風が、咲良の髪を巻き上げる。

　数秒間の沈黙のあと、咲良が長い息を吐いて、物憂げな表情をした。

「…………まいったな……。今度はわたしが、心を読まれてしまったみたいだよ、絢十さん」

　少し躊躇ったのち、咲良はあきらめたように語り出した。

「わたしはたぶん、桜の妖精ではないのだと思うんだ。だって万年桜も含めて、桜は何を語りかけても、返してくれることはないのだから。仲間ではなかったのだろうね。……わたしは何者なのだろう。わたしは誰なのだろう。できることなら、やっぱり識りたいな。自分のこと」

　そうか。だったら、迷っていたけれど、僕はこの先に進むべきだ。

「まだ方法はあるよ。僕がキミを描くんだ」

「……絢十さんに、ちゃんと描けるの？」

「う……。絵の具はよくわかんないけど、鉛筆くらいなら」

　色もつけられそうにないけれど。

　咲良は少し考えるような素振りを見せたあと、嬉しそうに顔を上げた。




　　　　　◇　　　　　　　　　　◇




　鉛筆を静かに動かす。もう三時間ほど地べたに座り、こうしている。

　ぬくもりを作り出す石油ストーブが、静かに燃えていた。

　なるべく太陽の影響が少ない場所を探した結果、結局建物内の人工の光が一番だと思い、リスクを承知で僕は咲良を、京都多種族安全機構のあるビルの空室へと連れてきていた。

「疲れたら休憩を挟むから言って」

「大丈夫。どうやらわたしは疲れを感じない怪アヤシみたいだから。何も食べなくても、何年も眠らなくても平気なくらいさ」

　だろうな……。

「絢十さんこそ、平気かい？」

「空腹にも疲労にも慣れてるからね」

「ゴミを漁っていたくらいだものね」

　う……。そんな初期段階から視られていたのか、僕は。

「早く視たいな。楽しみだな〜」

　黒髪を左右に揺らして、咲良が笑った。

「こらこら、動かない。余計に時間がかかっちゃうよ」

「あは、そうだった」

　正確な絵の描き方なんてわからない。専門用語もわからない。道具は使えないし、技術だって知識だってない。

　ただこの目で見たものを描くことしかできない。目で見た光景を一枚の写真に置き換え、視点をなるべく固定しながらスケッチブックへと描写してゆく。色や陰影は濃淡のみ、鉛筆で塗りながら表現する。指先でぼかしたり、消しゴムを使ってみたり。

　窓から見える神樹を背景に、咲良はじっと同じ体勢で、無防備に窓枠に腰を下ろしたままだ。

「ねえ。少し、恥ずかしいよ、絢十さん……」

「……ヌードを描いてるような雰囲気を出すのはやめなさい」

「バレたか。でも、あなたになら別にいいのだけれど」

「誘惑には乗らないよ」

「なんだよ。わりと本気なのにさ。……やっぱりあの鬼の人が絢十さんの恋人なの？」

　視ていたんだな。ナツユキのことも。

　鉛筆で引いた線が少なかった当初は、ちゃんと描けるか不安だったけれど、我慢強く作業をしているうちにスケッチブックのなかの人物は、瞳を閉じた咲良になりつつある。

　絵を描くって、案外おもしろいな。

「うん」

「じゃあ、こんなところ見つかったら大変だ？」

「かもね」

「なんだよ、その反応。僕たちはお互い信頼してます〜、みたいな」

「うん、信頼してるからね」

　少なくとも僕は、だけど。

　わずかな沈黙。ややあって、咲良が明るい口調で言った。

「でも、忘れないで。わたしもあなたのことを好きなのだから。あなたを視て、ずっと視線で追いかけて。誰かのために戦って、死にかけて、叫んで。そんな絢十さんが万年桜の前に現れてくれたときには、本当に胸が高鳴ってしまったんだ」

　やっぱり子供だなあ。もしかしたら高校生ではなく、中学生だったのかな。

「それは嬉しいな」

「ちぇ、どうあっても、わたしの相手はしてくれないんだね」

　スケッチブックに視線を落としたまま最後の線を引き、咲良に視線を戻す。

「よし、と。ここらへんが僕にできる限界かな。我ながらうまく描けた……気が……する……」

「それでもね、絢十さん──」

　そうして僕は目を見開いた。

「──わたしは、あなたに恋をしたんだ」

　照れたような微笑みを浮かべている少女は、僕の手のなかにあるスケッチブックの少女などより、数段魅力的な表情をしていた。子供のような笑みのなかに、大人びた切なさが混ざっていて。

　ああ、なんて魅力的なのだろう。

　しまったな。この顔を描けばよかった。

「できたのかい？　なら、もう視てもいいかな？」

「うん。いいよ」

　スケッチブックを彼女のほうに向ける必要はない。咲良は数秒前の記憶を思い出すだけでいい。神樹を背景に、彼女が窓枠に座っている姿を僕が絵に描いている光景を。
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　瞬間、咲良が息を吞んだ。

　窓から吹き込む風が、咲良の黒髪を流してゆく。

　それは、長い、長い沈黙だった。

　ふいに、彼女の瞼の隙間から、一筋の涙がこぼれ落ちるまで。

「…………思い出した？」

　僕は静かに尋ねる。彼女は無言で、ゆっくりとうなずいた。

　もしかしたら、と思っての提案だったのだけれど、どうやらうまくいったらしい。自分の姿を視た咲良は、生前の記憶を取り戻していた。

　口を両手で覆い、彼女が嗚咽する。

　唇の隙間から、切ない言葉が洩れた。

「……お父さん……お母さん……」

　僕は願う。それが彼女にとって、辛い記憶だけではないことを。

　数分間泣いて、咲良がふう、と息を吐いた。

「そうか。わたしは人間で、もう死んでいたのだね。だけど心配しないで、絢十さん。万年桜に取り憑いたのは、お父さんやお母さんが、わたしの名前のもとになった万年桜に散骨をしたことが原因みたいだから。ちょうど神樹が生えて、少ししてからのことだったと思う」

　神樹の顕現が、一本の一重白彼岸枝垂桜を万年桜に変えたときに、その下に埋まっていた少女の骨の一部にも影響を与えた、といったところか。

　理屈というにはあまりに荒唐無稽だ。けれど、不可思議などという言葉は、もはやこの魔都京都では通用しない。あるものはある、ないものはない。

　咲良はそこにいた。それだけの話だ。ここは不条理の街なのだから。

　彼女が自らの死を願ったのは、永遠に続く孤独に耐えきれなかったからだ。他者の幸福や繫がりをどれだけ追ったところで、咲良自身が報われることはない。だからこそ僕は、生前の彼女の繫がりを思い出させてあげたかった。

　キミにも、ちゃんとあったのだよ、と。

「辛いことは、話さなくてもいいよ」

「……うん」

　神樹が顕現した翌年、神樹からは様々な怪アヤシが産み落とされ、京都は一晩で混沌の都と化した。俗に言う〝大崩壊の夜〟だ。その年の死者不明者は五桁にものぼったと言われている。咲良が怪アヤシを極度に恐れていたのは、おそらくはそれが死因となったからだろう。

　彼女は〝大崩壊の夜〟の犠牲者だ。だから、咲良の死は、珍しい話じゃなかった。あの夜であれば、どこにでもある、ありふれた死だった。

　咲良の姿が揺らいだ。そのしなやかで細い指先が、薄桃色の花びらとなって散ってゆく。

　こうなる予感はあった。

「あ〜あ、せっかく恋をしたのにな。怖かったこの街にも、絢十さんにも」

「また逢えるよ。僕は人間だから、万年桜のキミにとっては、そう遠くない未来だ」

　スケッチブックを咲良に渡すと、涙に濡れた彼女は、大切そうにそれを胸に抱え込んだ。

「あの世ってあるの？　お父さんやお母さんにも、またいつか逢えるのかな？」

「どうだろう……。でも、旅はいつも楽しいもんだ」

　咲良が肩をすくめる。彼女の姿が、少しずつ桜の花びらとなって散ってゆく。

「そうだね。だったら今度はわたしが、絢十さんを案内するよ。また、手を繫いでくれるかい？」

「もちろん」

　微笑みのなかの涙でさえも、花びらとなって散ってゆく。

「…………でも。でもさ！　京にだって、わたしにだって繫がりができたんだ！　だから、もしも願いが叶うなら、わたし本当は──！」

　言葉は最後まで続かなかった。彼女の姿は、もう僕の前から消えていた。

　どれくらい、呆然としていたのだろう。数秒かもしれないし、数分かもしれない。

　そこに残されていたものは、大量の桜の花びらだけだった。僕はその場に座ったまま、一枚の花びらを指先でつまみ、ぽつりと呟く。

「さくら……」

　窓枠には、もう誰も腰かけていない。スケッチブックも、鉛筆さえもない。

「……さよなら……」

「絢十？　誰かの声がする思ったら、絢十かいな」

　振り返るまでもなく、声でわかる。ナツユキだ。

「なんや、どしたん？　せっかく休み取ったのに、こんなとこ座っ……絢十……？」

　僕はあわてて目元を袖で拭い、笑顔で振り返る。

「いや、ちょっとね」

　僕の様子がおかしかったからか、一度立ち止まったナツユキが、首を傾げながら顔を覗き込んできた。

「……ん、大丈夫？」

「大丈夫。なんでもないよ、ナツユキ」

「そっか」

　それ以上は何も語らず、ナツユキは僕の隣にぺたりと腰を下ろした。

　追求はなかった。たぶん、気を遣ってくれたのだと思う。今は、そのぬくもりが素直にありがたい。すがりついて泣くような真似は、さすがにできないけれど。

　鬼神の少女は、赤い髪を僕の肩に乗せて、幸せそうに瞳を細める。その視線の先には、咲良という少女だった花びらが、雪のように積もっていた。

「冬やのに桜ってことは、万年桜やんな。……散っても綺麗なあ」

「うん。とっても綺麗だったよ。今度、一緒に見に行こう」

　友だちを連れて行くと、僕は万年桜と約束を交わしたのだから──。












あとがき











　古の都、京都を舞台にした物語を、いつかは書いてみたいと思っていました。

　私自身は大阪の端のほう、ちょうど京都との境目あたりに住んでいるのですが、幼少期から大阪よりも京都に出かける機会が多く、気づけば京の街は自然と慣れ親しんだ地となっていました。

　作家を生業として、すでに十二年が経過していますが、駆け出しだった頃はまだ漠然と、京都を舞台に、と考えていたに過ぎませんでした。この物語『京都多種族安全機構』の具体的な構想を練り上げたのは、それからさらに九年が経過した、ある夜のことです。

　諸々の用件があり、東京へ行った帰り道。季節は奇しくも作中と同じく冬でした。

　その日、記録的降雪により、東京〜京都間の新幹線に遅延が発生したのです。私は終電の一本手前の新幹線に乗り込んでいたのですが、見込みが甘く、京都駅に到着した時点で時刻はすでに深夜二時前となっていました。当然、そこから家に戻るまでの交通機関はすでにありません。

　ビジネスホテルもネットカフェも、同じく終電を逃してしまった人で溢れかえり、さりとてタクシーで家まで帰るほどの持ち合わせもなく、私は雪の降り積もる深夜の京都で途方に暮れました。

　駅の外は吹雪、見回せば一面の銀世界。身を切るような寒さではありましたが、同時に雪景色の美しさに驚いたのをおぼえています。とはいえ、さすがに一晩を外で過ごせる気温ではありません。私はコートのフードを被って身を縮め、京阪電車の七条駅を目指して歩き出しました。

　わかる方にはわかるかもしれませんが、この物語に出てくる京都多種族安全機構のビルの位置には、関東と関西では呼び方の違う、二十四時間開いているハンバーガーショップがあります。

　途中、熱心な警察官に職務質問をされましたが、詳細は割愛します。おそらく、フードが顔の下半分まで覆えるタイプのマスク付きだったのと、身を縮めて深夜にこそこそ歩いていたので、見るからに怪しかったのでしょう。お騒がせしてしまって申し訳ない。

　そして深夜二時半頃、およそ一キロほどを歩いて、ようやく七条駅のハンバーガーショップに避難することができました。

　始発まで待たせていただくつもりだったもので、空腹でもなかったのですが、私はコーヒーと当時新作だったハンバーガーを注文しました。席について窓から外を眺めると、白く積もったアスファルトに、さらに粉雪が舞い降りていた光景を思い出します。

　駅前の景色は近代的なものですが、鴨川を挟むと古都としての趣の残る建物があったりして、また違った感動をおぼえました。

　しかし三時を過ぎた頃、店内の清掃を理由に店を追い出されてしまいました。清掃の終わる時刻は、四時半とのことでした。さすがに一時間半も、雪のなかにただ突っ立って待つことはできません。仕方なく深夜喫茶を探すため、私は京都観光の中心街を目指して歩くことにしました。

　吹雪は止みましたが、気温はどんどん下がります。鴨川沿いの川端通はあまりに風が強くて耐えきれず、私は再び川を渡って街中を北上することにしました。ところがそれがまずかったようで、迷ってしまったのです。道はどんどん細くなり、雪はどんどん降り積もり……。

　ただ、この一件で最も感動した景色もまた、この瞬間でした。

　風以外、音のない世界でした。建物も昭和を感じさせるものが増えてゆきます。深夜、街灯すらまばらな闇のなか。下町のような暖かみのある建物と、今なお緩やかに舞い散る雪。時折枝から雪を落とす樹木に、氷の張った小さな水路。振り返れば、自分の足跡が点々と続いていました。

　古の都だけに、本当に妖怪や幽霊なんかが立っていそうな雰囲気です。私はあまり超常現象的なものには恐怖を感じない人間ですので、そんななかでもこの光景を忘れるまいとして、携帯電話で写真を撮りながら歩いたのを思い出します。

　結局のところ、方角だけを頼りに三駅分ほど歩き続け、四時半頃に目的の街に辿り着きました。四時半ならば、七条駅付近のコンビニで清掃の終了を待っていても変わらなかったかもしれませんが、後悔はしていません。

　人通りの皆無となった古都の深夜。それも雪のなかを歩くなど、この日がなかったら、おそらくもう、この先も二度と味わうことのできないであろう経験だからです。それほどまでに幻想的で、美しいと思える光景でした。作家の人生においては、この経験は宝物です。

　その後、発見できた店は先ほどと同じチェーンのハンバーガーショップで、苦笑しました。実は前日の晩ご飯も時間がなく、東京にあるこの店で済ませていましたので、三食連続なのでした。もっとも、事ここに至ってはそのようなことを言っていられる場合ではありません。ちなみに作中でいえば、魚屋の露店があるあたりになります。

　さすがにもうハンバーガーは食べられませんでしたが、コーヒーを注文し、自動ドアが開いても風があたらない店の最奥の席で、始発までの時間をゆったり過ごさせていただきました。

　実在する店と作中の店の位置には、実はそのような関係があります。

　その他、寺院や神社、公園、京都駅の構造まで、すべて自身で歩いた場所です。その経験を『京都多種族安全機構』という形にさせていただく機会を与えてくださったアース・スターノベルの編集様には、感謝の言葉しかありません。ありがとうございます。

　また、見せていただいた瞬間に、思わず感嘆の声が洩れてしまうほど素晴らしいイラストをくださった植田亮様にも、感謝の言葉を述べさせてください。ありがとうございます。某社のパーティで偶然お会いできて、びっくりしました。本当に嬉しかったです。

　そして最後に、この本を手にとってくださった皆様と、京都という街に最大限の感謝を。

　本当にありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。




　　　　　　世の中ままならないもんで　http://akaik.blog108.fc2.com/　　　　　　赤井紅介
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